
Mercedes-Benz 


SLK-Class 


取扱説明書 



表記と記載内容について 


マーク 

内容 

* オプションや仕様により異な 

る装備には*マークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことです。 

平 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 

n 

注意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていたださたいこ 
とです。 

► 

操作手順などを示してい 
ます。 

(> ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ち赵ることを示してし)ます。 



お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、ありびとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱いち法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読みください。 

• 取扱説明書は、いつでわ読めるよラ 
に必ず車内に保管してください。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合びあります。 

• 表紙の画像はイメージであり、日本 
仕様とは異なる場合びあります。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述び含まれ 
ている場合があります。 

• この取扱説明書には、走行速度び 
100 km / h を超えたときの車両機 
能や状態などについての記述びあ 
りますび、公道を走行する際は、 
必ず法定速度や制限速度を遵守し 
てください。 


• 装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることび 
あります。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の 「 COMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお譲りになる場 
合は、車と一緒にすベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
またはメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


〇 メルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式ヴィト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス.ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



雨降りや濃霧時の運転 . 190 


雨降りや濃霧時の運転 . 190 

ま全のために . 13 

オートマチック車の取り扱い . 15 

警告ラベル . 13 

テ供を乗せるとき . 15 

こんなことにちミ主意 . 17 

走行する前に . 13 

イージーエントリー機能 . 68 

インストルメントパネル . 21 

左八ンドル車 . 21 

ち八ンドル車 . 22 

ウィンタータイヤ . 184 

ウォッシャー液 . 175.271 

ウォッシャー液を補給ずる . 175 

運転のヒント . 104 

運転のヒント 

(才ー トマチックトランスミッション） •• 104 
エアコンディシ ョナー . 140 

AC モード . 142 

コント□—ルパネル . 141 

送風口の開閉 . 144 

エアスカーフ送風 □. 144 

送風口の風向さ調整 . 145 

送風口を選択ずる . 142 

送風量の調整 . 145 

通常の使いかた . 141 

デフ□スターモード . 145 

内気循環モード . 147 

余熱ヒーター.ベンチレーショ ン…’148 

リアデフォッガー . 146 

エアスカーフ . 66 

エアバッグ . 35 

運転席/助手席エアバッグ . 36 

エアバッグの作動 . 35 

エアバッグの種類と収納場所 . 36 

へッドソラックスサイドバッグ . 37 

エマージェンシーキ. . 227 

エマージェンシーキーで運転席ドアを 
解錠する . 227 


エマージてンシーキーでの 

トランクの解錠 . 229 

エンジン . 186 

エンジンオイル . 170.269 

エンジンオイルの量の点検 . 170 

エンジンオイルを補給ずる . 171 

エンジンオイル容量 . 270 

エンジンスイッチ . 62 

タッチスター h . 62 

エンジンの始動 . 94 

セレクターレバー . 94 

て、/ジンのイ亭 . 97 

エンジンルーム . 167、169 

ウオッシヤー液 . 175 

エンジンオイル . 170 

エンジンルーム . 169 

ブレーキ液 . 174 

ボンネット . 167 

冷却水 . 172 

オイル.液類/バッテリー . 268 

ウォッシャー液 . 271 

エンジンオイル . 269 

エンジンオイル容量 . 270 

オイル-液類に関ずるを意 . 268 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 270 

使用ずるエンジンオイル . 269 

燃料 . 268 

バッテ U —. 271 

ブレーキ液 . 271 

冷却水 . 270 

オイル.液類に関するを意 . 268 

応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 . 236 

応急用スペアタイヤに空気を入れる •• 241 
応急用スペアタイヤを取り付ける ••• • 239 

応急用スペアタイヤを元に戻ず . 243 

ジャッキアップする . 237 

ジャッキダウン . 242 

タイヤ交換の準備 . 236 

パンクしたタイヤをトランクに 

収納する . 243 

才—デイオ . 111 
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才ートマチック車の取り扱い . 15 

才ートマチックトランスミッション . 97 

運転のヒント . 104 

ティップシフト . 100 

マニュアルギアシフト . 102 

オートマチックトランスミッション 
オイル . 270 

才ープン/ク〇—ズ . 54 

キー . 54 

車速感応ドア□ック . 59 

車内からの解錠/施錠 . 58 

ドアの開閉 . 56 

リモコン機能 . 54 

□ケイタ—ライティング . 56 

外観 . 20 

外気溫度表示 . 106 

各種設定 . 115 

各種設定項目の初期化 . 116 

各種設定メイン画面 . 115 

コンフオート . 122 

シャリョウ . 121 

設定グループ選択画面 . 116 

メータークラスタ . 117 

ライト . 118 

カップホルダー . 157 

可変スピードリミッター . 132 

可変スピードリミッターの使いかた’’133 

環境保護について . 13 

寒を時の注意 . 182 

寒冷時の取り扱い . 182 

ウィンタータイヤ . 184 

寒冷時のを意 . 182 

スノーチェーン . 185 

雪道や凍結路面の走行 . 185 

キ. . 54 

キーの電池交換 . 230 

キーの電池を点検する . 230 

電池の交換手順 . 231 

キーの電池を点検する . 230 


救急セット . 201 

クルーズコント〇—ル . 128 

クルーズコント□—ルの使いかた •••• 129 

車を運搬ずる . 259 

警告ラベル . 13 

けん引 . 257 

車を運搬する . 259 

けん引時のを意 . 257 

けん引する . 259 

けん引フックの取り付け . 258 

けん引フックを取り外ず . 259 

けん引時のを意 . 257 

けん引ずる . 259 

けん引フックの取り付け . 258 

けん引フックを取り付ける . 259 

けん引フックを取り外ず . 259 

けん引防止機能 . 50 

けん引防止機能を解除する . 50 

システムを待機状態にずる . 50 

待機状態を解除ずる . 50 

コーナ リングランプ . 85 

故障/警告メッセージ . 205 

イラストメッセージ . 209 

文きメッセージ . 206 

故障表示 . 114 

故障表示のリセット . 115 

子供を乗せるとき . 15.40 

助手席エアバッグオフ表示灯 . 42 

助手席検知機能 . 44 

チャイルドセーフティシート . 40 

チャイルドセーフティシート 
検知システム . 43 

ル物入れ . 155 

アームレストの小物入れ . 156 

グ□-ブボックス . 156 

シート後方のル物入れ . 157 

コント□ールパネル 

(エアコン デ ィシヨナー) . 141 

サンバイザー/バニティミラー . 159 
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ソート . 〇3 

エアスカーフ . 66 

シートの調整 . 64 

シートヒーター . 66 

電動ランバーヴポート . 65 

シートの調整 . 64 

へッドレストの高さを調整ずる . 65 

シートのメモリー機能 . 73 

シートヒータ. . 66 

シートベルト . 75 

シートベルトの着用 . 75 

正しい運転姿勢 . 78 

シートベルトの着用 . 75 

事故•故障のとを . 200 

室内センヴー . 51 

システムを待機状態にする . 51 

室内センサーを解除する . 51 

待機状態を解除ずる . 51 

室内装備 . 159 

サンバイヴー/バニティミラー……159 

灰皿 . 160 

フ□アマット . 162 

ライター . 161 

シフト位置表示 . 98 

車外ランプ消な遅延機能 . 81 

車載工具 . 202 

応急用スペアタイヤび車載されている 

車種 . 203 

タイヤフィットび車載されている 
車種 . 204 

車載品の収納場所 . 200 

救急セット . 201 

事故.故障のとさ . 200 

車載工具 . 202 

停止表术板 . 201 

非常信号用具 . 201 

輪止め . 204 

車速感応ドア□ック . 59 

車内か5の解錠/施錠 . 58 

ドアごとの解錠/施錠 . 58 

ドア□ックスイッチでの解錠/施錠 •• 58 

車両情報 . 109 


車両情報メイン画面 

(卜 U ップメーター/オドメーター） •• 109 


走行速度/外気温度表示画面 . 110 

冷却水温度画面 . 110 

車両データ . 272 

積載荷物の制限重量 . 272 

バ U オルーフ操作時の全高 . 272 

車両に保存されるデータ . 18 

古女障データ . 18 

データび保存されるその他の装備……18 

収納ネット . 158 

純正部品/純正アクセサリー . 266 

乗員安全装備 . 32 

SRS (乗員保護補助装置） . 33 

テ供を乗せるとき . 40 

乗員保護装置 . 32 

乗員保護装置 . 32 

使用ずるエンジンオイル . 269 

ステアリング . 68 

イージーエントリー機能 . 68 

ステア U ング位置の調整 . 68 

ステアリング位置の調整 . 68 

スノーチェーン . 185 

スピードメータ. . 106 

積載荷物の制限重量 . 272 

セレクターレバー . 97 

前席上方の操作部 . 28 

センターコンソール . 26 

センターコンソール下部 . 27 

センターコンソール上部 . 26 

走行ま全装備 . 44 

ABS . 45 

BAS . 46 

ESP ®. 47 

走行時のを意 . 186 

雨降りや濃霧時の運転 . 190 

エンジン . 186 

走行ずるとき . 187 

走行中に異常を感じたら . 188 

駐停車するとき . 189 

ブレーキ . 186 
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走行ずるとき . 187 

走行ずる前に . 13 

走行装備 . 128 

可変スピードリミッター . 132 

クルーズコント□—ル . 128 

パークト□ニック . 135 

走行中に異常を感じた5 . 188 

走巧と停車 . 94 

エンジンの始動 . 94 

エンジンの停止 . 97 

駐車 . 95 

発進 . 95 

走行モード . 98 

送風口の開閉 . 144 

送風口の風向き調整 . 145 

送風□を還択ずる . 142 

送風量の調整 . 145 

タイヤ空気圧警告システム画面 . 180 

タイヤ空気圧警告システムを 

再起動ずる . 180 

タイヤ空気圧ラベル . 178 

タイヤとホイール . 176.273 

ウィンタータイヤ . 275 

応急用スペアタイヤ . 275 

走行時のを意 . 178 

タイヤ空気圧警告システム画面 . 180 

タイヤ空気圧ラベル . 178 

タイヤを清掃するとき . 178 

標準タイヤ . 274 

タイヤの修理およびタイヤ交換の準備••235 

タイヤフィットび車載されている車種 •• 244 

タイヤフィットの準備 . 245 

タイヤを修理する . 246 

タコメータ. . 106 

正しい運転姿勢 . 78 

タッチスタート . 62 

チャイルドセーフティシート . 40 

駐車 . 95 


パーキングブレーキ . 96 

駐停車するとき . 189 

通常の使いかた 

(エアコン デ ィシヨナー) . 141 

停止表示板 . 201 

テイップシフト . 100 

セレクターレバーによる操作 . 101 

パドルによる操作 . 101 

デフ□スターモード . 145 

電球の交換 . 232 

電池の交換手順（キ ー). 231 

電動ランバーヴポート . 65 

ドアウインドウび自動で 

開閉しないとを . 93 

ドアウインドウの開閉 . 90 

挟み込み防止機能 . 91 

バ U オルーフスイッチでの開閉 . 92 

ドアの開閉 . 56 

車外からの開閉 . 57 

車内からの開閉 . 57 

ドアの操作部 . 29 

ドアミラー . 70 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 74 

施錠時のドアミラー格納 . 71 

ドアミラーの角度調整 . 70 

ドアミラーの格納/展開 . 70 

ドアミラーのリセット . 71 

盗難防止警報システム . 49 

警報び作動したとさの解除ち法 . 50 

システムを待機状態にずる . 49 

待機状態を解除ずる . 50 

盗難防止システム . 49 

けん引防止機能 . 50 

室内センサー . 51 

盗難防止警報システム . 49 

ドラフトストップ . 154 

トラブルの原因と対応 . 214 

ウインドウ . 224 

エンジン . 220 


オートマチックトランスミッション •• 221 
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キー . 224 

車を使用しないとき . 226 

警告音 . 218 

事故のとき . 219 

スイッチやボタンの表示巧/警告灯 • • 214 

ドアミラー . 224 

燃料と燃料タンク . 219 

パークト□ニック . 222 

バリ オルー フ . 223 

へッ ドランプ . 222 

メーターノ くネルの表示灯/警告灯•••215 

ワイパー . 223 

トランク . 59 

トランクの独立施錠 . 61 

トランクを閉じる . 60 

トランクを開く . 60 

トランクの独立施錠 . 61 

トランクフ□アマット下の 

収納スぺース . 159 

トランクを閉じる . 60 

トランクを開いたときの高さ . 272 

トランクを開く . 60 

トリップコンピューター . 124 

ショートト U ップメーター画面 . 124 

走行可能距離画面 . 125 

□ングトリップメーター画面 . 124 

内気循環モード . 147 

慣5し運転 . 164 

日常の手入れ . 193 

外装 . 194 

高圧式スプレーガンの使用 . 195 

自動洗車機の使用 . 195 

パークト□ニックセンサーの 

手入れ . 196 

マットペイント塗装車の取り扱い’’196 

マフラーの 手入れ . 197、198 

ランプ類の手入れ . 196 

車内 . 197 

荷物の積み方/ル物入れ . 155 

カップホルダー . 157 


ル物入れ . 155 

収納ネット . 158 

トランクフ□アマツト下の 
収納スぺース . 159 

燃料 . 268 

燃料消費について . 269 

燃料タンク容量 . 268 

燃料計 . 106 

燃料残量警告な . 106 

燃料の給油 . 165 


J\ 


パーキング□ックの解除 . 229 

パークト□ニック . 135 

インジケーター/作動表示灯 . 136 

センサーの感知範囲 . 138 

パークト□ニックオフスイッチ . 139 

パークト□ニックセンサー . 135 

パークト□ニックの作動 . 137 

パークト□ニックの作動条件 . 137 

灰皿 . 160 

発進 . 95 

バッテリー . 252.271 

車載バッテ U —の電圧/容量 . 271 

バッテリー取り扱いの一般的なミ主意 • • 25 2 

バッテリーの位置 . 253 

バッテリーびあびつたとき . 254 

始動のち法 . 256 

バッテリー取り扱いの一般的な注意••••252 

バッテリーの位置 . 253 

インジケーター付さバッテ U —. 254 

バリオルーフ . 149 

ドラフトストップ . 154 

パ U オルーフの開閉 

(バ U オルーフスイッチによる操作） •• 151 
パ U オルーフの開閉 

(:キーによる操作） . 152 

ラゲッジカバー . 153 

バリオルーフ操作時の全高 . 272 

バリオルーフの開閉（キーによる操作） •• 152 

バリオルーフを閉じる .152 J 53 
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バ U オルーフを開く . 152 

バリオ ルーフの 開閉 

(バリ オルーフス イッチによる操作）… • 151 

バリオルーフを閉じる . 151、153 

バ U オルーフを開く . 151 

J のーウインドウ . 90 

ドアウインドウび自動で 

開閉しないとさ . 93 

ドアウインドウの開閉 . 90 

パンクしたとき . 235 

応急用スペアタイヤび車載されている 

車種 . 236 

タイヤの修理および 

タイヤ交換の準備 . 235 

タイヤフイットび車載されている 

車種 . 244 

ビークルプレート . 267 

エンジン番号 . 267 

オプションコードプレート . 267 

車台番号 . 267 

ニューカープレート . 267 

非常時の解錠/施錠 . 227 

エマー ジェン シーキー . 227 

エマージ王ン シー キーで 

運転席ドアを解錠ずる . 227 

エマージてン シー キーでの 

トランクの解錠 . 229 

パーキング□ックの解除 . 229 

非常時の車の施錠 . 228 

非常時の車の施錠 . 228 

非常信号用具 . 201 

非常点滅巧 . 82 

ヒューズ . 260 

ヒューズー覧 . 262 

ヒューズ交換についてのミ主意 . 260 

ヒューズの位置 . 260 

ヒューズを交換ずる . 261 

ヒューズー覧 . 262 

ヒューズ交換についての注意 . 260 

ヒューズの 位置 . 260 

インストルメントパネル左側面の 
ヒューズボックス . 260 


エンジン ルーム 内の 

ヒューズボックス . 261 

トランクルーム内の 

ヒューズボックス . 261 

ヒューズ交換の準備 . 260 

ヒューズを交換ずる . 261 

標準タイヤ . 274 

ブレーキ . 186 

ブレーキ警告灯 . 187 

ブレーキ液 . 174、271 

ブレーキ液の交換 . 174 

ブレーキ液の量を点検する . 174 

フ□アマット . 162 

へッドランプウォッシヤー . 84 

へッドランプ照射角度調整ダイヤル……84 

へッドランプの下向さ/ 

上向きの切り替え . 82 

防に機能 . 71 

ルームミラーの防較 

(自動防眩ルームミラー装備車） . 71 

ルームミラーの防眩 

(自動防眩ルームミラー非装備車）……72 

方向指示 . 83 

ボンネット . 167 

ボンネットを閉じる . 168 

ボンネットを開く . 167 

マニュアルギアシフト . 102 

セレクターレバーによるシフト操作’’103 

パドルによるシフト操作 . 103 

マニュアルギアシフトの選択 . 102 

マルチフアンクシヨン 

ステアリング . 25、107 

マルチフアンクシヨンディスプレイ••“107 

TEL メニュー . 125 

TEL メニューを表示させる . 126 

着信した電話を受ける . 126 

通話を終える（電話を切る） . 126 

通話を保留する . 126 

電話帳から電話を発信する . 126 
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発信履歴から電話を発信ずる . 127 

才ーディオ . 111 

DVD ビデオのチャプターを 

選択ずる . 113 

音楽を選巧する . 112 

テレビ局を選局する . 112 

ラジオ局を選択する . 111 

各種設定 . 115 

故障表示 . 114 

故障表示のリセット . 113.114 

車両情報 . 109 

卜 U ップコンピユーター . 124 

ナビゲーシ ヨン. 進行方向ち位表示 •• 113 
マルチフアンクシヨンステア U ング•’107 
メイン画面一覧 . 108 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
表示 . 105 

ミラー . 69 

ドアミラー . 70 

ルームミラー . 69 

メイン画面一覧 . 108 

メーターパネル . 23、105 

外気温度表示 . 106 

スピードメーター . 106 

タコメーター . 106 

時計 . 106 

燃料計 . 106 

燃料残量警告灯 . 106 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

表示 . 105 

メーターパネル照度調整ボタン/ 

リセットボタン . 105 

メーターパネル照度調整ボタン/ 

リセットボタン . 105 

メーターパネル照度調整ボタン . 105 

リセットボタン . 106 

メモリー機能 . 73 

シートのメモリー機能 . 73 

メンテナンス . 191 

整備手帳 . 191 

日常点検 . 191 

メンテナンスインジケーター画面 •••• 191 

メンテナンスインジケーター画面 . 191 


自動表示機能 . 192 

手動表示 . 192 

表示メッセージ . 192 

雪道や凍結路面の走行 . 185 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨン . 148 

ライター . 161 

ラゲッジカバー . 153 

ランプ . 79 

コーナ リングランプ . 85 

車外ランプ消灯遅延機能 . 81 

パーキングランプ . 81 

非常点滅灯 . 82 

へッドランプウォッシャー . 84 

へッドランプ照射角度調整ダイヤル ••• 84 
へッドランプの下向さ/上向さの 

切り替え . 82 

ち向指示 . 83 

ランプスイッチ . 79 

ルームランプ . 85 

ランプスイッチ . 79 

フォグランプ . 80 

へッドランプ . 80 

リアデフォッガー . 146 

リモコン機能 . 54 

U モコン機能の設定切替 . 56 

J レームミラ. . 69 

ルームミラーの角度調整 . 69 

ルームランプ . 85 

緊急時点灯機能 . 87 

乗降用ランプ . 87 

読書灯 . 86 

ルームランプの点灯モードの選択……86 

冷却水 . 172、270 

オーバーヒートしたとさ . 173 

不凍液の濃度 . 270 

冷却水の量を点検ずる . 172 

冷却水を補給する . 172 

□ケイターライティング . 56 
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ワイパー . 87 

ワイパーを作動させる . 87 

ワイパーブレードの交換 . 234 

ワイパーブレードを取り付ける . 234 

ワイパーブレードを取り外す . 234 

ワイパーを作動させる . 87 

ウインドウウォツシャーを 

噴射させる . 89 

レインセンサー装備車 . 87 

レインセンサー非装備車 . 88 

ワイパーを1回だけ作動させる 

(ティップ機能） . 89 

輪止め . 204 



ABS . 45 

ABS び作動したとき . 46 

AC モード . 142 



BAS . 46 



ESP @ . 47 

ESP ⑧の機能の解除 . 48 



SRS (乗員保護補助装置） . 33 

SRS 警告灯 . 33 

エアバッグ . 35 

シートベルトテンシヨナー/ 

ベルトフ オース リミッター . 34 


シー トベルトテンシヨナ ーと 

運転席/助手席エアバッグの作動••••33 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気巧染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとする環境保 

護対策に取り組んでいます。環境保護 

のため、お車をご使用になるときはじ ( 

下の点にご協力ください。 

• 短距離短時間の走行を控えること 
で、燃料の余分な消費を抑えられ 
ます。 

• タイヤの空気圧び適正であることを 
確認してください。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けてください。 

• エンジン回転数びその車の許容限度 
の2/3 (許容限度び6,000回転の 
ときは約4,000回転）を超えない 
よラに運転してください。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないときは、車から取り外してく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
してください。 

• メルセデス•ベンツ指定サービスエ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
ください。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないでください。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保ってください。 

9環境 



車両には警告ラベルび貼付されてい 
ます。警告ラベルには危険な状況を 
回避するための情報や、車を安全に 
使用するための情報などび記されてい 
ます。警告ラベルは絶対にはがさない 
で < ださい。 


走行"ず々刖に 


点検と整備 

日常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することが法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読みください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーの冷媒に不足びないか、メル 
セデス•ベンツ指定ヴービスエ場で 
点検を受けてください。 

•才ーバーヒートの予防策として、し"' 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
ください。 

日ごろの状態と異なるとき 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
ときは、すみやかにメルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


Daimler AG は、資源を有効活用ずる 
ため、 U サイクル部品を積極的に導 
入していまず。 












14 はじめに 


ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありますび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤが破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れがあります。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 

運輯席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かなし^で 
ください。 ブレーキ ペダルやアクセ 
ルペダルの下に物が入ると、ペダル 
を操作でさなくなるおそれがあり 
ます。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったわの 
を使用しないと、ペダル操作がでさ 
な<なるおそれびあります。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれが 
あります。 


ウオーミングアップ（暖機運輯） 

エンジンが冷えているとさでも、停車 
したままでの暖機運転は必要ありま 
せん。エンジンの始動後は、急加速を 
避けて車をウオーミングアップしてく 
ださい。 

荷物を積むとき 

• 荷物はできるだけトランクに積んで 
ください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してくださし、 
急ブレーキ時や急な進路変更時、 
事故のとさなどに、荷物び放り出 
され、乗員びけびをするおそれが 
あります。 

• □ ールバー周辺に荷物を置かなし^で 
<ださい。急ブレーキ時や急な進路 
変更時または事故のとさなどに、荷 
物が前方に放り出され、乗員がけび 
をするおそれびあります。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に必 
ずカバーをしてください。 

• 荷物をシートのバックレストより高 
<積み上げないで < ださい。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 
レー吿などを積まないでくださし、 
万一のとさに引乂や爆発のおそれが 
あります。 
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子供を乗せるとき 


子供にも必ずシートベルトを着用 

• テ供であっても、シートベルトを正 
しく着用し、シートやヘッドレスト 
び正しし Vf 立置になってし"'ることを大 
人び確認してください。正しくシー 
トベルトび着用でさない小さなテ供 
は、チャイルドセーフティシートを 
使用してください。 

• 乳児やテ供を抱いたり、膝の上に 
乗せて走行しないで < ださい。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに、大人と車の間に 
挟まれて重大なけびをするおそれ 
びあります。 

ルさな子供にはチャイルドセーフティ 
シート 

6歳未満のテ供にはチャイルドセー 
フティシート （040 ページ）を使用す 
ることが法律で義務付けられてい 
ます。 

子供は助手席に 

テ供を助手席に座らせるとさは、シー 
卜を最後部にし、正しく座らせてくだ 
さい。エアバッグの作動時に大さな衝 
撃を受けるおそれがあります。 

子供には操作させない 

ドアやバリオルーフ、ドアウインドウ 
やリアクオーターウインドウは大人び 
操作してください。テ供が操作すると、 
身体を挟んだり、けびをするおそれび 
あります。 


ドアウインドウやバリオ ルーフの 開 □ 
部か S 身体を出さない 

テ供がドアウインドウやリアクオー 
ター ウインドウ、バ U オルーフの開 
口部から身体を出さないよラにを意 
して<ださい。けがをするおそれび 
あります。 

車か S 離れるとを 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転装置に触れてけ 
びをしたり、事故の原因になります。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあります。 


オートマチック車の取り扱い 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。「走行と停車」わあ 
わせてお読みください（>94ぺージ）。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンびかかってい 
るとき、セレクタ~レバーが rpi 、 
m じ(外に入っていると、動力びつ 
ながった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくても車びゆっくり動さ 
出します。これをクリープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上がって素早 < 加速します。 
これをキックダウンといいます。 
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エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して < ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれが 
あります。 

• ブレーキペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止す 
ることやぺ夕 J レの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

セレクターレバーび [ E に入ってい 

ることを確認して、ブレーキペダル 

を確実に踏んでエンジンを始動し 

ます。アクセルペダルを踏む必要は 

ありません。 

発進 

• エンジンが適正なアイドリング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• セレクターレバーを EE 、[ E に 
入れるとさは、必ずブレーキペダル 
を十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車が急発進するおそれが 
あります。 

• 急な上り坂で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車が 
わずかに動さ出すのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
してください。 


走行中 

• 走行中はセレクターレバーを m 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキがまった < 効かないため事故 
につなびったり、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれびあります。 

• 滑りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびあります。 

• 走行中にエンジンを停止しなし^でく 
ださい。エンジンブレーキが効かな 
<なったり、ブレーキやステア U ン 
グの操作に非常に大さな力が必要に 
なります。また、安全装備が作動し 
な < なるおそれがあります。 

停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
なし^でくださし、万一、セレクター 
レバーが走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こすおそれび 
あります。 

• 急な上り坂などでは、アクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停止状態を 
保たなし" i でくださし、トランスミッ 
ションに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になります。 

• 完全に停車する前に、セレクターレ 
バーを [ PJ に入れないでください。 
トランスミッションを損傷するおそ 
れがあります。 
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駐車 

• 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレバーを [ PJ に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、すぐにセレクター 
レノ く一を EE か m に戻すように 
/こ、びけてください。 FRl に入ってい 
ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こすおそれがあります。 


こんなことにも注意 


運転ずるとをの注意事項 

• 服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで < ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずる注意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないで<ださい。吸盤びレンズの働 
さをして、乂災び発生するおそれび 
あります。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内が 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形したり、ひび割れするおそれ 
びあります。 


ライターに関する注意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発するおそれびあります。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにしたり、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターが誤作動し、乂災が発 
生するおそれびあります。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因になります。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• 燃料やオイルの添加剤などは一切使 
用しないでください。故障の原因に 
なります。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取りがすとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 
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自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になります。なお、八ンズフ 
U —機能は使用できますび、を意力び 
散漫になり事故の原因になります。ち 
全な場所に停車してから使用してくだ 
さし、。 

COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、でさる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作してください。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとさ 
は、必要最小限（約1秒じ(内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運輯 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい菜 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりわ早 
く行なラことが必要になります。 


車両に保存されるデータ 


故障データ _ 

車両には、故障時や異常時のデータを 
保存する機能があります。 

保存されたデータは、安全装備などが 
作動するとさ、または故障や異常の原 
因の特定、車両開発などに使用され 
ます。 

データを使用して、車両の過去の移動 
経路を調べることはでさません。 

メルセデス*ベンツ指定ヴービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されます。 


データが保存されるその他の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨ ンや電話などでデータを保存した 
り、編集することびでさます。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
明書」をご覧ください。 
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外観 



名称 

ぺージ 

① 

トランクルーム 

59 


応急用スペアタイヤ 

203 


車載工具 

202 

③ 

リアデフォツガー 

146 

③ 

へツ ドランプ 

80 


テールランプ 

233 

④ 

燃料給油口 

165 

⑤ 

デフ□スター 

145 


ウインドウウォツシヤー 

89 

® 

バリオルーフ 

149 


ドラフトストツプ* 

154 

@ 

ドァミラー 

70 

® 

ワイ パー 

87 



名称 

ぺージ 


ボンネット 

167 


エンジンオイル 

170 



269 


ブレーキ液 

174 



271 


ウォッシヤー;イタ 

175 



271 


冷却水 

172 



270 


バッテリー 

252 



271 


けん引フック 

258 

⑩ 

タイヤとホイール 

176 



273 


オプションや仕様により、異なる装備です。 












インストルメントパネル 21 



インストルメントパネル 


左八ンドル車 



接 

が 

G 

插 



名称 

ぺージ 

⑥ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

168 


ランプスイッチ 

79 


コンビネーションス 

82 


イッチ 

83 


(へッドランプ/方■向指 
示/ワイパー) 

87 

⑩ 

クルーズコント□ール 

129 


レバー/可変スピード 
リミッターレバー 

133 


名称 

ぺージ 

①パドル* 

101 


103 

③メーターパネル 

23 


24 


105 

③音声認識レバー 

別冊 

® 前席上ちの操作部 

28 

⑤パークト□ニックイン 

136 

ジケーター/作動表 TJX 


な* 


® エンジンスイッチ 

62 

@ステアリング調整レ 

68 

パー 



オプションや仕様により、異なる装備です。 











22 インストルメントパネル 




名称 

ぺージ 

@ 

ランプスイッチ 

79 

⑥ 

へッドランプ照射角度 
調整ダイヤル* 

84 


ボンネット□ック解除 
レバー 

168 


エンジンスイッチ 

62 

⑩ 

ステアリング調整レ 
バー 

68 

@ 

コン ビネ ーシヨンス 

82 


イッチ 

83 


(へッドランプ/方向指 
示/ワイパー) 

87 



名称 

ぺージ 

① 

前席上ちの操作部 

28 

③ 

パークト□ニックイン 
ジケーター/作動表示 
な* 

136 

⑤ 

クルーズコント□ール 

129 


レバー/可変スピード 
リミッターレ パー 

133 

④ 

メーターパネル 

23 



24 



105 

⑤ 

パドル* 

101 



103 


音声認識レバー 

別冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 









メーター パネル 23 



メーター パネル 


メーター パネル 


〜 D— ,yi 



接 

が 

G 

插 

«n 


名称 

ぺージ 

@夕槪温度/走行速度表示 

110 

⑥クルーズコント□—ル/ 
可変スピード U ミツ 
ター設定速度表示 

130 

134 

® 時計 

106 

® スピードメーター 

106 

⑩リセツトボタン 

106 

@ メーターパネル照度調 
@整ボタン 

105 



名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

109 


(車両情報メイン画面） 


③ 

タコ メーター 

106 

③ 

燃料計 

106 

④ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

109 


(車両情報サブ画面） 


© 

走行モード表示 

98 


シフト位置表示 

98 


ギアレンジ表示 

100 


ギア表示* 

102 


オプションや仕様により、異なる装備です。 










24 メーター パネル 




名称 ぺージ 

① 

5 R 5 警告口 33 

③ 

ABS 警告口 215 

⑤ 

方向指示表示な（左） 83 


ESP ⑧表示な 47 

⑤ 

方向指示表示な（ち） 83 

® 

ブレーキ警告な 187 

@ 

エンジン警告な 217 

⑥ 

シートベルト警告灯 77 


八ィビーム表示な 82 


燃料残量警告な 106 










マルチフアンクシヨンステアリング 


25 



名称 ページ 

①マルチフアンクシヨン 107 
ディスプレイ 

③ COMAND システム 別冊 

③ 四國 107 

通話開始/終了スイッ 

チ履話） 

田日 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

④ E ] \^\ 107 

表示切り替えスイッチ 

回回 

スク□ールスイッチ 


ング 


ンステア 


接 we 荒 W 









26 センターコンソール 



痕 

が 

G 

插 

«n 



センターコンソール 


センターコンソール上部 



名称 

ぺージ 

⑥ 

カップホルダー 

157 


COMAND システム 

別冊 


助手席エアバッグオフ 
表示な 

42 

⑩ 

エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

141 

@ 

ライ ター 

161 

® 

灰皿 

160 



名称 

ぺージ 

① 

エアスカーフスイッチ* 

66 

③ 

シートヒータースイッチ 

67 

⑤ 

ESP ⑧オフスイッチ 

49 


ドア□ックスイッチ 
(施錠） 

58 

⑤ 

非常点滅なスイッチ 

82 

® 

ドア□ックスイッチ 
(解錠） 

58 

@ 

パークト□ニックオフ 
スイッチ* 

139 


オプションや仕様により、異なる装備です。 













センターコンソール 


27 



左八ンドル車 



名称 

ぺージ 


名称 

ぺージ 

① 

セレクターレバー 

97 

⑤ 

パーキングブレーキレ 

96 



101 


バー 




103 

® 

アーム レス 卜のル物入れ 

156 

③ 

室内センサー解除スイ 

51 

@ 

ドアミラー格納/展開 

70 


ッチ* 



スイッチ 


③ 

バ U オルーフスイッチ 

151 

⑥ 

ドアミラー調整スイッチ 

70 

@ 

けん引防止機能解除スイ 

50 


走行モード選択スイッチ 

99 


ツチ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


センターコンソール下部 


接 we 猜 W 












28 


前席上方の操作部 


前席上方の操作部 


痕 

が 

G 

插 

«n 



名称 


ぺージ 

① 

点なモード選択スイッチ 

85 

③ 

読書な（ち側） 

スイッチ 

85 

③ 

ルームミラー 


69 

④ 

読書な（左側） 

スイッチ 

85 

⑤ 

ルームランプスイッチ 

85 











ドアの操作部 


29 




名称 

ぺージ 

① 

ドァ レバー 

57 



58 

③ 

ドアウインドウスイッチ 
(ち側） 

91 

③ 

ドアウインドウスイッチ 
(左側） 

91 


ドアの操作部 


接 we 插 W 
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乗員ま全装備 



シー トベルトや シー トベルトテンシヨ 
ナ ー、 ベルトフ オースリミッター、 エ 
アバッグは、相互に補完する乗員保護 
装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷する可能性を最ル 
限に抑えて安全性を高めます。 

シートベルトとエアバッグは、物び外 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護する効果はありません。 

乗員保護装置が適切に機能するため、 
じ(下のことに注意してください。 

• シートやへッドレストは正しい位 
置に調整してください（>63〜65 
ぺージ)。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい075ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください035 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
てください。 

. 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、 

A けびのおそれびありまず 

エアバッグはシートベルトの効果を 
補助する装置であり、シートベルト 
の代わりになるをのではありません。 
必ず乗員全員びシートベルトを正し 
く着用し、シートのバックレストを 
でさるだけ垂直の位置にして乗車し 
て < ださい。 


©エアバッグは、 あらゆる種類の事 
故で作動するわけではありません。 
また、乗員び正しくシートベルトを 
着用している場合、状況によっては 
エアバッグによる補助的な保護を必 
要としないことびあります。 

じ(下の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正しく着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさます。 

• シートベルトを着用することで、乗 
員とエアバッグの適切な位置関係を 
保つことびでさます。 

• シートベルトを着用することで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
び前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とびでさます。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えたメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行な ラ こ 
とをお勧めします。特に安全に関わ 
る整備については、必ずメルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になりまず。 


公 けびのおそれびありまず 

乗員保護装置を取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで < だ 
さい。また、車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 

誤作動でけびをしたり、事故などの 
とさ、正常に作動しなくなるおそれ 
びありまず。 


擊辦が狀 
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SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は於下の装備により構成されます。 
• SRS 警告な 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 
• エアバッグ 


SRS I SRS 警告。 

エンジンスイッチを1の位置にすると 
点巧し、数秒後に消なします。 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点なし、エンジン始動後に消なします。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出します。 

A けびのおそれびありまず 

下のようなときは、 SRS に異常 
び発生していまず。衝撃を受けてち 
エアバッグや シー トベルトテン シヨ 
ナーび作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれびあります。ただち 
にメルセデス•ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしたとさに SRS 警告灯び点巧し 
ないとさ 

• エンジンスイッチを1の位置にし 
たとさは数秒後に、エンジンスイッ 
チを2の位置にしたとさはエンジ 
ンを始動してから数秒後に SRS 警 
告巧び消なしないとさ 
• エンジンびかかっているとさなど 
に SRS 警告巧び点巧したとさ 


シートベルトテンシヨナーと運輯席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
ります。 

衝突などで衝撃び発生した際、セン 
ヴーは 衝撃の強さや方向な どを 検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要びあるか判断します。 

さらに前方から一定 iiLb の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グび作動します。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合があります。 

事故の際にすベてのエアバッグが作 
動するわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

いずれのエアバッグわ、衝突の最 
初の段階において検知された衝撃 
の強さやち向などに基づいて作動 
します。 

〇 センサーび検知する衝撃の強さや 
ち向は、(下の要素によって決ま 
ります。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


擊嫌がが 
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シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオースリミッター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 

後方向から大さな衝撃を受けたとさに 

シートベルトを引さ込み、シートべル 

卜の効果を高める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、エンジ 

ンスイッチび2の位置で、 liTF のとさ 

に作動します。 

• SRS に異常がないとき 

• 運転席のシートベルトテンシヨナー 
は、シートベルトび正しくバックル 
に差し込まれているとき 

• 助手席のシートベルトテンシヨナー 
は、助手席に乗員びいることを検知 
して、シートベルトび正しくバック 
ルに差し込まれているとさ 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
前後方向に急激に強い衝撃が加わつ 
たとさ 

• 車の左ち方向から強い衝撃を受けた 
とさ 

•車両の横転時には、シートベルトテ 
ンシヨナーの作動がシートベルトの 
効果の向上になると判断されたとさ 

A けがのおそれがありまず 

作動したシートベルトテンシヨナー 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で新品と交換して < ださい。 

未作動のシートベルトテンシヨナー 
を廃棄するとさは、廃棄専用の処置 
び必要でず。メルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 


Q 助手席に乗車していないとさは、 
シートベルトのプレートをバックル 
に差し込まないでください。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
が作動することびあります。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
シート位置び不適切なとさや、シー 
トベルトび正しく着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
バックレストに柔員の身体を密着さ 
せるためのちのではありません。 

〇 シートベルトテンシヨナーび作 
動すると、 SRS 警告なが点灯し 
ます。 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 

ベルトに一定(上の荷重びかかったと 

さ、乗員の胸にかかる力を分散*軽減 

します。 

ベルトフオースリミッターは、運転 

席/助手席エアバッグと連動して作 

動します。 


撃辦が狀 





乗員ま全装備 


35 


エアバッグ 


心 けがのおそれびありまず 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するため、下の点にを意して 

<ださい。 

• 乗員全員びシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストの中央び目の高さに 
なるように調整してください。 

• 身長 150 cm 未満のテ供はチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔び狭す 
ざると、エアバッグび作動ずる衝 
撃でけびをずるおそれびあります。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないでください。ヘッドソラック 
スヴイドバッグび作動ずる衝撃で 
けびをするおそれびあ0まず。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで < ださい。 

• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグび作 
動したとさにけびをずるおそれび 
あ0ます。 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないでくだ 
さい。 


• エアバッグ収納部やその近くに物 
を置かないでください。 

• ウインドウや ピラーの 周囲にアク 
セヴ U —などを取り付けないでく 
ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さし、 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけびをしたり、 
正しく作動しなくなります。 


A けびのおそれびありまず 

下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセヴ U —などを取り付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• シートのバックレスト側面 

エアバッグの作動 

車び一定(上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグび瞬時にふくらみます。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 
撃を分散*軽減します。 


撃嫌がが 
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A けがのおそれがありまず 

• エアバッグの作動時にわずかに白 
煙び発生することびありますび、 
火災の配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれびありまずので、安全 
を確認のうえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開さ換気を行 
なって< ださい。 

• 関連部品に身体を触れないで<だ 
さい。部品び熱くなっており、乂 
傷をずるおそれびあります。 

• 作動したエアバッグは、必ずメル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場で 
新品と交換してください。 

未作動のエアバッグを廃棄ずると 
さは、廃棄専用の処置び必要でず。 
メルセデス•ベンツ指定サービスエ 
場、または専門業者に依頼して< 
ださい。 

P エアバッグは高温のガスによりふ 
<らむため、すり傷や乂傷、打撲な 
どをすることがあります。 

P エアバッグの作動時に聞こえる作 
動音は、ごくまれに聴力に影響する 
ことがあります。 

〇 エアバッグび作動すると、 SRS 警 
告なが点なします。 


エアバッグの種類と収納場所 


エアバッグ名 

収納場所 

運転席 

ステア U ング 

エアバッグ 

パッド部 

助手席 

助手席ダツシ三 

エアバッグ 

ボードパネル部 

へッドソラックス 

シートのバツ文 

サイドバッグ 

レスト側面 


運輯席/助手席エアバッグ 



ち八ンドル車 


前ちからの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 
散*軽減します。 

運転席/助手席エアバッグ①③は、 
他のエアバッグの作動に関わらず、じ ( 
下のとさに作動します。 

• 衝突の最初の段階で、前方から一定 
じ(上の衝撃を検知したとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

• 車両の横転などにより、前後ち向か 
ら一定じ(上の衝撃を検知したとさ 


擊辦が狀 
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助手席には乗員検知機能を装備してお 
り、助手席に乗員がいないと判断した 
とさは助手席エアバッグは作動しま 
せん。 

〇 助手席に重い荷物などを積んで、 
シートベルトをバックルに差し込ん 
でいるとさは、助手席エアバッグび 
作動することびあります。 

〇 車の前方からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけが作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびあります。 


へッドソラックスサイドバッグ 



ドアやその付近に横ち向からの強い 
衝撃を受けると、衝撃を受けた側の 
へッドソラックスサイドバッグのび 
作動し、頭部や胸部への衝撃を分散 • 
軽減します。 


へッドソラックスサイドバックは、 
シートベルトテンシヨナーや他のエア 
バッグの作動に関わらず、じ(下のとさ 
に作動します。 

• 衝突の最初の段階で、側方から一定 
じ(上の衝撃を検知したとさ 

• へッドソラックスサイドバッグの作 
動びシートベルトの効果の向上にな 
ると判断されたとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

• 助手席のへッドソラックスサイド 
バッグは、乗員検知機能が助手席の 
乗員を検知しているとさ 

A けがのおそれがありまず 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用 
しないでください。ヘッドソラック 
スヴイドバッグの作動び妨げられる 
おそれびあ0まず。 


擊嫌がが 
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エアバッグの作動条件 

運転席/助手席エアバッグび作動す 
るとさ 

正面衝突など車の前茄も 
約30度 Li (内の方向から強 
し順撃を受けたとき 





運転席/助手席エアバッグび作動し 
ないとさ 



運転席/助手席エアバッグび作動し 
ない場合びあるとさ 


立木や電柱への衝突のとさ 


へッドソラックスサイドバッグび作 
動するとさ 

客室部分に横方向から強い衝撃を 
受けたとさ 





心户全一 


h ラックの下に潜り込ん 
だとさ 




斜め前方への衝突のとさ 




撃辦が狀 
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へッドソラックスサイドバッグが作動いずれかのエアバッグが作動する場合 
しない場合びあるとさ びあるとさ 


斜め方向から衝撃を受けたとさ 




中央分離帯や縁石などに 
衝突したとさ 



深い穴や溝に落ちたとさ 


床下に強い衝撃を受けたとさ 



撃瓣が狀 
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子供を乗せるとき 


シートベルトは身長1 50 cm iiLb の柔 
員が使用することを前提にしていま 
す。シートベルトび正しく着用でさな 
い体格のテ供などは、適切なチャイル 
ドセーフテイシートを使用してくだ 
さし、。 

A けがのおそれがありまず 

• チャイルドセーフテイシートを 
使用している場合でを、テ供だけ 
を車内に残して車から離れない 
で < ださい。 

〇運転装置に触れてけびをずるお 
それびあ0ます。 

◊誤ってドアを開き、事故の原因 
になりまず。 

◊炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあり 
よ^ 〇 

◊ 寒冷時には車内び低温にな 
り、命にかかわるおそれびあり 
ます。 

• 重い物やかたい物を積載ずるとさ 
は、確実に固定してください。 

• 荷物び固定されていなかったり適 
切な位置に置かれていないと 、 •UU 
下のよラな場合にテ供びけびをず 
る危険性び増加します。 

◊ 急ブレーキ 
〇急な進路変更 
◊事故 

荷物の積みち/ル物入れについて、 
詳しくは（1>1日5ページ）をご覧く 
ださい。 


チヤイルドセーフテイシート 


心 けがのおそれがありまず 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供などは、チャイル 
ド セーフ ティシートを使用してく 
ださい。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体を車内に激しくぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的な 
けびをずるおそれびあ0ます。 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供び、そのままシー 
トベルトを着用ずると、首を締め 
付けたり、腹部を強<圧迫したり 
して致命的なけびをずるおそれび 
あ0ます。 

• 6歳未満のテ供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフティシート 
を使用ずることび法律で義務付け 
られていまず。 

• 6歳!;上のテ供でを、シートべル 
卜び正しく着用できないテ供は、 
チャイルドセーフティシートを使 
用して < ださい。 

• 身長1日 0 cm 未満のテ供はチャイ 
ルドセーフティシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

• テ供の体格に適合したチャイルド 
セーフティシートを使用し、テ供 
を正しい姿勢で座らせ、身体をシー 
トベルトで確実に固定してくだ 
さい。 

• テ供を膝の上に乗せて走行しない 
で<ださい。急ブレーキ時や衝突 
時などに身体を車内に激しくぶつ 
けたり、車外に放り出されて致命 
的なけびをずるおそれびあ0ます。 


撃辦が狀 
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後ろ向さに装着するタイプのチャ 
イルドセーフティシートを装着ず 
るとさは、下の状態を確認して 
<ださい。 

◊チャイルドセーフティシートび 
センサー付さ純正チャイルド 
セーフティシートであり、助手 
席エアバッグオフ表示灯び点灯 
していること 

または 

0助手席の乗員の体重び一定!;^下 
であり、シートベルトのバッ 
クルを差し込んだとさに助手席 
エアバッグオフ表示灯び点灯し 
ていること 

後ろ向さに装着するタイプのチャ 
イルドセーフティシートを装着し 
て助手席エアバッグオフ表示灯び 
点なしないとさは、チャイルド 
セーフティシートを装着しないで 
<ださい。助手席エアバッグび作 
動する衝撃で致命的なけびをずる 
おそれびあ0ます。 

チャイルドセーフティシートに 
関ずるを意事項を記載したステッ 
カーび、助手席側のサンバイヴー 
に貼付されていまず。 



前向さに装着ずるタイプのチヤイ 
ルドセーフテイシートを装着して 
助手席エアバッグオフ表示巧び点 
巧しないとさは、助手席シートを 
ちっとを後ろおよびちっとを高い 
位置にしてください。 


チャイルドセーフティシートは確 
実に装着してください。急ブレー 
キ時などに、チャイルドセーフティ 
シートび放り出されてけびをする 
おそれびあ0ます。 

チャイルドセーフティシートび損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大さな衝撃を受けたり、 
損傷したちのは子供を保護でさま 
せん。 

チャイルドセーフティシートの 
クッションカノ（一び損傷したとさ 
は、純正品に交換してください。 

チャイルドセーフティシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。チャイルドセーフティ 
シートび確実に装着されないおそ 
れびあ0ます。 

チャイルドセーフティシートを使 
用しないとさは、車から取り外ず 
か、確実に固定してください。 

チャイルドセーフティシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフティシートび高温になり、 
テ供び火傷をずるおそれびあり 
ます。 

チャイルドセーフティシートの取 
り扱いや装着ち法については、製 
品に添付されている取扱説明書を 
お読みください。 


擊瓣がが 
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純正チヤイルドセーフテイシート 

Daimler AG では、テ供の体重や年齢に 
応じた純正チャイルドセーフテイシー 
卜を用意しています。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年離 

べビーセー 
フプラス 

約 lOkgl^TF 
または 

約 13 kg 政下 

新生児〜 

9力月位 

または 

18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

15〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


《チヤイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳しくは販売店におたずねください。 


助手席エアバッグオフ表示'灯 



助手席エアバッグの機能び解除され 
ているとさは、助手席エアバッグオフ 
表示なのが点なします。 


助手席エアバッグオフ表示な①は(下 

のとさに点なします。 

• センサー付さ純正チャイルドセーフ 
テイシートを装着して、エンジンス 
イッチを 1 か 2 の位置にしたとさ 
(チャイルドセーフテイシート検知 
システム） 

または 

-一定(下の体重の乗員が助手席に乗 
車して、シートベルトをバックル 
に差し込み、エンジンスイッチを 1 
か 2 の位置にしたとさ（助手席検 
知機能） 

詳しくは（杉43ページ）をご覧くだ 

さし、 

D チャイルド セーフ テイ シー ト検知 
システムまたは助手席検知機能が 
作動していないとさに、エンジン 
スイッチを 1 か 2 の位置にすると、 
助手席エアバッグオフ表示灯び点な 
し、数秒後に消なします。 

点なしないとさや点な後に消好し 
ないときは、システムの故障です。す 
みやかにメルセデス•ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

〇 助手席エアバッグオフ表示好①が 
点なして、助手席エアバッグの機 
能が解除されても、ヘッドソラック 
スヴイドバッグとシートベルトテン 
シヨナーの機能は解除されません。 


撃辦が狀 
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A けびのおそれがありまず 

チャイルド セーフ テイ シート 検知シ 

ステムに関ずる警告 

• センサー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを装着したときは、 
必ず助手席エアバッグオフ表示灯 
び点なずることを確認してくだ 
さし、 

• センサー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを装着してを助手 
席エアバッグオフ表示巧び点巧し 
ないとさは、助手席エアバッグの 
機能は解除されていません。助手 
席エアバッグび作動する衝撃で致 
命的なけびをずるおそれびあり 
ますので、 • UU 下の点にを意してく 
ださい。 

0後ろ向きに装着ずるタイプのチャ 
イルドセーフテイシートは装着し 
ないでください。また、タイプに 
かかわらずチャイルドセーフテイ 
シートを後ろ向さに装着しないで 
<ださい。 

◊チャイルドセーフテイシートを 
装着するとさは、必ず前向さに 
装着ずるタイプのみを使用し 
て、助手席シートをちっとを後 
ろおよびもっとち高い位置にし 
て < ださい。 

0すみやかにメルセデス•ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


助手席検知機能に関ずる警告 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着してテ供を乗車させるときは、 
助手席エアバッグオフ表示灯び点 
巧していることを確認してくだ 
さし、 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着してテ供を乗車させたとさに助 
手席エアバッグオフ表示灯び点な 
しないとさは、助手席エアバッグ 
の機能は解除されていません。エ 
アバッグび作動する衝撃で致命的 
なけびをするおそれびあ0ますの 
で、 ■ UU 下の点にを意してください。 

0後ろ向きに装着ずるタイプのチャ 
イルドセーフテイシートは装着し 
ないでください。また、タイプに 
かかわらずチャイルドセーフテイ 
シートを後ろ向さに装着しなし^で 
<ださい。 

◊チャイルド セーフ テイシートを 
装着するとさは、必ず前向さに 
装着するタイプのみを使用し 
て、助手席シートをもっとち後 
ろおよびちつとを高い位置にし 
て < ださい。 


チヤイルドセーフティシート検知 
システム 

助手席シートの座面に検知システムび 
装備されており、センサー付さ純正 
チヤイルドセーフティシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チヤイルドセーフティシートの有無を 
判断し、助手席エアバッグの機能を解 
除するシステムです。 


擊瓣がが 
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助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示巧（>42 
ページ）び点なします。 

H 助手席のシート座面とセンサー付 
き純正チヤイルドセーフテイシー 
卜の間に物を入れないで < ださい。 
チヤイルドセーフテイシートを検知 
でさな< なるおそれがあります。 

A けびのおそれがありまず 

助手席のシートクッションに、電源 
の入ったパソコンや携帯電話などの 
電子機器、または磁気カードやに 
カードなどを置かないでください。 

チヤイルドセーフテイシート検知シ 
ステムび誤作動して、事故のとさに 
助手席エアバッグび作動しないおそ 
れびありまず。また、センサー付さ 
チヤイルドセーフテイシートを検知 
でさずに、助手席エアバッグび作動ず 
るおそれびあ0ます。 


助手席検知機能 


助手席に乗車している乗員の体重び一 
定じ(下であるとさ、または助手席に乗 
員び乗車していないと判断したとさ 
に、シートベルトのバックルび差し込 
まれているときは、助手席エアバッグ 
の機能び解除されます。 


走行ち全装備 


走行ち全装備には、(下のものびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• ESP ⑧（エレクト□ニック.スタビ 
リティ-プ□グラム） 

〇 雪道や凍結路を走行するときは、 
ウィンタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィン 
タータイヤやスノーチェーンを装 
着することで、 ABS や BAS 、 ESP ⑧ 
の効果が発揮されます。 

A 事故のおそれがありまず 

走行安全装備び適切に作動してち、 
車両操縦性や走行安定性の確保、制 
動距離の短縮には限界びあります。 
常に道路や天候の状況にを意し、十 
分な車間距離を保つて運転して < だ 
さい。 

また、タイヤのグ U ップび失われた 
状況では、走行安全装備は効果を発 
揮しません。 


撃辦が狀 


助手席エアバッグの機能が解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示な（>42 
ページ）び点なします。 
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ABS (アンチ□ック.ブレーキング • 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車び 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ざ、ステア U ングでの車 
両操縦性を確保する装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約 8 km / h を超えると作動でき 
るよラになります。 

滑りやすい路面では、軽くブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ 操作をするとさは、 ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださい。ポンピング ブレーキを 行な 
ラと制動距離び長<なるおそれびあ 
0まず。 


公 事故のおそれびありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる 
装置で、無謀な運転からの事故を 
防ぐをのではありません。 ABS び 
適切に作動してち、車両操縦性や 
走行安定性の確保には限界びあり 
ふ 9 〇 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ます。 


• ABS に異常びあるとさは、ブレー 
キペダルを強く踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
ア U ングでの車両操縦性び制限さ 
れ、制動距離び長<なるおそれび 
あ0ます。 

• 故障により、 ABS の機能び解除さ 
れたときは、 BAS と ESP ⑩の機能 
ち解除されまず。常に道路や天候 
の状況にを意し、十分な車間距離 
を確保して運転してください。 

B ABS は制動距離を短くする装置で 
はありません。じ(下のよラな路面び 
滑りやすい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離び長く 
なることがあります。 

• 雪の積ちった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数び連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン 装着時 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ABS に関する故障/警告メッ 
セージが表示されたときは(>207 
ページ）をご覧ください。 

〇 ABS に異常びあると、 ESP ⑧に 
関する故障/警告メッセージが表 
示されることびあります。すみやか 
にメルセデス•ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

〇バッ テリー電圧が低下すると ABS 
び一時的に機能を停止します。電圧 
び回復すると、機能わ元に戻ります。 


擊瓣がが 
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ABS が作動したとき 


ABS び作動すると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体が振動する 
ことがありますび、異常ではありま 
せん。そのままペダルを踏み続けて 
ください。 

強い制動力び必要なとさは、ブレー 
キペダルをいっぱいに踏み込んで< 
ださい。 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることびありますが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 


BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保するブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されます。 


A 事故のおそれがありまず 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助する装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐちのではありません。 
BAS び作動してち制動距離の短縮 
には限界びありまず。また、タイ 
ヤのグ U ップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• BAS に異常びあるとさをブレーキ 
は通常通り作動しますび、緊急ブ 
レーキ時には制動距離び長<なる 
おそれびあ0ます。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ふす 0 

〇マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに ABS に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは BAS は 
作動しません。詳しくは(>207 
ページ）をご覧ください。 

〇 BAS に異常びあると、 ABS わ正し 
く作動しなくなることがあります。 

〇 BAS に異常びあるときは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ABS に関する故障/警告メッセー 
ジび表示されますび、ブレーキは通 
常通り作動します。 

〇 バッテ U —電圧が低下すると BAS 
が一時的に機能を停止します。電圧 
が回復すると機能も元に戻ります。 
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ESP ⑧（エレクト□ニック.スタビリ 
ティ*プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったときに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせたり、エンジン 
出力を制御することによって、車両操 
縦性や走行ち定性を確保しよラとする 
システムです。 

発進時または走行中に ESP ® 表示な 
が点滅したとさは、 ESP ⑧が作動し 
ています。 

皿 ESP ⑥表示口 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点なし（点なしないとさは表示なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
なします。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を 
高めるシステムで、無謀な運転から 
の事故を防ぐをのではありません。 
ESP ® び作動してを、車両操縦性や 
走行安定性の確保には限界びあり 
まず。また、タイヤのグ U ップび失 
われた状況では効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ふ す 0 


A 事故のおそれがありまず 

ESP ® 表示巧び点滅したとさは、車輪 
び空転しているか、車び横滑りしてい 
ます。アクセルペダルを踏む力を少 
しゆるめてください。また、慎重に 
運転ずるととちに、政下の操作は絶 
対に行なわないよラにしてください。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
• ESP ⑩の機能の解除 

Q 車輪を上げてけん引されるとさ 
や、ダイナモ メーターで パーキング 
ブレーキをテストするとさは、エン 
ジンスイッチを2の位置にしなし> 
でください。 ESP ⑧び作動して、接 
地している車輪のブレーキが作動し 
ます。また、ブレーキシステムや,駆 
動系部品を損傷するおそれびあり 
ます。 

Pesp ⑧び故障すると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示され、エン 
ジンの出力び低下することびあり 
ます。走行び困難なとさは、すみや 
かにち全な場所に停車し、メルセデ 
ス•ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。 

〇マルチファンクシヨンディスプレ 
イに ESP ⑧に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは(>207 
ページ）をご覧ください。 
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走械全装備 


〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などの夕ーンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアプ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に ESP ⑧に関する故障/警告メッ 
セージが表示され、 ESP ⑧表示なや 
ABS 警告なび点なすることびあり 
ます。 

このよラなとさは、安全な場所に 
停車して、エンジンスイッチを0 
の位置に戻し、エンジンを再始動 
してください。しばらく走行する 
と、メッセージや表示な、警告な 
は消なします。 

〇 ABS が故障したときは、 ESP ⑧の 
機能も解除されます。 

〇 ABS 警告なが点なしているとさ 
は、 ESP ⑧の機能も解除されてい 
ます。メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

〇 指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ⑧び 
正常に作動しないことがあります。 

ESP ⑥の機能の解除 

m 下のよラな状況では、 ESP ® の機能 

を解除したほラが走行しやすい場合び 

あります。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 

• 砂や砂利の上を走行するとさ 

このときは ESP ⑧の機能を解除し 

ます。 


心 事故のおそれがありまず 

ESP ⑩の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で憤重に運 
転するととちに、 ■ UU 下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ESP ⑩を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性 
を高めることびでさません。 

ESP ® の機能び解除されると、(下の 
状態になります。 

• ESP ⑧は作動せず、車両操縦性や走 
行ち定性を確保しよラとすることび 
でさな < なります。 

• 駆動輪が空転した場合、ブレーキ制 
御による駆動力の確保は行なわれ 
ますび、エンジンの出力制御による 
駆動力の確保は行なわれません。 

• トラクシヨンコント□ールは作動し 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ® 
は自動的に作動します。 

Oesp ⑧の機能を解除しているとき 
にタイヤの空転や横滑りを検知する 
と、 ESP ® 表示なび点滅しますび、 
ESP ⑧は作動しません。 


撃辦が狀 
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ESP ⑥の機能を解除ずる 

► ESP ⑧オフスイッチのを押します。 

メーターパネルの ESP ⑧表示な 
(杉24ページ）が点なします。 

A 事故のおそれびありまず 

走行中に ESP ⑩表示巧び点灯してい 
るときは、 ESP ® の機能び解除され 
ていまず。路面や天候の状況にあわ 
せて慎重に運転してください。 

ESP ⑥を待機状態にずる 

► ESP ⑧オフスイッチのを押します。 

メーターパネルの ESP ⑧表示なが 
消なします。 

〇 エンジンを始動したとき、 ESP ⑧ 
は常に待機状態になります。 


盗難防止システム 


盗難防止警報システム * _ 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さにじ(下の状況を検知すると、サイ 
レンび約30秒間鳴り、非常点滅なび 
通常の2倍の速さで約5分間点滅し 
ます。また、ルームランプも約5分間 
点なします。 

• ドアが開けられたとさ 
• トランクび開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 

• グ□ーブボックスやアームレストの 
ノ」\物入れび開けられたとさ 

盗難防止警報システムは、リモコン 
操作で施錠した後、エマージェンシー 
キーを使用して運転席ドアやトランク 
を解錠し、開いたときわ作動します。 



システムを待機状態にずる 


► リモコン操作で車を施錠します。 

表示なのが点滅し、約10秒後に 
待機状態になります。 

システムび待機状態のときは、表示 
なのび点滅を続けます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


擊齡がが 
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盗難防止システム 


〇 システムを待機状態にするときは 
ボンネットび確実に閉じているこ 
とを確認してください。ボンネッ 
卜の □ ックび解除された状態でシ 
ステムを待機状態にしても、ボン 
ネットが開けられたとさに警報は 
作動しません。 

〇 システムび待機状態のときに車内 
からドアを開いたり、ボンネット 
□ック解除レバーでボンネットの 
□ックを解除すると警報び作動し 
ます。車内に人がいるときは待機状 
態にしないで < ださい。 

待機状態を解除ずる 


► リモコン操作で車を解錠します。 
表示なのび消なします。 

警報が作動したとさの停止方法 

► エンジンスイッチにキーを差します。 

または 

► キーの解錠ボタンか施錠ボタンを 
押します。 

〇 ドア、トランク、グ□ーブボックス、 
アームレストの小物入れなどが開け 
られたり、ボンネットの□ックが解 
除されて警報び作動したとさは、そ 
れらをすぐに閉じても、警報は停止 
しません。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


けん引防止機能 * _ 

車を施錠して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを感 
知すると、サイレンが鳴り、非常点滅 
なが点滅します。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両が持ち上げられたとさなど 
に警報が作動します。 

システムを待機状態にずる 


► リモコン操作で車を施錠します。 

ドア□ックスイッチの表示口 058 
ページ）が点滅し、約30秒後に待 
機状態になります。 

待機状態を解除ずる 


► U モコン操作で車を解錠します。 

けん引防止機能を解除ずる 


誤作動を防止するために、(下のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
移動するとさ 

• 機械式駐車場などに駐車するとさ 



左八ンドル車 
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► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► けん引防止機能解除スイッチのを 
押します。 

表示な③び数秒間点灯し、その後 
消なして、けん引防止機能び解除さ 
れます。 

► リモコン操作で車を施錠します。 


室内センサー * * _ 

車を施錠して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車内で物体の動さを 
検知すると、サイレンび鳴り、非常点 
滅なび点滅します。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
内に手や物などが侵入したとさなどに 
警報び作動します。 

システムを待機状態にずる 


► システムを待機状態にする前に、室 
内センヴーの誤作動を防止するため 
にじ(下のことを確認してください。 

• ドアウインドウとリアクオー 
ターウインドウが完全に閉じ 
ていること 

• グ□ーブボックスやアームレス 
卜の小物入れが完全に開じてい 
ること 

• J レームミラーにマスコットなど 
をかけていないこと 

►バリオルーフび完全に閉じているこ 
とを確認します。 

► トランクび完全に閉じていることを 
確認します。 


► リモコン操作で車を施錠します。 

ドア□ックスイッチの表示な058 
ページ）が点滅し、約30秒後に待 
機状態になります。 

待機状態を解除ずる 


► リモコン操作で車を解錠します。 

室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止するために、 liTF のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、室内セ 
ンヴーを解除してください。 

• 車内に人や動物び残るとさ 


• ドアウインドウをかし開いた状態で 
車から離れるとさ 



► エンジンスイツチからキーを抜さ 
ます。 


► 室内センサー解除スイッチ③を押 
します。 

表示なのび数秒間点滅し、その後 
消なして、室内センサーび解除さ 
れます。 

► リモコン操作で車を施錠します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


撃瓣がが 
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才ープン / ク□—ズ 



U モコン機能付きのキーが 2 本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用します。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキーを収納しています。 

A 事故のおそれびありまず 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてを、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけびをす 
るおそれびあ 0 まず。 

• 短時間でを、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれびありまず。 

• 重い物や必要!;^上に大さな物、ス 
テア IJ ングなどの操作部に接触ず 
る物を キーホルダーと して使用し 
ないで < ださい。 

キーホルダー自体の重みや、キー 
ホルダーびステア U ングなどに接 
触ずることでキーびまわると、エ 
ンジンび停止して事故を起こずお 
それびあ 0 まず。 

II キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス 
•ベンツ指定ヴービスエ場に連絡し 
てください。 

[ I キーを強い電磁波にさらすと、リ 
モコンに障害が発生するおそれがあ 
ります。 


Q キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因になります。 

〇キーの先端部を巧したり覆ったり 
しないで<ださい。故障や誤作動の 
原因になります。 

H エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、わずかに電力を 
消費しています。走行しないときは、 
バッテリー保護のため、エンジンス 
イッチからキーを抜いてください。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


リモコン機能 



① 施錠ボタン 

② トランク オープナー ボタン 

③ 解錠ボタン 
©表示灯 
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エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいないとさにじ(下の操作びでさ 
ます。 

• (下の各部の解錠/施錠 
◊ドァ 
〇トランク 
◊燃料給油フラップ 
◊グ□ーブボックス 
◊アームレストの小物入れ 
• トランクを開< 

• ドアウインドウを開 <* 

• ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウを閉じる* 

• バリオ ルーフの 開閉* 

操作時に表示な④び1回点滅します。 

解錠ずる 

► 解錠ボタン⑤を押します。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れび解錠され、非常点滅なび 
1回点滅します。 

施錠ずる 

► 施錠ボタンのを押します。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ、 
グ□ーブボックス、アームレストの 
ル物入れび施錠され、非常点滅なが 
3回点滅します。 

トランクを開< 

► トランク オープナー ボタン③を 
押し続けます。 

トランクび少し開さます。 


Q 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、リモコンび作動しなかったり、 
誤作動することびあります。 

H リモコン操作でドアウインドウや 
リアク オーター ウインドウ、バリ 
オルーフを閉じるとさ*は、身体 
や物が挟まれないよラにま意して 
ください。 

n リモコン操作で施錠したときは、 
非常点滅なび3回点滅したこと、 
ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び確実に施錠されていることを確認 
してください。 

〇トランクを開くとさは、後ちや上 
ちに十分な空間びあることを確認し 
てください。 

〇車の後部左側にあるアンテナを取 
り外すと、リモコン機能の感度が低 
下します。 

〇貴重品は絶対に車内やトランク内 
に置いたままにしないでください。 
盗難のおそれびあります。 

〇 リモコン操作での解錠後約40秒 
(内に、(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されます。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 
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才ープン / ク□—ズ 


〇 車び施錠されているとさにトラン 
クオープナーボタン⑤を押し続け 
ると、トランクだけび解錠されて、 
少し開きます。その後トランクを開 
じると、トランクは施錠されます。 

〇 トランクび独立施錠（>61ページ） 
されているときは、解錠ボタンまた 
はトランクオープナーボタンを押し 
て、トランクを解錠したり開くこと 
はでさません。 

〇 バッテリーあびりを起こしたとき 
は、キーの電池び正常でわリモコン 
操作はでさません。 

〇 キーの電池び消耗すると操作時に 
表示灯び点滅せず、 U モコン操作び 
できなくなりますび、エンジンは始 
動でさます。 

リモコン機能の設定切替 


U モコン操作で解錠するとさの作動内 
容を切り替えることができます。 

リモコン機能の設定を切り替える 

► 施錠ボタンのと解錠ボタン③を同 
時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示な④び2回点滅し、設 
定び切り替わります。 

この状態ではじ(下のよラに作動します。 

• 解錠ボタン⑤を1回押すと、じ(下 
の各部が解錠されます。 

◊運転席ドア 
◊燃料給油フラップ 
◊グ□ーブボックス 
◊アームレストの小物入れ 


• 続けて約40秒じ(内に解錠ボタン④ 
を押すと、助手席ドアとトランクび 
解錠されます。 

リモコン機能の設定を元に戻ず 

►再度、施錠ボタンのと解錠ボタン 
⑤を同時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示な④が2回点滅し、元 
の設定に戻ります。 


□ケイターライティング _ 

周囲び暗いとさ、リモコン操作で車を 
解錠すると、車幅な、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、ライセンスラ 
ンプび点なします。 

点なしたランプは運転席ドアを開いた 
とき、または約40秒後に消なします。 

この機能の設定と解除については 
(杉119ページ）をご覧ください。 


ドアの開閉 


公 事故のおそれびありまず 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じかたび不完全（半ドア） 
な場合、走行中にドアび開くおそ 
れびあ0ます。 

• ドアを開くときは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

• 同乗者びドアを開くとさは、危険 
びないことを運転者び確認してく 
ださい。 
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車外か S の開閉 



①ドア八ンドル 


開< 

► ドア八ンドルのを引きます。 

閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に開 


じます。 

車内からの開閉 



③ ドア レバー 

⑤インナーグリップ 

④ □ックノブ 


開< 

► ドアレバー③を矢印の方向に引 
さます。 

ドアび施錠されているときは、□ッ 
クノブ④び上びり、解錠されます。 

閉じる 

► インナーグリップ③を持って確実 
に閉じます。 

〇 ドアウインドウが全開のとき、ド 
アを開くとドアウインドウび少し下 
降し、ドアを閉じると上昇します。 

〇 助手席のドアは、開いているとさ 
に□ックノブを押し込んでから閉じ 
ると施錠されます。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マーク （^209 ページ）が表示され 
ます。 

H 車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ず施錠してください。 

H ドアを閉じるとさは、身体や物を 
挟まないよラにを意してくださし、。 
車の周りにテ供びいるとさは、特に 
ま意してください。 

H ドアウインドウび凍結していた 
り、バッテリーびあびっているとさ 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウは下降しません。 

このとさは、無理にドアを閉じない 
でください。ドアやドアウインドウ、 
シール部などを損傷するおそれびあ 
ります。 
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車内からの解錠/施錠 


A 事故のおそれがありまず 

• 子供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてを、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけびをす 
るおそれびあ0ます。 

• □ックノブび下びっていてち、車 
内のドアレバーを引くとドアは開 
さます。子供を乗せているとさは 
特にを意してください。 

H 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びつていることを確認してくだ 
さし、。 


ドアごとの解錠/施錠 



①□ックノブ 
③ドア レバー 


解錠ずる 

► ドアレバー③を矢印のち向に引き 
ます。 

このとさドアち開さます。 

施錠ずる 

► □ックノブのを押し込みます。 


H 運転席ドアは、完全に閉じてい 
ないときは □ ックノブを押し込むこ 
とはでさません。 


ドア□ックスイツチでの解錠/施錠 



①ドア□ックスイッチ（施錠) 
③ドア□ックスイッチ（解錠) 


ドアとトランクを解錠/施錠でさます。 

解錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）③を 
押します。 

□ックノブび上びります。 

施錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）のを 
押します。 

□ックノブび下がります。 

A じ(下のよラな場合はドア□ックス 
イッチで解錠/施錠でさません。 

• リモコン操作で施錠しているとき 
• 助手席ドアが開いているとさ 

〇 運転席ドアび開いているときは、 
助手席ドアとトランクの解錠/施 
錠がでさます。 
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〇 ドア□ックスイッチでは、燃料給 
油フラップ、グ□ーブボックス、アー 
ムレストの小物入れの解錠/施錠 
はでさません。 

〇 トランクび独立施錠されていると 
きは、ドア□ックスイッチで解錠し 
ても、トランクは解錠されません。 

〇 ドア□ックスイッチで施錠され 
ているときに、車内のドアレバーを 
引いてドアを開くと、他のドアと卜 
ランクも解錠されます。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度び約 15 km / hii (上になる 

と、ドアとトランクを自動的に施錠 

します。 

この機能の設定と解除については 

(>122ぺージ）をご覧ください。 

B 車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押すとさやタイヤ交換な 
どで車を持ち上げるとさ、ダイナモ 
メーターでのテストを行なラとさな 
どは、エンジンスイッチを0の位 
置にしてください。車輪び回転する 
と施錠され、車がに閉め出されるお 
それがあります。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠され 
ているときわ、車内のドアレバーを 
引いてドアを解錠して開くことがで 
さます。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠す 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 


トランク 


A 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないで<ださい。お f 
気ガスび車内に入り、意識不明になっ 
たり、中毒死するおそれびあります。 

H トランク内には乗車しないでくだ 
さい。事故などのとさ、けびをする 
おそれびあります。 

Q テ供などびトランク内に閉じ込め 
られないよラに注意してください。 

Q トランクを開<とさは、トランク 
の周りに障害物びな<、身体や物に 
当たるおそれがないことを確認して 
ください。 

Q トランクを開くとさは、後ちや上 
ちに十分な空間があることを確認し 
てください。 

〇強風のときにトランクを開くと、 
風にあおられ、トランクが不意に下 
びることびあります。風の強い曰は 
十分にま意してくださし、 

また、トランクに雪び積もっている 
ときわ同様にま意してください。 

〇トランクを閉じたとさは、トラン 
クび確実に閉じていることを確認し 
てください。 

〇貴重品は絶対に車内やトランク内 
に置いたままにしないでください。 

Q 車び施錠されているときにリモコ 
ン操作やエマージェンシーキーで卜 
ランクを開き、再度トランクを閉じ 
るとトランクは施錠されます。キー 
の開じ込みに注意してください。 
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トランク 


〇 トランク内にはラゲッジカバーが 
あります （>153 ページ）。 

ラゲッジカバーのフックびホル 
ダーに正しく固定されていないと 
きはバリオルーフを開くことはで 
さません。このとさは警告音び鳴 
り、マルチフアンクシヨンディス 
プレイに II トランクル-ムラグ'ッシ''力 A '' - ヲト 
シ''テクタ''サイ！"と表示されます。 

〇 トランクび完全に閉じていないと 
きはバリオルーフを開閉することは 
でさません。このとさは警告音び鳴 
り、マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに警告マーク（1>209ページ） 
が表示されます。 

〇 トランクび完全に閉じていない状 
態で走行すると、警告音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
警告マーク（[>209ページ）が表示 
されます。 

〇 トランクは、車が完全に停車し 
ていて、バ U オルーフが完全に開い 
ているか完全に閉じているときに 
のみ、開<ことびでさます。 

〇 トランクを開<と、トランク内 
部左側のトランクランプが点なし 
ます。 


トランクを開< 





PU 9D~»ia-a! 


①八ンドル 


► リモコン操作で解錠します。 

► 八ンドルのを引きます。 

トランクび少し開きます。 

► トランクを引さ上げます。 

または 

► キーの トランク オープナー ボタン 
(|>54ページ）を押し続けます。 

トランクび少し開きます。 

► トランクを引さ上げます。 

〇車の後部左側にあるアンテナを取 
りがすと、リモコン機能の感度び低 
下します。 


トランクを閉じる 


A けがのおそれがありまず 

トランクを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに十分を意してくだ 
さい。車の周りにテ供びいるとさは、 
特にを意してください。 
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〇トランク内にキーを残したままに 
しないでください。トランクび施 
錠されるとキーが取り出せな < な 
ります。 



①凹部 


► トランク内側の凹部①に手をかけ、 
トランクを下げてから、押さえます。 


トランクの独立施錠 



① キーシ U ンダー 
③独立施錠解除位置 
⑤独立施錠位置 
® エマージてンシーキー 


車の解錠/施錠に関わらず、トラン 

クを独立して施錠でさます。 

トランクを独立施錠しているときは、 

トランク八ンドルやキーのトランク 

オープナーボタンでトランクを開< こ 

とはでさません。 

また、キーの解錠ボタンやドア□ック 

スイッチ（解錠）でトランクを解錠す 

ることはでさません。 

トランクを独立施錠ずる 

► トランクを閉じます。 

► 図のよラな向さで、トランクのキー 
シリンダーのにエマージェンシー 
キ ー® (>227ぺージ）を差し込 
みます。 

► エマージェンシーキーを独立施錠位 
置⑤にまわします。 

► キーシリンダー のから エマージェ 
ンシーキーを 抜さます。 

P エマー ジェンシ ーキー は、必ず 
図のよラな向きに差し込んでくだ 
さい。トランクを損傷するおそれび 
あります。 

〇トランクを開いた状態でわ、上記 
の操作を行なってトランクを閉じる 
と独立施錠されます。このとさは、 
エマージェンシーキーの閉じ込みに 
注意してください。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その際は、エマージェンシーキーを 
キー本体から取り外して携帯して< 
ださい。 
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エンジンスイッチ 


独立施錠を解除ずる 

► エマージェンシーキ ー （1>227ぺ一 
ジ）の凸部が左側を向くよラにし 
て、トランクのキーシリンダーの 
に差し込みます。 

► エマージェンシーキーを独立施錠解 
除位置③にまわします。 

► キーシ U ンダーのからエマージェ 
ンシーキーを抜さます。 


エンジンスイッチ 



左八ンドル車 


作動内容 

® 0:キーを差し込む/抜<位置 

① 1:エンジンを停止したまま電 

気装備の一部を使用すると 
さの位置 

③2 :走行するとさの位置 

すべての電気装備び使用でさ 
ます。 

⑤3 :エンジンを始動する位置 

エンジンスイツチを⑤の位 
置までまわして手を放すと、 
自動的にスターターび作動し 
続けて、エンジンび始動し 
ます。 


タツチスタート 


エンジンスイッチを3の位置までま 
わすと、手を放しても自動的にスター 
ターが作動し続けて、エンジンび始動 
します。 
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I 


A 事故のおそれがありまず 

ごく短時間でを、車から離れるとさ 
はエンジンスイッチからキーを抜い 
てください。また、子供だけを車内 
に残さないでください。いたずらか 
ら車の発進、火災などの事故び発生ず 
るおそれびありまず。また、炎天下 
では車内び非常に高温になり、熱中 
症を起こすおそれびあります。 

P 走行中にエンジンを停止しなし^ 
で<ださい。エンジンブレーキび 
効かな<なります。また、ブレー 
キやステア U ングの操作に非常に 
大さな力び必要になります。 

P 車のバッテリーあがりを防止する 
ため、駐車時は必ずエンジンスイッ 
チからキーを抜いて < ださい。 

〇 セレクターレバーが GE に入つ 
ていないとさはエンジンスイッチか 
らキーを抜くことがでさません。 

〇 エンジンスイッチからキーを抜か 
ずに0の位置で長時間放置してし> 
ると、キーびまわせな<なることび 
あります。このとさは、キーをいつ 
たん抜さ、再度差してからまわして 
ください。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
巧れていると、エンジンを始動でき 
なくなります。 


シ— 


心 けがのおそれがありまず 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。シート調整スイッ 
チに触れるとシートび動さ出し、け 
びをするおそれびあ0ます。 


心 事故のおそれがありまず 

運転席シートの調整は、必ず停車し 
ているときに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 


公 けがのおそれびありまず 

シートを調整ずるとさは、身体や物 
などび挟まれないよラにを意してく 
ださい。 

シートを調整ずるとさは、エアバッグ 
に関するを意もお読みください035 
ぺージ）。 


心 けがのおそれがありまず 

乗車ずるときは、必ずヘッドレスト 
の中央び目の高さになっていること 
を確認してください。事故のとさ、 
首にけびをずるおそれびありまず。 
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R シー トや シー ト ヒーターの 損傷を 
防ぐため、じ(下の点に注意してくだ 
さい。 

•長時間、シートに液体び付着し 
たままにしないで < ださい。 

-シートカバーび濡れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シートヒーターを使用しないで 
ください。 

• シートの上に重い物を載せない 
でください。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフやくざ、エ 
具などの鋭利な物を置かないで 
ください。 

シートは、できるだけ人を乗せ 
るためだけに使用してください。 

•シート ヒーターの 使用中は、力 
バーやコート、バッグ、シート 
カバー、チャイルドセーフティ 
シートなどにより、シートを覆 
わないで <ださい。 

P シートを調整するときは、足元や 
シートの下などに物びないことを 
確認してください。シートや物を損 
傷するおそれがあります。 


シートの調整 



左側シートのスイッチ 

①バックレストの傾さ調整 

③シートの前後位置調整 

③ シートの高さ調整 

④ シートクッシヨンの傾さ調整 

シートの前後位置を調整ずる 

► スイッチを矢印③の方向に操作し 
ます。 

シートの高さを調整ずる 

► スイッチを矢印⑤のち向に操作し 
ます。 

バックレストの傾きを調整ずる 

► スイッチを矢印のの方向に操作し 
ます。 

シートクッシヨンの傾きを調整ずる 

► スイッチを矢印④のち向に操作し 
ます。 

〇 バックレストを後方に傾けたとき 
に、バックレストび車室後部に当た 
りそラになると、シートが前方に移 
動します。 
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〇 シートを後ちまたは下方に動かし 
ているときに、バックレストび車室 
後部に当たりそラになると、バック 
レストび起さ上びります。 


へッドレストの高さを調整ずる 



エア スカーフ 装備車 


► 上げるときはへッドレストを持って 
上に引さ上げます。 

► 下げるときはへッドレストを持って 
下に押し下げます。 

〇 へッドレストの取り外しはできま 
せん。 



左側シート 

①上部ヴポート調整ダイヤル 
©下部ヴポート調整ダイヤル 


バックレスト腰部の上部および下部の 
ヴポートを調整でさます。 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに使用でさます。 

上部ヴポートの調整 

► 上部ヴポート調整ダイヤルのを左 
ちにまわして調整します。 

下部ヴポートの調整 

► 下部ヴポート調整ダイヤル③を左 
ちにまわして調整します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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①エアスカーフスイッチ 
③表示灯 

ヘッドレストの送風口から、乗員の頭 
部周辺に暖気を送風します。送風の強 
さを3段階に調整でさます。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに作動します。 

A けがのおそれびありまず 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けずざないよラにを意してください。 
火傷をするおそれびありまず。 

送風口の周囲は大変熱くなりまずの 
で触らないでください。火傷をずる 
おそれびあ0まず。 

シートを調整するとさは、エアバッグ 
に関するを意をお読みください035 
ぺージ)。 

" エアスカーフを使用するとさは送 
風口を覆わないでください。過熱や 
乂災、故障の原因となります。 

エアスカーフを強で使用ずる 

► エアスカーフスイッチのを押して、 
表示な③を3つ点なさせます。 


エアスカーフを中で使用ずる 

► エアスカーフスイッチのを押して、 
表示な③を2つ点なさせます。 

エアスカーフを弱で使用ずる 

► エアスカーフスイッチのを押して、 
表示好③を1つ点なさせます。 

〇 表示なが点なしてから送風び開始 
されるまで約7秒かかります。 

エアスカーフを停止ずる 

► エアスカーフスイッチのを押して、 
表示な③を消なさせます。 

〇 表示灯び消なしてから送風び停 
止するまで約7秒かかります。 

〇 多<の電気装備を使用していた 
り、バッテリーの電圧び低くなると、 
エアスカーフび停止することがあり 
ます。 


シートヒーター 


心 乂傷のおそれがありまず 

シートヒーターを 強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手の衣服などを着用している状態や、 
毛布などの保温性の高いをのを シー 
卜 にかけた状態で シートヒーターを 
使用しないでください。また、 シー 
トヒーターを 連続して使用しないで 
<ださい。 

異常過熱による低温火傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こしたり、シートヒー 
ターび故障ずるおそれびありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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① シー ト ヒーター スイ ツチ 
③表示灯 


エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに使用でさます。 

シートヒーターを使用ずる 

► シートヒータースイッチのを押し 
ます。 

シートヒータースイッチを押すごと 
に点なする表示な③の数が変わり、 
シートヒーターの作動内容が切り替 
わります。 

シートヒーターを停止ずる 

► シートヒータースイッチのを押し 
て、表示な③を消なさせます。 


点'灯している 
表示'灯の数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動します。 


約5分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 

シートヒーターび 
中で作動します。 


約10分後に自動 
的に弱に切り替わ 
ります。 

1 

シートヒーターび 
弱で作動します。 


約20分後に自動 
的に停止します。 

0 

停止しています。 


U の事項に該当するちは、熱す 
ざたり、低温乂傷をするおそれび 
ありますので十分に注意してくだ 
さし、 

• 乳幼児、高齡者、病人、体び不 
自由な方 

• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しい方 
• 眠気をさそラ薬を服用したち 
• 飲酒した方 

〇シートに凸部のある重量物を置か 
ないでください。故障の原因になり 
ます。 

〇 多<の電気装備を使用していた 
り、バッテリーの電圧び低くなると、 
シー ト ヒーターび 停止することびあ 
ります。 
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ステアリング 


ステアリング 


心 けがのおそれがありまず 

• 運転中はステアリングのパッド部 
を持たないでください。また、ス 
テア U ングのパッド部やエアバッ 
グ収納部にカバーをしたり、バッ 
ジやステッカー、オーディオので! 
モコンなどを貼付しないでくだ 
さし、 

エアバッグの作動を妨げたり、作 
動時にけびをするおそれびあ0 
ふ9 〇 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで < ださい。ステアリング 
調整レバーを操作してステアリン 
グに挟まれるおそれびあります。 


A 事故のおそれがありまず 

ステア U ングの調整は、必ず運転前 
に行なってください。運転中に行なっ 
て操作を誤ると、車のコント□ール 
を失い、事故を起こずおそれびあり 
ます。 

〇ステア U ングをいっぱいにまわ 
した状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷する 
おそれびあります。 

B 故障などでエンジンを停止して 
けん引するとさは、十分注意して 
ください。通常のとさに比べてス 
テア U ング操作に非常に大さな力 
が必要です。 


ステアリング位置の調整 



① ステア U ング調整レバー 

② 前後位置の調整 
⑤上下位置の調整 


前後位置の調整をずる 

► レバー①を③のち向に操作し 
ます。 

上下位置の調整をずる 

► レバー①を⑤のち向に操作し 
ます。 

〇 ステアリングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度 
と併せて記憶させることがでさます 
(>73ぺージ）。 


イージーエントリー機能 _ 

イージーエントリー機能は、運転席へ 
の乗り降りを容易にする機能です。 

次のいずれかの操作をすると、ステア 
リングび上方に移動します。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• エンジンスイッチが0か1の位置 
のとさに運転席ドアを開く 
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ステアリングは、次のいずれかの操作 
をすると、元の位置に戻ります。 

• 運転席ドアが閉じている状態でエン 
ジンスイッチにキーを差す 

• エンジンスイッチび0の位置のと 
さは、運転席ドアを閉じてから1 
の位置にする 

• エンジンスイッチび1の位置のと 
さは、運転席ドアを閉じて、2の位 
置にする 

この機能の設定と解除については 
(>123ぺージ）をご覧ください。 

A けびのおそれびありまず 

イージーエントリー機能び作動し 
ているとさは、乗員の身体び挟まれ 
ないよラにを意してください。 

身体び挟まれそラになったとさは、 
下の操作をしてください。 

• ステア U ング調整レバーをいずれ 
かのち向に操作ずる 
• 運転席のポジションスイッチまた 
はメモ U —スイッチを押ず 
テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。イージーエント U — 
機能び作動して、ステア U ングに身 
体を挟まれるおそれびありまず。 

〇 ステアリングの位置によっては、 
ステア U ングが上方に移動しないこ 
とびあります。 

イージーエントリー機能を設定し 
ているとさは、事故などのとさに 
イージーエント U —機能が作動し 
ます。これにより、車外への脱出や 
乗員の救出を容易にします。 


巧一 


A 事故のおそれがありまず 

ミラー類は必ず走行前に、後方び十分 
確認でさるように調整してください。 
走行中に調整すると、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 

ルームミラーやドアミラーには死角 
びありまず。車線変更をずるとさな 
どは、必ずルームミラーおよびドア 
ミラーでを後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜め後ちを確認 
して < ださい。 

H ルーム S ラーやドア S ラーの巧れ 
を取るとさにガラスク U —ナーを使 
用するとさは、必ずメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによつて 
は、ルームミラーやドアミラーが変 
色するおそれがあります。 


ルームミラー 


ルーム S ラーの 角度調整 



ルームミラーを調整ずる 

► 手でルームミラーの角度を調整し 
ます。 
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ミラー 


ドア巧一 


A 事故のおそれがありまず 

ドアミラーに写った像は実際よりを 
遠くにあるよラに見えます。車線変 
要をするとさなどは、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 

B ドア S ラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分注意 
してください。 

〇 ドアミラーにはヒーターび装着 
されています。 U アデフォッガー 
(^146 ページ）を作動させたとき 
やが気温度が下がったとさは自動的 
に温められ、凍結を防ざます。 

〇 自動防眩ルームミラー装備車は、 
運転席側ドア S ラーがルームミラー 
に連動して自動防陵になります 
072ぺージ）。 


ドアミラーの角度調整 



左八ンドル車 

①運転席側ドアミラー選択スイッチ 
③調整スイッチ 

③助手席側ドアミラー選択スイツチ 


エンジンスイッチが1か2の位置の 
ときに調整できます。 

ドアミラーの角度を調整ずる 

► 調整したい側のドアミラー選択ス 
イッチのまたは⑤を押します。 

スイッチの表示なび点なします。 

► ドアミラー選択スイッチの表示灯が 
点好しているとさに、調整スイッチ 
③を操作してドアミラーの角度を 
調整します。 

〇 ドアミラー選択スイッチ①③の 
表示なは、何も操作しないと約15 
秒後に消なします。 

〇 ドアミラーの角度は、運転席シー 
卜やステアリングの位置と併せて記 
憶させることができます073ペー 
ジ）。 


ドアミラーの格納/展開 



左八ンドル車 

①格納/展開スイッチ 


エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときに操作することができます。 
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ドアミラーを格納ずる 

► 格納/展開スイッチのを押します。 

ドア S ラーを展開ずる 

►再度、格納/展開スイッチのを押 
します。 

〇ドアミラーは手で格納したり、展 
開しないでください。ドアミラーを 
損、傷するおそれびあります。 

P ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよラ 
に注意してください。車の周りにテ 
供びいるとさは、特に注意してくだ 
さい。 

〇洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷するおそれがあります。 

P 走行時はドアミラーが完全に展開 
していることを確認してください。 
ドアミラーが振動して、後ち視界 
び確保でさなくなるおそれがあり 
ます。 

ドア S ラーの リセット 


ノ（ッテ U —の接続が一時的に断たれた 
とさは、施錠時のドアミラー格納が作 
動しないことびあります。このよラな 
とさは、ドアミラーを U セットしてく 
ださい。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

►格納/展開スイッチの（>70ぺ一 
ジ）を押します。 


施錠時のドアミラー格納 


リモコン操作で施錠するときにドアミ 
ラーも併せて格納することびでさます。 

格納されたドアミラーは、ドアを開く 
と展開します。 

この機能の設定と解除については 
(>123ぺージ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチ 
(1>70ページ）でドアミラーを格納 
してから施錠したときは、ドアを 
開いても、ドアミラーは展開しま 
せん。 


防に機能 


ルームミラーの防に（自動防にルーム 
ミラー非装備車） 



①ノブ 

ルームミラーを防ににずる 

► ノブのを前後に操作します。 
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ミラー 


ルーム S ラーの防に（自動防にルーム 
ミラー装備車） 



@センサー 

周囲が暗<、エンジンスイッチが1 
か2の位置のとさに、ルームミラー 
のセンサー③が後続車のライトを感 
知すると、自動的にルームミラーと運 
転席ドアミラーの色の濃度が変わり、 
眩しさを防止します。 

A けびのおそれがありまず 

ミラーのガラスび破損すると、液体 
び漏れ出ずことびありまず。この液 
体は物を腐食させる性質びありまず 
ので、皮膚や目に直接触れないよラ 
にを意してください。 

万一、液体び目に入ったとさや皮膚 
に付着したとさは、ただちに清潔な 
水で十分に洗い流し、医師の診断を 
受けてください。 


A 事故のおそれがありまず 

ドラフトストップを装着したとさな 
ど、ルームミラーのセンヴーに後続 
車のライトび当たらないとさは、自 
動防眩機能は作動しません。この場 
合は、手でルームミラーの角度を調 
整してください。眩しさにより、事 
故を起こすおそれびあります。 

〇 セレクターレバーび GE に入っ 
ているとさやルームランプが点巧し 
ているときは自動防較機能は解除さ 
れます。 

。液体び車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水で湿らせた巧など 
でなさ取ってください。塗装面を損 
傷するおそれびあります。 
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メモリー機能 


シートのメモリー機能 



左側シート 

①ポジションスイッチ 
③メモ U —スイッチ 


シート位置をポジシヨンスイッチに記 
憶させることができます。 

シート位置を記憶させる 

► 正しし"!シート位置に調整します。 

運転席では、ステア U ングの位置 
068ページ）、ドアミラーの角度 
(>70ページ）も正しく調整します。 

〇 ドアミラーの角度を調整するとき 
は、エンジンスイッチを1か2の 
位置にしてください。 

► メモリースイッチ③を押します。 

►約3秒(内に1〜3のいずれかの 
ポジシヨンスイッチのを押します。 

確認音が鳴り、そのポジシヨンスイッ 
チにシート位置び記憶されます。 

他のポジシヨンスイッチのにも同様 
のち法でシート位置などを記憶させる 
ことびでさます。 


心 けがのおそれがありまず 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。スイッチを操作す 
ることでシートなどび動さだし、身 
体を挟まれるおそれびあります。 

記憶させたシート位置を呼び出ず 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
のの1〜3のいずれかを押し続け 
ます。 

シートなどが動きはじめ、記憶させ 
た位置になると停止します。 

A 事故のおそれがありまず 

運転席シートのシート位置の呼び出 
しは必ず停車中に行なってください。 
走行中に行なって操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあ0まず。 

U バックレストを大さく後方に傾け 
た位置にしているとさは、記憶位置 
を呼び出す前に、バックレストを起 
こしてください。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から指を放すと、シートなどの動さ 
が停止します。 
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メモリー機能 


助手席側ドア S ラーのパーキング 
ヘルプ機能 _ 

助手席側ドアミラーび選択されている 
ときにセレクターレバーを [ E に入 
れると、助手席側ドアミラーび自動的 
に下向さになり、車両後方下部の視界 
を確保して後退を容易にすることびで 
さます。 

後退時のドアミラーの角度を記憶さ 
せる 



左八ンドル車 
③調整スイッチ 

⑤助手席側ドアミラー選択スイッチ 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にします。 

►助手席側ドアミラー選択スイッチ 
③を押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

►表示灯び点なしているとさに、調整 
スイッチ③で、後退時に自分び後 
方を確認しやすい角度にドアミラー 
を調整します。 



左八ンドル車 
④メモ U —スイッチ 


►運転席シートのメモリースイッチ 
④を押します。 

►約3秒じ(内に調整スイッチ③をい 
ずれかのち向に押します。 

このとさ助手席側ドア S ラーび動か 
なければ、そのとさの角度に記憶さ 
れます。 

► 調整スイッチ③で走行時の角度に 
助手席 S ラーを調整します。 

B 走行する前に、後方び十分確認で 
さるよラに助手席側ドアミラーの角 
度を調整してください。 

〇 助手席側ドアミラーが動いたとさ 
は最初からやり直してください。 

〇 助手席側ドアミラーび後退時の角 
度に自動調整されているときに助 
手席側ドアミラーの角度を調整する 
と、調整した角度び新たに記憶され 
ます。 
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助手席側ドアミラーを記憶させてい 
た角度にずる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
⑤を押します。 

► セレクターレノ く一を EE に入れます。 

助手席側ドアミラーの角度び、あ 
らかじめ記憶されていた角度にな 
ります。 

〇 運転席側ドア S ラーび選択され 
ているときは、この機能は作動し 
ません。 

このとさは、助手席側ドアミラー選 
択スイッチを押して、助手席側ドア 
ミラーを選択してください。 

〇 セレクターレバーび GE に入っ 
ているとさは、いずれかのドア S 
ラー選択スイッチの表示灯が点好 
したままになります。 

助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻ります。 

• 走行速度び約 10 km/hii (上になった 
とさ 

• セレクターレバーを EE の位置か 
ら他の位置に入れて約10秒経過 
したとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチを 
押したとさ 


シートベルト 


シートベルトの着用 


公 けがのおそれびありまず 

シートベルトを正しく着用していな 

かったり、シートベルトびバックルに 

確実に差し込まれていないと、シー 

トベルトの機能び十分に発揮されず 

に、致命的なけびをするおそれびあり 

まず。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷や巧れびないことを確認 
して < ださい。 

• 乗員全員び、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さい。 

• コートなどの厚手の衣類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけてください。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケッ 
卜に入れたとびった物やこわれ 
やずい物にシートベルトをかけ 
ないで < ださい。 

• シートべルトク U ップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 
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シートベルト 


• 1本のシートベルトを2人!;上で 
共用したり、シートベルトと身 
体の間にバッグなどを挟み込ま 
ないで < ださい。 

• シートベルトをドアに挟んだり、 
鋭利な部分に当てないでくださし、 

• シートベルトにたばこの乂など、 
熱いちのを近付けないでください。 

• バックル部分に異物を入れないで 
<ださい。 

• シートベルトを分解したり、改造 
しないで < ださい。 

• テ供を膝の上に座らせて走行し 
ないでください。急な進路変更時 
や急ブレーキ時、事故のとさなど 
にテ供を保護ずることびでさず、 
テ供と他の乗員び致命的なけび 
をするおそれびあ0まず。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満のテ供は、シートベルトを 
正しく着用ずることびでさません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を助手席に装着して、テ供の安全 
を確保してください。 

詳しくは（1>40ページ）をご覧く 
ださい。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着するときは、製品に添付されてい 
る取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中のちやけびの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないでください。 

• 乗員び装着しているシートベルト 
で荷物などを固定しないでくだ 
さし、 


心 けがのおそれがありまず 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直に近い位置で、乗 
員び上体を起こして座っている場合 
にのみ発揮ずることびでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ 時や衝突時などに致命的なけ 
びをするおそれびあ0ます。 


心 けがのおそれがありまず 

• 巧れていたり損傷しているシート 
ベルトや、事故で衝撃を受けたシー 
トベルト、改造を受けたシートべ 
ルトは、適切な保護性能を発揮ず 
ることびでさません。事故などの 
とさに致命的なけびをするおそれ 
びありまず。 

シートベルトに巧れや損傷びない 
ことを定期的に確認してください。 
損傷しているシートベルトや事故 
などで衝撃を受けたシートベルト 
は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検し、必要であれば 
交換してください。 

• 純正部品!;^外のシートベルトは使 
用しないで< ださい。 

• シートベルトの強度び低下し、乗 
員保護機能び損なわれるため、清 
掃ずるとさはじ(下の点にを意して 
<ださい。 

◊強い酸性やアルカ U 性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

◊乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

0シートベルトを漂白したり、染 
色しない 


を跋 e お冊 
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シートベルトを着用ずる 

►プレートを持って、ベルトループ 
のからシートベルトをゆっくり引 
さ出します。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトを少 
し戻してから、再びゆっくり引さ 
出します。 

► シートベルトにねじれがないことを 
確認し、プレートの先端③をバッ 
クル③に差し込みます。 

► 腰を通るベルトは腰骨のでさるだけ 
低い位置にかかるよラにして、ベル 
卜にたるみがないよラに身体に密着 
させます。 

► 肩を通るベルトび肩の中央にかかっ 
ていることを確認します。 

►バックレストを垂直に近い位置に調 
整します （^64 ページ）。 

〇 ベルトループ①にシートベルト 
を通して使用すると、シートベルト 
び着用しやすくなります。 


A けびのおそれびありまず 

ベルトループのを通るシートベルト 
に、ねじれびないことを確認してく 
ださい。事故のとさに致命的なけび 
をずるおそれびあ0ます。 

シートベルトを外ず 

►手でプレートを持ち、バックル③ 
の解除ボタン④を押して、シート 
ベルトをゆっくり巻さ取らせます。 


シートベルト着用警告 


み1 シートベルト警告'灯 

エンジンスイッチを2の位置にする 
と点なし、数秒後に消なします。 

点好しないとさは警告なの異常ですの 
で、すみやかにメルセデス•ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

エンジンがかかっていてドアを閉じ 
ているとさに乗員がシートベルトを着 
用していないと、シートベルト警告な 
び点なします。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員びシートベルトを着用 
せずにエンジンスイッチを2の位置 
にするかエンジンを始動すると、警告 
音が数秒間鳴り、シートベルトの着用 
を促します。 


B 義6恒冊 
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走巧中のシートベルト警告 

走行速度び約 25 km/h (上になったと 
さに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたときは、 
シートベルト警告なび点滅して、断続的 
な警告音わ鳴ります。 

そのままの状態で約60秒間走行する 
か、または停車したとさは警告好は点 
なに変わり、警告音ち鳴り止みます。 

ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度び約 25 km/h 
じ(上になると、この警告は繰り返し行 
なわれます。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでいる 
と、エンジンびかかっているとさに 
シートベルト警告び行なわれること 
びあります。 


正しい運転姿勢 


心 事故のおそれがありまず 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。 

運転中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあ0ます。 


A けがのおそれがありまず 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けびをするおそれびあ0ます。 

• バックレストを大さく後ちに傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
びシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力び腹部や首にかかり、致命 
的なけびをずるおそれびあ0ます。 

►じ(下のことにま意して、シートと 

へッドレストを調整します。 

• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保する 

• バックレストはできるだけ垂直 
にする 

• シートベルトが正しく着用でさる 

• 大腿部びシートクッションに軽く 
支えられている 

• ペダルび楽に踏み込める 

• へッドレストの中央が目の高さ 
にある 

►じ(下のことにま意して、ステアリン 

グを調整します。 

• ステアリングを握ったとさに、 
腕に適度な余裕びある 

• 足を自由に動かせる 

• メーター パネルのすべての メー 
ター 類やマルチ フアン クシ ョン 
ディスプレイ、警告灯や表示な 
を確認でさる 
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►じ(下のことにま意して、シートべル 
卜を着用します。 

• シートベルトが身体に密着し 
ている 

• 肩を通るベルトび肩の中央にか 
かっている 

• 腰を通るベルトび腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 



左八ンドル車 
①ランプスイッチ 
③車幅灯表示灯 

③ フ□ントフォグランプ表示巧 

④ U アフォグランプ表示灯 

※ち八ンドル車は、表示灯の位置などび異なり 
ます。 


ランプスイツチのをまわして各位置 
に合わせます。 


位置 

作動内容 

田 

すべてのランプが消な 

[ auto ] 

周囲の明るさに応じて自動 
的に点な/消な 

1 X 1 

車幅な、テールランプ、ラ 
イセンスランプやスイッチ 
などの照明び点灯し、車幅 
灯表示灯③び点な 

两 

車幅ななどに加え、ヘッド 
ランプび点な 


H エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点好しないで < ださい。 
バッテリーびあびるおそれびあり 
ます。 


B 義6恒冊 
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ランプ 


へツ ドランプ 


へ、ソ ドランプは手動または自動で点 
な/消好することびでさます。 

へッドランプを手動で点'灯ずる 

► ランプスイッチのを [1 因の位置に 
合わせます。 

へッドランプを自動で点'灯ずる 

► ランプスイッチのを | a …〇| の位置に 
合わせます。 

周囲び暗いとさ、エンジンスイッチ 
を1の位置にすると、車幅な、テー 
ルランプ、ライセンスランプび点な 
します。 

エンジンを始動すると、上記に加え 
てへッドランプも点なします。 

A 事故のおそれびありまず 

• ランプの点灯/消巧に関ずる責任 
は運転者にあります。ランプの自 
動点な機能は運転者を支援する機 
能でず。 

• 下の状況などではランプは自動 
的に点灯しなかったり、点灯してい 
たランプび消なして事故を起こず 
おそれびあ0ます。このとさは、 
手動でランプを点巧してください。 

◊霧の中を走行するとき 
◊対向車のランプなどにより、セ 
ンヴーび正常に作動しないとさ 
• ランプスイッチを | a … 〇 1 から I gp I 
の位置にずるとさは、必ず停車し 
てください。ランプび一瞬消灯し 
て事故を起こずおそれびありまず。 


〇ランプが自動的に点なしていると 
さは、エンジンスイッチを0の位 
置に戻して運転席ドアを開くと警 
告音び鳴り、マルチフアンシヨン 
ディスプレイに"ラ仆オフ巧 A キ-ヲヌイ 
テクタ''サイ"と表示されます。このとさ 
は必ずランプスイッチを I 0 I の位 
置にするか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてください。バッテリー 
びあびるおそれがあります。 

〇ランプスイッチを區固か H のの 
位置にしたまま、キーを抜いて運 
転席ドアを開くと、警告音び鳴り、 
マルチフアンシヨンディスプレイ 
に"ライトヲケシテクタ''サイ！"と表示され 
ます。このとさはランプを消なし 
てください。バッテ U —びあびる 
おそれびあります。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知するセンサーがあり 
ます。センサーにステッカーなどを 
貼付すると、自動点灯機能び働かな 
くなります。 

フオグランプ 


フ□ントフォグランプを点'灯ずる 

► ランプスイッチのの位置び區昼ま 
たは0ののとさ、ランプスイッチ 
のを1段引きます。 

フ□ントフォグランプび点灯し、フ 
□ントフォグランプ表示灯③が点 
灯します。 
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フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点'灯ずる 

► ランプスイッチのの位置び 贿 I ま 
たは0ののとさ、ランプスイッチ 
のを2段引きます。 

フ□ントフォグランプとリアフォグ 
ランプび点なし、フ□ントフォグラ 
ンプ表示な③と U アフォグランプ 
表示灯④び点灯します。 

A 事故のおそれびありまず 

ランプスイッチび匹巧の位置のとさ 
は、フォグランプを点灯することび 
でさません。 

霧の中を走行ずるときは、あらかじ 
めランプスイッチを0因の位置にし 
てへッドランプを点灯してください。 

H フォグランプは、霧などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
じ(外には使用しないでください。対 
向車や後続車の迷惑になります。 

パーキングランプ 


暗びりでの駐車時、後続車などに自車 
の存在を知らせるため、車幅なとテー 
ルランプだけを点灯します。 

パーキングランプを点'灯ずる 

エンジンスイツチが0の位置のとさ、 
またはキーを差し込んでいないとさに 
点なさせることびでさます。 

► ランプスイッチを医司または 雨 
の位置にします。 


位置 

作動内容 

固 

ち側のパーキングランプび 


点な 

因 

左側のパーキングランプび 


点な 


車外ランプ消'灯遅延機能 _ 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と、車幅な、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
なし、ドアやトランクを開いて閉じた 
後、約15秒後に消なします。 

この機能の設定と解除については 
(>120ぺージ）をご覧ください。 

〇 エンジンを停止してからドアや卜 
ランクを閉じたままにするか、開い 
てそのままにしてから約60秒後に、 
ランプは消灯します。 

〇 この機能は、エンジンを停止して 
から約60秒経過すると作動しなく 
なります。約60秒じ(内ならドアや 
トランクを開くたびにランプが点な 
します。 

車外ランプ消'灯遅延機能を一時のに解 
除ずる 

►エンジンを停止した後、エンジンス 
イッチを再度2の位置にします。 


B 義6恒冊 
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へッドランプの下向き/上向きの 
切り替え 



左八ンドル車 

① 下向さ 

② 上向さ 


③パッシング 

へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチをのの 
位置にします。 

へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーションスイッチを③の 
位置にします。 

メーター J くネルの八イビーム表示な 
[1 国び点なします。 

パッシングずる 

► エンジンスイッチが1か2の位置 
のとさに、コンビネーションスイッ 
チを⑤の方向に弓 I きます。 

引いている間へッドランプび上向き 
で点なします。 

また、メーターパネルの八イビーム 
表示な[|国が点なします。 

コンビネーションスイッチから手を 
放すとのの位置に戻ります。 


Q 対向車びあるとさや市街地を走 
行するときは、ヘッドランプを上向 
さにしないで < ださい。 



①非常点滅巧スイッチ 

故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 

非常点滅巧は、エンジンスイッチが0 
の位置のとさやエンジンスイッチに 
キーを抜いているとさも点滅させるこ 
とびでさます。 

非常点滅!なを使用ずる 

► 非常点滅なスイッチのを押します。 

すべての方向指示好が点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルの方向指 
示表示なわ点滅します。 

非常点滅!打を消'灯させる 

►再度、非常点滅灯スイッチのを押 
します。 


iGlw 
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〇非常時じ(外は使用しないでくだ 
さい。 

H エンジンを停止して長時間使用す 
ると、パッテリーがあびるおそれび 
あります。 

〇 非常点滅なを使用しているとさに 
コンビネーシヨンスイッチを左折ま 
たはち折方向に操作すると、その方 
向の方向指示なの点滅に切り替わり 
ます。 

方向指示巧が消なすると、再び非常 
点滅なに切り替わります。 

〇 エアバッグび作動すると、非常点 
滅なび自動的に作動します。自動 
的に点滅した非常点滅なを消なす 
るとさは、非常点滅なスイッチを 
押します。 



①ち側のち向指示灯び点滅 
@左側のち向指示灯び点滅 


ち側の方向指示'灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチをのの 
ち向に操作します。 

左側の方向指示'灯を点滅させる 

► コン ビネーショ ンスイッチを③の 
方向に操作します。 

ステアリングを直進に戻すとコンビ 

ネーションスイッチは自動的に戻り 

ます。戻らないときは手で戻してくだ 

さし、 

方向指示なが点滅しているとさは、 

メーターパネルの方向指示表示なわ点 

滅します。 

〇 方向指示なを使用しているとさに 
非常点滅なスイッチを押すと、非常 
点滅なに切り替わります。再度、非 
常点滅なスイッチを押すと、ち向指 
示なに切り替わります。 

〇 コンビネーションスイッチを軽く 
操作すると、方向指示なび3回点 
滅します。 
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エンジンスイツチび1か2の位置の 
とさに点滅させることびでさます。 
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へッドランプ照射角度調整ダイヤル 



①へッドランプ照射角度調整ダイヤル 


乗員数が増えたり荷物を積載してへッ 
ドランプの照射角度が変わつたとさに 
調整します。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
調整でさます。 

へッドランプ照射角度を調整ずる 

►へッドランプ照射角度調整ダイヤル 
①を押します。 

ダイヤ J レびポップアップします。 

►へッドランプ照射角度調整ダイヤル 
をまわして、0または1に合わせ 
ます。 

►調整が終了したら、ヘッドランプ 
照射角度調整ダイヤルを押し込み 
ます。 

0 1名乗車時または2名乗車時 

1 1名乗車時または2名乗車時 

でトランクに荷物を積載時 


〇対向車に迷惑がかからないよラ 
に注意しなびら調整してください。 

〇 バイキセノンへッドランプ装備車 
のへッドランプ照射角度は、自動的 
に調整されます。 


へツトフンプウオツソヤ — X _ 

エンジンびかかつていて、へツドラン 
プび点なしているとさに、ウインドウ 
ウォツシャー（1>89ページ）を約5 
回作動させると、ウォツシャー液び自 
動的にへツドランプに向けて噴射され 
ます。 

〇 エンジンを停止すると、ウインド 
ウウォツシャーを作動させた回数は 
リセツトされます。 

〇 冬季にはウォツシャー液の濃度に 
注意し、冬用の純正ウォツシャー液 
を使用してください。 

〇へツドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォツシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷するおそれがあ 
ります。 


を蛾 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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(下のとさに、方向指示なの点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプが点なします。 

• 周囲び暗いとさ 

• エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 40 km / hii (下のとき 

• へッドランプが点なしているとき 

方向指示なの点滅との連動 

方向指示なを点滅させると、点滅させ 
た側のフ□ントフォグランプが点なし 
ます。 

セレクターレバーび EE に入ってい 
るときは、フ□ントフォグランプは点 
なしません。 

ステアリング操作との連動 

ステアリングを操作すると、操作した 
側のフ□ントフォグランプが点なし 
ます。 

セレクターレバーが EE に入ってい 
るとさは、ステア U ングを操作した方 
向と逆側のフ□ントフオグランプび点 
なします。 


〇 点滅させた方向指示なのち向と、 
ステアリングの操作方向び異なると 
きは、方向指示なと同じ側のフ□ン 
トフォグランプび点灯します。 

〇 フ□ントフォグランプはゆっくり 
消なするため、一時的に左ち両側の 
フ□ントフォグランプび点なするこ 
とびあります。 

〇 点好したフ□ントフオグランプ 
は、約3分後に自動的に消なします。 



①手動点灯スイッチ 
③点巧モード切替スイッチ 

(自動点灯モード/常時消灯モード) 

③ 読書巧（左側）スイッチ 

④ 読書灯（ち側）スイッチ 

⑤ 読書灯（左側） 

® 読書な（ち側） 

@センターコンソールランプ 
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ランプ 


ルームランプの点'灯モードの選択 

自動点'灯モードにずる 

► 点なモード切替スイッチ③び押さ 
れていない状態にします。 

周囲び暗いとき、じ(下のよラにルーム 
ランプび点な/消なします。 

また、運転席/助手席足元にあるフッ 
トウエルランプわ、連動して点な/消 
なします。 

• ドアを開くとルームランプび点灯し 
ます。 

◊エンジンスイッチが2の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただち 
に消なします。 

ドアを開いたままのとさは消な 
しません。 

◊エンジンスイッチが0か1の位 
置のとさ、またはキーび抜いて 
あるとさは、ドアを閉じると約 
10秒後に消なします。 

ドアを開いたままのとさは約5 
分後に消なします。 

• エンジンスイッチからキーを抜くと 
点なし、約10秒後に消なします。 

この機能の設定と解除については 
(W 20ぺージ）をご覧ください。 

• U モコン操作で解錠すると点灯し、 
約30秒後に消なします。 


H 車を施錠したときは、ルームラン 
プび消灯することを確認してくだ 
さい。 

〇 ルームミラーの下側にセンターコ 
ンソールランプ®があります。エ 
ンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに点なします。 

常時消なモードにずる 

► 点なモード切替スイッチ③び押さ 
れた状態にします。 

(下のいずれかの操作をしても、 
ルームランプは点なしません。 

• ドアを開< 

• エンジンスイッチからキーを 
抜< 

• U モコン操作で解錠する 

手動で点!打/消'灯ずる 

► 手動点なスイッチのを押します。 

ルームランプとフットウエルランプ 
び点な/消灯します。 

読書口 

ルーム S ラーの 下側に読書灯びあり 
ます。 

読書なを点'灯/消'灯ずる 

► 読書なスイッチ③または®を押 
します。 

読書な©または®が点巧/消好 
します。 
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乗降用ランプ 


ドアの下側にあり、乗降時に足元を照 
らします。 


周囲び暗く、ルームランプび自動点な 
モードのとさにドアを開くと点灯し 
ます。 


エンジンスイッチが2の位置のとさ 
は、ドアを開いたままにすると消灯し 
ません 0 


エンジンスイッチび2じ(外の位置のと 
さは、ドアを開いたままにすると、約 
5 分後に消なします。 



ワイパー 


①ティップ機能/ウインドウウォッシャー 
の噴射 

③ワイパー作動 モー ドの マーク 



と 

跋 

G 

恒 

■ml 


緊急時点'灯機能 


ルームランプの点なモードを自動点な 
モードにしているとさは、事故などの 
とさに大さな衝撃を受けると、ルーム 
ランプび自動的に点なします。 

自動のに点'灯したルームランプを消 
'灯ずる 

► 非常点滅なスイッチを押します。 
または 

► U モコン操作で施錠した後、解錠し 
ます。 


ワイパーを作動させる _ 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに作動します。 

► コンビネーシヨンスイッチをまわし 
てワイパー作動 モー ドの マーク ③ 
を！〜 川 に合わせます。 

レインセンサー装備車と非装備車で 
は作動び異なります。 

レインセンサー装備車 


じ(下のよラに作動します。 


位置 

作動内容 

0 

停止 

I AUTO モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 
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ワイパー 


B フ□ントウインドウび濡れてい 
ないとさは、コンビネーションス 
イッチを0の位置にしてください。 
フ□ントウインドウの巧れや光線の 
反射などでレインセンサーが誤作動 
し、ワイパーが作動するおそれがあ 
ります。 

Oauto モードは、レインセンサー 
が感知した雨滴量や走行速度などに 
応じて、ワイパーの作動を自動的に 
切り替えます。 

〇 コンビネーションスイッチび II 、 
川の位置のとさわ、停車時または 
ご < 低速での走行時のワイノ く一の作 
動は、レインセンサーにより自動調 
整されます。 

Oauto モードのときは、停車時 
にドアを開くとワイパーは停止し 
ます。ワイパーはじ(下のとさに作動 
を再開します。 

• セレクターレバーが m または 
m に入っているとさは、ドア 
を閉じてセレクターレバーを他 
の位置に入れたとさ 

• セレクターレバーが roi または 
EE に入っているとさは、ドア 
を閉じたとさ 

〇 AUTO モードのとさは、フロント 
ウインドウが乾いていても、エン 
ジンを始動するとワイパーび1回 
作動することがあります。 

〇 フ□ントウインドウび乾いている 
とさち、コンビネーションスイッ 
チを I の位置にすると、ワイパー 
が 1 回作動します。 


レインセンヴー 



フ□ントウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサーびあります。 


H レインセンヴーの上にス了ツカー 
などを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくなり 
ます。 

レインセンサー非装備車 


じ(下のよラに作動します。 


位置 

作動内容 

0 

停止 

I 間欠モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 
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〇 停車時またはご<低速での走行時 
にワイノ く一の作動び自動的に(下の 
よラに切り替わります。 

• 間欠モードのとさ 
作動間隔び 長 < なります。 

• 低速モードのとさ 
間欠モードになります。 

• 高速モードのとさ 
低速モードになります。 

走行速度を上げると元のモードに戻 
ります。 

〇 間欠モードのとさは、停車時にド 
アを開くとワイパーは停止します。 
ワイパーはじ(下のとさに作動を再開 
します。 

• セレクターレバーが [ E または 
に入っているとさは、ドア 
を閉じてセレクターレバーを他 
の位置に入れたとさ 

• セレクターレバーが EE または 
CE に入っているとさは、ドア 
を閉じたとさ 

ワイパーを1回だけ作動させる 

(ティツプ機能） 

► コンビネーションスイツチを矢印 
のの方向に軽く押します。 

ウォツシャー液び噴射せずにワイ 
パーび1回だけ作動します。 

この機能はフ□ントウインドウが濡れ 

ているとさだけ使用してください。 


ウインドウウォッシャーを暖射させる 

► エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさ、コンビネーションスイッ 
チを矢印のの方向に深く押し続け 
ます。 

その間ウインドウウォッシャー液び 
噴射し、ワイパーわ作動します。 

〇 エンジンがかかっていて、ヘッド 
ランプが点口しているとさに、ウイ 
ンドウウォッシャーを約5回操作す 
ると、ヘッドランプウォッシャー* 
び作動します。 

P ワイパーやウインドウウオツ 
シャーを使用するとさは、歩行者に 
水しぶさやウォッシャー液びかから 
ないよラに注意してください。 

Q フ□ントウインドウを拭:くときな 
どは、必ずコンビネーションスイッ 
チを0 (停止）の位置にしてくだ 
さい。ワイパーび動さ、けがをする 
おそれがあります。 

H フ□ントウインドウが乾いている 
とさはワイノ く一を使用しないでくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷 
び付くおそれびあります。フ□ント 
ウインドウび巧れている場合は、必 
ずウォッシャー液を噴射してからワ 
イノ く一を使用してください。 

Q ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
でください。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれがあります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 






90 


パワーウインドウ 


P 寒冷時にはワイパーブレードびフ 
□ントウインドウに貼り付くことび 
あります。作動させる前に貼り付い 
ていないことを確認してください。 
貼り付いたままワイパーを操作する 
と、ワイパーブレードやモーターを 
損傷するおそれびあります。 

P 雪などび付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には、安 
全のため、キーを抜いてください。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選択すると作動すること 
びあります。 

〇 冬季にはウォッシャー液の濃度に 
ミ主意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 


のーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 


公 けびのおそれびありまず 

• ドアウインドウを開<とさは、ド 
アウインドウに触れたり、身体を 
寄りかけないでください。ドアウ 
インドウとドア フレームとの 間に 
身体び引さ込まれて、けびをする 
おそれびあ0ます。 

• ドアウインドウを閉じるとさは、 
身体や物び挟まれないよラにを意 
してください。挟まれそラになっ 
たとさは、ただちにドアウインド 
ウスイッチを操作してドアウイン 
ドウを開いて < ださい。 

• テ供び車内からドアやドアウイン 
ドウを開くと、事故やけびの原因 
になりまず。短時間でも、車内に 
テ供を残したまま車から離れない 
で < ださい。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なります。 

また、車内び高温または低温にな 
ると、命に関わるおそれびあり 
ふ9 〇 
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運転席ドアのスイッチ（左八ンドル車） 

①ドアウインドウスイッチ（運転席側) 
③ドアウインドウスイッチ（助手席側) 


ドアウインドウスイッチは左ちのドア 
にあります。 

運転席ドアには、左ちのドアウインド 
ウのスイッチびあります。 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに、ドアウインドウを開閉するこ 
とがでさます。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチ①または③を軽く押し 
ます。 

押している間だけ開さます。 

スイッチ①または③をいっぱいま 
で押すと、自動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

►スイッチのまたは③を軽く引き 
ます。 

弓 I いている間だけ開じます。 

スイッチ①または③をいっぱいま 
で引くと、自動で閉じます。 


〇 ドアウインドウが自動で開閉し 
ているとさに、スイッチを操作する 
と、その位置で停止します。 

〇 エンジンスイッチを0の位置にす 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いてから約5分間は、ドアウイン 
ドウを開閉することびでさます。約 
5分じ(内にドアを開くと、ドアウイ 
ンドウの開閉はでさな<なります。 

〇 運転席ドアのスイッチで助手席側 
のドアウインドウを開閉していると 
さは、助手席ドアのスイッチは操作 
でさません。 

〇 リモコン操作でドアウインドウ 
とリアク オーター ウインドウを開 
開することびでさます*。詳しくは 
(>152ページ）をご覧ください。 

挟み込み防止機能 


スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵巧びあると、ドアウ 
インドウはただちに停止します。ス 
イッチから手を放すと、その位置から 
少し下降します。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能び作動してから約2秒じ(内に再度ド 
アウインドウを閉じたときは、挟み込 
み防止機能は作動しません。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パワーウインドウ 


自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、その位 
置から少し下降します。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能び作動してから約2秒じ(内に再度ド 
アウインドウを閉じたとさは、ドアウ 
インドウは自動で閉じなくなり、挟み 
込み防止機能ち作動しません。 

A けがのおそれがありまず 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるとさは十 
分を意してください。 

バリオルーフスイッチでの開閉 

バリオルーフスイッチでドアウインド 
ウと U アクォーターウインドウを開 
開することがでさます。 

エンジンスイツチが2の位置のとさに 
操作でさます。 



左八ンドル車 


バリオルーフが閉じているときにドア 
ウインドウとリアクオーターウインド 
ウを開< 

►パ ' U オルーフスイッチを③のち向 
に素早く 2度押します。 

ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウび自動で開さます。 

バリオルーフが開いているときにドア 
ウインドウを開< 

► パ ' U オルーフスイッチを③の方向 
に素早く 2度押します。 

ドアウインドウび自動で開さます。 

P ドアウインドウや U アク オーター 
ウインドウを開 < とさは、ウイン 
ドウに身体を寄りかけないでくだ 
さい。ウインドウとドア フレーム 
のすさ間に身体が引さ込まれてけび 
をするおそれびあります。 

〇 ドアウインドウや U アク オーター 
ウインドウび自動で開閉している 
ときに、バリオルーフスイッチを操 
作すると、その位置で停止します。 

〇 バリオルーフスイッチを操作して 
開いたドアウインドウは、ドアウイ 
ンドウスイッチで開じることびでさ 
ます。 

〇バ U オルーフスイッチを操作して 
開いたリアク オーター ウインドウ 
は、ドアウインドウスイッチで開 
じることがでさません。バリオルー 
フスイッチを操作して閉じてくだ 
さし、 
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左八ンドル車 


バリオルーフび閉じているときにドア 
ウインドウとリアク オーター ウインド 
ウを閉じる 

► バリオルーフスイッチを①の方向 
に素早く 2度押して保持します。 

押している間だけドアウインドウび 
閉じます。ドアウインドウび閉じた 
後、 U アクオーターウインドウが押 
している間だけ閉じます。 

または 

► バリオルーフスイッチを①の方向 
に1度押して保持します。 

U アク オーター ウインドウび押し 
ている間だけ閉じます。 

バリオルーフび開いているときにドア 
ウインドウを閉じる 

► バ U オルーフスイッチを①のち向 
に素早く 2度押して保持します。 

押している間だけドアウインドウび 
閉じます。 

〇 バリオルーフび開いているとさ 
は、リアク オーター ウインドウを開 
じることはでさません。 


Q ドアウインドウや U アク オーター 
ウインドウを閉じるとさは、身体 
や物び挟まれないよラに注意して 
ください。特にテ供にはま意して 
ください。 


ドアウインドウが自動で開閉しない 
とき _ 

じ(下のときは、ドアウインドウをリ 

セットしてください。 

• バッテ U —あびりやバッテリーの交 
換などで、一時的に電源が断たれた 
とさ 

• ドアウインドウび自動で開閉でさな 
<なったとさ 

• ドアウインドウの全開操作を行なっ 
ても、ドアウインドウび少し開いた 
状態になるとさ 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► ドアウインドウスイッチを軽く引い 
て全開にし、そのまま2秒じ(上保 
持します。 

この操作を行なってもドアウインドウ 

が少し開いた状態になるとき 

► ただちにドアウインドウスイッチを 
引いて全開にし、そのまま2秒じ I 
上保持します。 

詳しくはメルセデス•ベンツ指定ヴー 

ビスエ場におたずねください。 
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走行と停車 


走行と停車 


エンジンの始動 


心 事故のおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな< なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットは重ねて使用 
しないでください。ペダル操作びで 
さな < なるおそれびあ0まず。 

少しでを車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステアリ 
ングの操作に非常に大さな力び必要 
になりまず。 


A 中毒のおそれがありまず 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死こず 
るおそれびあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに吸い込んでいるおそ 
れびあ0ます。 

H エンジンは、セレクターレバーが 
rm に入っているときわ始動でき 
ますが、ち全のため、必ずセレクター 
レバーを巧□に入れて、ブレーキ 
ぺダ) レを踏んで始動してください。 

H エンジンを始動するときは、アク 
セ J レペタレを踏まないでください。 


セレクターレバー 



左八ンドル車 
①セレクターレバー 


③ 

の 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置 

③ 


後退するとさの位置 

④ 


動力び伝わらない位置 

押したり、けん引して 
わらラことで、車を移 
動でさます。 

⑤ 

EE 

走行するとさの位置 

1速〜5速 （7 G - TR 0 N に 
装備車は1速〜7速）の 
範囲で自動的に変速し 
ます。 


エンジンの始動 

►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

►セレクターレバーび [ E に入つ 
ていることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 
► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放します。 


iGlw 












走行と停車 


95 


〇 タッチスタート機能： エンジンス 
イッチを 3 の位置 （^62 ページ） 
までまわすと、手を放しても自動的 
に スターターが 作動し続け、 エン ジ 
ンび始動します。 


" エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要(上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
さい。 

〇 車速感応ドア□ックが設定さ 
れているとさは、走行速度び約 
15 km / h じ(上になると自動的に車 
び施錠されます。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については （>122 ぺージ）をご覧 
ください。 

►ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、セレ 
クターレバーを EE に入れます。 

A 事故のおそれがありまず 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないで<だ 
さい。車び急発進したり、オートマ 
チックトランスミッションを損傷ず 
るおそれびあ0まず。 


〇 ギアが完全に切り替わるのを待っ 
てください。 

►パーキングブレーキを 解除します。 

► ブレーキ ペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 

〇 エンジンび冷えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プび行なわれます。これにより、排 
気ガスを浄化する触媒びより早く適 
正温度に達します。 


駐車 


A 事故のおそれがありまず 

• 停車ずる前にエンジンを停止し 
ないで<ださい。ブレーキやステ 
アリングの操作に非常に大さな力 
び必要になります。 

• 駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを EC に入れ、 パー 
キング ブレーキを 確実に効かせ、 
エンジンを停止してください。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なりまず。 


公 乂災のおそれびありまず 

マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいちのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 
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走行と停車 


P 短時間でも車から離れるときは、 
ドアウインドウやパリオ ルーフを 開 
じて、車を施錠してください。 

A 事故のおそれびありまず 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。パーキングブ 
レーキを解除して車び動さ出し、 
事故を起こずおそれびありまず。 

• 急な坂道で駐車するとさは、パー 
キングブレーキを確実に効かせ 
てください。さらに輪止めをし 
て、前輪を歩道ち向に向けて<だ 
さい。 


公 乂災のおそれびありまず 

パーキングブレーキを効かせたまま 
走行しないでください。パーキングブ 
レーキび過熱して効かな < なったり、 
火災び発生ずるおそれびあります。 


パーキングブレーキ 



ノ ーキングブレーキを解除ずる 

► パーキングブレーキレバー③を少 
し弓 I さ上げ、解除ノブのをいつぱい 
まで押し込んでからパーキングブ 
レーキレバーを下げます。 

メーターノ くネ j レのブレーキ警告なび 
消なします。 

パーキングブレーキを効かせる 

► パーキングブレーキレバー ③を いつ 
ぱいまで引さ上げます。 

メーターノ くネ j レのブレーキ警告好が 
点なします。 

〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 

〇 パーキングブレーキを解除しない 
で走行すると、警告音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに警 
告メッセージび表示されます。 
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エンジンの停止 


A 事故のおそれびありまず 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なります。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になりまず。 

H 水温が高めのとさは、少しの間ア 
イド U ング状態でエンジンを冷却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

► 完全に停車します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキを確実に効かせ、セ 
レクターレバーを [ E に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

エンジンが停止します。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
します。 


オートマチックトランスミッション 


オートマチックトランスミッシ 


心 事故のおそれがありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな< なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットは重ねて使用 
しないでください。ペダル操作びで 
さな < なるおそれびあ0まず。 

少しでも車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大さな力び必要 
になります。 


心 事故のおそれびありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださい。 
駆動輪びグ U ップを失って車両びス 
U ップし、事故を起こずおそれびあり 
す 〇 


セレクターレバー 
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左八ンドル車 
①セレクターレバー 









オートマチックトランスミッ 



►セレクターレバーのを動かして、シフト位置表示 
シフト位置を選択します。 

H シフト位置を選択するときは、完 


全に停車して、 ブレーキ ペダルを 
踏んで行なつて < ださい。 

〇 エンジンスイッチび2の位置で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいないと、 
セレクターレバーを [ E から動 
かすことはでさません。 


シフト位置 

③ 

の 

駐車およびエン 


パーキング 

ジン始動/停止 



の位置 

⑤ 


後退するとさの 


リバース 

位置 

④ 


動力び伝わら 


ニュートラ J レ 

ない位置 


© roi 

ドライブ 


押したり、けん 
引してちらラこ 
とで車を移動で 
さます。 

走行するとさの 
位置 

1速〜5速 
(7 G - TR 0 NIC 装 
備車は1速〜 
7速）の範囲で 
自動的に変速し 
ます。 



PRN 因图 
+20.5 C 



①シフト位置表示 

( ドライブに入っている状態） 

エンジンスイツチを2の位置にする 
と、選択されたシフト位置びシフト位 
置表示のに反転表示されます。 

走行モード 



の走打 - if — 卜表 TJX 

路面状況や運転に合わせて、オートマ 
チックトランスミッションの走行モー 
ドを選択でさます。 

選択した走行モードは、マルチフアン 
クションディスプレイの走行モード表 
示のに表示されます。 
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才ートマチッ 




マニュアルギアシフト非装備車 
②走行モード選択スイッチ 


走巧モードを選択ずる（マニュアルギ 
アシフト非装備車） 

► 走行モード選択スイッチ③を押し 
ます。 

C モードー S モードー C モードと 
切り替わります。 



走巧モード 

C モード 

快適性と経済性を重 
視したモードです。 

S モード 

スポーティな走行に 
適したモードです。 

M モード* 

マニュアルでギアシフ 
卜でさるモードです。 

詳しくは （>102 ペー 
ジ）をご覧ください。 


マニュアルギアシフト装備車 
⑤走行モード選択スイッチ 

走巧モードを選択ずる（マニュアルギ 
アシフト装備車） 

► 走行モード選択スイッチ⑤を押し 
ます。 

C モードー S モードー M モードー 
C モードと切り替わります。 


走行モードび C モードのとさは、じ ( 

下のよラになります。 

• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップするため、燃 
料消費び向上します。 

• 前進*後退とわに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進します。 

• 滑りやすい路面などでの車両操縦性 
や走行ち定性び向上します。 

• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップするため、エ 
ンジン回転数び抑えられ、車輪び空 
転しにくくなります。 

走行モードび S モードのとさは、じ(下 

のよラになります。 

• 1速で発進します。 

• オートマチックトランスミッション 
び遅めにシフトアップします。 

• オートマチックトランスミッション 
び遅めにシフトアップするため、消 
費燃料が多 < なります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 





オートマチックトランスミッ 



〇 エンジンを停止すると、選択した 
走行モードに関わらず、次にエンジ 
ンを始動したときは C モードにな 
ります。 


テイツプシフト 



①ギアレンジ表示 


選択したギアレンジは、マルチフアン 
クシヨンデイスプレイのギアレンジ表 
示のに表示されます。 


才ートマチックトランスミッシヨンの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要に変速しないよ 
ラにすることびでさます。 

走行 モー ドび C モー ドか S モー ドの 
とさにテイップシフトにすることびで 
さます。 

A 事故のおそれびありまず 

滑りやずい路面状況やカーブを走行 
しているとさは、低いギアレンジを 
選択してエンジンブレーキび効くと、 
駆動輪びグ U ップを失ラおそれびあ 
りまず。低いギアレンジを選択ずる 
とさは十分を意してください。また、 
滑りやずい路面状況で駆動輪を空転 
させると、駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 


レンジ 


EE 

1速〜5速 (7 G - TR 0 NIC 
装備車は1速〜7速）の 
範囲で自動的に変速し 
ます。 

の大 

1速〜6速の範囲で自動的 
に変速します。 

因□大 

1速〜5速の範囲で自動的 
に変速します。 

の 

1速〜4速の範囲で自動的 
に変速します。 

の 

1速〜3速の範囲で自動的 
に変速します。 

緩やかな坂道などを走行す 
るとさに使用します。 

の 

1速〜2速の範囲で自動的 
に変速します。 

急な坂道やエンジンブ 
レーキび必要なとさに使 
用します。 

田 

1速に固定されます。 

エンジンブレーキび最大に 
作用します。 


〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
わ実際のギアを示すわのではあり 
ません。 

〇 加速時にエンジン回転数が許容回 
転数を超えるよラなときは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジが選択されます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 







O エンジンび暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なっても、 
選択したギアレンジに変わらないこ 
とびあります。 

〇 ティップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数などにより 
異なります。 


セレクターレバーによる操作 



©低いギアレンジを選択 
⑤高いギアレンジを選択 


ティップシフトにずる 
►セレクターレバーが rsn に 入つ 
ているときにセレクターレバーを 
③側に操作します。 

ティップシフトになり、ギアレン 
ジ表示のにギアレンジが表示され 
ます。 

低いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
ます。 


ティップシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
て保持します。 

ギアレンジ表示のに" D " び表示さ 
れます。 

〇 ティップシフトにしていないと 
きにセレクターレバーを⑤側に操 
作すると、走行速度やエンジン回 
転数に応じてシフトアップび行な 
われます。 


パドルによる操作 



® 左側パドル 

(低いギアレンジを選択） 

©ち側パドル 

(高いギアレンジを選択） 

テイップシフトにずる 

►セレクターレバーが rsn に入つ 
ているとさに左側のパドル④を引 
さます。 

テイップシフトになり、ギアレン 
ジ表示のにギアレンジび表示され 
ます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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低いギアレンジを選択ずる 

► 左側のノ くドル®を弓 I さます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側のパドル⑤を引さます。 

テイップシフトを解除ずる 

► ち側のパドル®を引いて保持し 
ます。 

ギアレンジ表示のに " D ' l び表示さ 
れます。 

〇 テイツプシフトにしていないとさ 
にち側のパドル⑤を引 < と、走行 
速度やエンジン回転数に応じてシフ 
トアップび行なわれます。 


マニュアルギアシフト * _ 

セレクターレノ（一またはパドルを操作 
して、マニュアルでギアを選択するこ 
とがでさます。 

A 事故のおそれがありまず 

滑りやすい路面状況やカーブを走行 
しているとさは、シフトダウンによつ 
てエンジンブレーキび効くと、駆動輪 
びグリップを失ラおそれびありまず。 
シフトダウンずるとさは十分を意し 
てください。また、滑りやすい路面 
状況で駆動輪を空転させると、駆動 
系部品を損傷ずるおそれびありまず。 

[I エンジンが暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担がかかるよラな運転をしないでく 
ださい。 

〇 マニュアルギアシフトでは、 ESP ⑩ 
の機能を解除しないで走行すること 
をお勧めします。 


〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、シフト操作を行なっても、選択 
したギアに変速しないことがあり 
ます。 


マニュアルギアシフトの選択 





①走行モード選択スイッチ 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチのを押し 
て、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイの走行モード表示③に " M " を 
表示させます。 



③ギア表示 
③走行モード表示 


セレクターレバーびに入ってい 
るとさは、ギア表示③には選択され 
ているギアび表示されます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 











o エンジンを停止すると、選択した 
走行モードに関わらず、次にエンジ 
ンを始動したときは C モードにな 
ります。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
示③に表示される数字は実際のギ 
アを示しています。運転者のシフト 
アップ/ダウン操作や、自動的な 
シフトアップ/ダウンに応じてギ 
ア表示③に表示される数字ち変わ 
ります。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチのを押し 
て、 S モードか C モードを選択し 
ます。 


セレクターレバーによるシフト操作 



④ シフトダウン 

⑤ シフトアップ 


シフトダウンずる 

► セレクターレバーを®のち向に操 
作します。 

シフトアップずる 

► セレクターレバーを⑤のち向に操 
作します。 


パドルによるシフト操作 



® 左側パドル（シフトダウン) 
@ち側ノくドル（シフトアップ) 


シフトダウンずる 

► 左側のパドル®を引さます。 

シフトアップずる 

► ち側のパドル®を引さます。 

〇 エンジン回転数び許容回転数を超 
えるよラなとさは、シフトアップ操 
作をしなくてち自動的にシフトアッ 
プされます。このとさ、ギア表示の 
数字わ変わります。 

〇 シフトダウン操作をしなくてち、 
速度とエンジン回転数に応じて、自 
動的にシフトダウンすることびあり 
ます。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
わ、選択したギアび適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

〇 停車すると、ギアは1速にシフト 
されます。 

〇 車種や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なります。 
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〇 マニュアルギアシフトを選択し 
ているとさでも、キックダウンを行 
なラことびでさます。 

〇 セレクターレバーを左側に操作し 
て保持するか、左側のパドルを引い 
て保持すると、そのとさの加速に最 
わ適したギアが選択されます。 


運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアが変速するタイミングび変化し 
ます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップする 
タイミングが早くなります。 

• 深く踏み込んだときはシフトアッ 
プするタイミングが遅くなります。 

キックダウン 

急な加速が必要な場合はキックダウン 
を行ないます。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
低いギアに変速し、素早<加速し 
ます。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップします。 

P キックダウンするとさは、周囲の 
状況にま意しながら操作して < だ 
さい。事故を起こすおそれがあり 
ます。 


ダブルクラッチ機能 （ SLK 350) 

ダブルクラッチ機能は、選択している 

走行モードに関わらず、シフトダウン 

操作時に作動します。 

ダブルクラッチ機能び作動することに 

より、ギアシフト操作び スムーズに 行 

なわれ、スポーティな運転スタイルに 

役立ちます。 

ダブルクラッチ機能作動時のエンジン 

音は、走行モードにより異なります。 

停車時 

►一時的に停車するとさは、セレク 
ターレバーを EE に入れたままブ 
レーキ ペダルを踏みます。 

► やむを得ず停車が長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを [ E に入 
れます。 

A 事故のおそれびありまず 

停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。万一、シフトポジションび 
EE か m になると、車び急発進し 
て重大な事故を起こずおそれびあり 
よ^。 

〇急な上り坂などではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を 
保たないでください。トランスミッ 
ションに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になります。 

B 停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、クリープ現象で車が動かない 
よラにしてください。 
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メーター 八ネル 
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メーター パネル 


メーターパネルの各部の名称について 
は （^23 ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障すると、車 
両の状態や走行速度、外気温度、故 
障/警告メッセージなどび表示でさ 
なくなることびありまず。十分を意 
して走行してください。また、ただ 
ちにメルセデス•ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

H エンジンの許容回転数を超えるよ 
ラなエンジン回転数で走行しないで 
ください。エンジンを損傷するおそ 
れがあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の表术 _ 

上部には各種設定画面や故障/警告 
メッセージなどが表示され、下部には 
シフト位置やが気温度などび表示さ 
れます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
じ(下のとさに表示されます。 

• 運転席ドアを開いたとさや閉じたとさ 
約30秒後に消なします。 

• U セットボタン、またはメーターパ 
ネ J レ照度調整ボタンを押したとき 

約30秒後に消なします。 


• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしたとさ 

エンジンスイッチを0の位置にす 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いてから約30秒後に消灯します。 

• 車外ランプび点なしたとさ 

車がランプび消なしてから約30秒 
後に消なします。 


メーターパネル照度調整ボタン/ 
リセットボタン 



①メーターパネル照度調整ボタン（明) 
③メーターパネル照度調整ボタン（暗) 
③リセツトボタン 


メータ ー J ル照度調整ボタン 

周囲が暗いとさにメーターパネルと 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の明るさを調節でさます。 

明る < ずる 

► ® ボタン①を押します。 

暗くずる 

► 0 ボタン③を押します。 


B 義6恒冊 
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メーター 八ネル 


リセットボタン 


卜 U ップメーターや各種設定などをリ 
セツトするときはリセットボタン⑤ 
を押します。 


燃料計 _ 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンクの容量は約54 U ットルです。 

B 給油のときはエンジンを停止して 
ください。 


燃料残量警告な _ 

燃料の残量び少な < なると点なします。 

警告なが点なしたとさの残量は約6 
リツトルです。 

〇 走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になります。 


時計 _ 

時刻の設定については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧ください。 


乂ピート>—夕一 _ 

車の走行速度を km/h で表示します。 


9環境 

必要!;上にエンジン回転数を上げて 
走行しないでください。燃料を不必 
要に消費し、大気汚染の原因にな0 
まず。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよラ 
にしてください。エンジンを損傷す 
るおそれがあります。 

エンジン回転数が許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給び行なわれな < なります。 


外気温度表示 


心 事故のおそれがありまず 

外気温度表示び上でち、路面び 
凍結していることびありまず。走行 
には十分を意してください。 

外気温度を表示します。 

外気温度の上昇や下降は、少し遅れて 
表示に反映されます。 

温度をフ□ントバンパー付近で測定し 
ているため、温度表示は路面からの蘭 
射熱などの影響を受けます。したがつ 
て、温度表示び実際のが気温度と異な 
ることびあります。 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 


を跋6恒冊 
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ンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンステアリング 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情 
報などを表示 • 設定するシステムです。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないます。 

A 事故のおそれがありまず 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
を操作するとさは、常に周囲の状況 
にを意してください。 


心 事故のおそれびありまず 

走行中にステア U ングのスイツチを 
操作ずるとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
びら操作ずると、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 


名称 

① マ J レチフアンクシヨンディスプレイ 

③ rnw 

設定スイッチ/音量スイッチ 

• 各種設定の設定グループ選択 
画面でのグループの選択 

• 設定項目画面での数値や設定 
の変更、機能のオン/オフの 
選択 

• 各メイン画面やオーディオ画 
面表示中の音量の調節 

网画 

通話開始スイッチ/通話終了ス 

イッチ 

電話の発信/受信/保留/切断 

⑤ I 割 UI 

表示切り替えスイッチ 

メイン画面の選択 

の网 

スク□ールスイッチ 

•選択したメイン画面内での画 
面の切り替え 

• オーディオ画面でのトラック 
の選曲、ラジオ局/テレビ局 
の選局、 DVD ビデオのチヤプ 
ターの選択 

• 電話画面での電話帳や発信履 
歴のスク□ール 


※電話の操作については、別冊 「COMAND 
システム取扱説日月書」をお読みください。 


B 義 G9 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メイン画面一覽 


の 



① 

車両情報 

109 

③ 

オーディオ 

111 

③ 

ナビ 

113 


故障表示 

114 


各種設定 

115 

® 

卜 U ップニ!ンピューター 

124 

@ 

電話 

125 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 


を跋 e お冊 
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車両情報 


トリップメーター 


r 車両情報」には(下の画面びあり 
ます。 


• 車両情報メイン画面（トリップメー 
ター、オドメーター） 

• 車両情報サブ画面（シフト位置 
表示/ギアレンジ表示/ギア表 
示* /走ネ寸モード表示/外如温度表 
示/走行速度表示/クルーズコン 
卜□一 J レ表示/可変スピードリミッ 
夕一表示） 

• タイヤ空気圧警告システム画面 
(0180 ぺージ） 

• 冷却水温度画面 

• 走行速度/が気温度表示画面 

• メンテナンスインジケーター画面 
(>191ページ） 


車両情報メイン画面（トリップメー 


夕一/オドメーター ) 




t- / 

km 

0.0— @ 


①トリップメーター 


③オドメーター 


車両情報メイン画面を表示させる 

► ra またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます。 


リセット後の走行距離を表示します。 


トリップメーターをリセットずる （0.0 
に戻ず） 

► リセットボタン （>105 ぺージ）を、 
表示び0.0になるまで押し続けます。 

オドメーター 

これまでに走行した距離の総合計を表 
TJX します。 


車両情報サブ画面 




prEId 回 

+20.己た 


LIM 30km/h 


のシフ ト位置表示/ギアレンジ表示, 



ギア表示* 

③走行モード表示 
⑤外気温度/走行速度表示 
® クルーズコント□ール表示/巧変ス 


ピードリミッター表示 


シフト位置表示/ギアレンジ表示/ 
ギア表示* 

才ートマチックトランスミッションの 
シフト位置を表示します （^98 ペー 
ジ）。 


ティップシフトのときは選択している 
ギアレンジを表示します（1>100ペー 
ジ）。 


マニュアルギアシフト*のときは選 
択しているギアを表示します(>102 
ぺージ）。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


走行モード表示 

才ートマチックトランスミッション 
の走行モードを表示します098 
ぺージ)。 

外気温度/走行速度表示 

外気温度また I ま走行速度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"メー 
タークラスタ"の"車両情報サブ画面 
の表示設定画面" （^11 8ページ）で 
手号ないます。 

A 事故のおそれがありまず 

外気温度表示び上でを、路面び 
凍結していることびあります。走行 
には十分を意してください。 

H 外気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されます。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、外気温度表示 
は路面からの簡射熱などの影響を受 
けます。したがって、外気温度表示 
び実際の外気温度と異なることびあ 
ります。 

クルー ズ コント□—ル 表示/可変 ス 
ピードリミッター表示 

クルーズコント□ールまたは巧変ス 
ピード U ミッターを設定したとさに、 
インジケーターと設定速度が表示され 
ます。 

詳しくは（>130、134ぺージ）をご 
覧ください。 


冷却水温度画面 



エンジンの冷却水温度を表示します。 


冷却水温度画面を表示させる 

► またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます（杉109 
ぺージ)。 

► ^または^を押して、冷却水 
温度画面を表示させます。 

〇 指定の冷却水を適切な湿合比で使 
用しているとさは、約120でまで 
はオーノ（ーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上り坂び続くとさなど 
に、120む付近を示すことがあり 
ますび、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに冷却水に関する故障/ 
警告メッセージ0210.211ペー 
ジ）び表示されない限り、問題あ 
りません。 

走行速度/外気温度表示画面 



①走む速度表示 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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才—フ■イオ 


——+20•己 。 C 


ラジオ局を選択ずる 


の 

②外気温度表示 


走行速度または外気温度を表示します 

表示の切り替えは各種設定の 
タークラスタ"の"車両情報サブ画面 
の表示設定画面"（>118ページ）で行 
ないます。 



の" FMT または " FM 2" 

" AM 1" または " AM 2" 

③プ U セツト番号/受信周波数 


走行速度/外気温度表示画面を表示さ 

せる 

► ra またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます（1>109 
ぺージ)。 

► またはを押して、走行速 
度/外気温度表示画面を表示させ 
ます。 

〇 走行速度の表示単位を km / h 表示 
または mph 表示に切り替えること 
がでさます （^11 7ページ)。 

〇 車両情報サブ画面の表示設定画 
面"で"力''イキオンド"を選択すると 
走行速度表示になり、"ソクド"を選 
択すると外気温度表示になります。 


C 0 MAND システムで、 FM ラジオま 
たは AM ラジオを受信しているときに 
表示*選局でさます。 

► ffi ] またはを押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► ^または^を押します。 

次または前のプリセツト番号の放送 
局に移動します。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► ^または^を押して保持し 
ます。 

受信周波数び移動して、次に受信で 
さる周波数で停止します。 


〇 ラジオの詳細については、別冊 
「 C 0 MAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 







112 マルチフアンクシヨンディスプレイ 


音楽を選巧ずる 


テレビ局を選局ずる 



mm 



① 音楽ソース表示 (" DISC " / " M . CARD " 
/ " HDD " / " MEDIA " / " AUX ") 

② トラック番号 

COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、メモリーカード、 
ミュージックレジスター、メディアイ 
ンターフてース、が部入力）び音楽ソー 
ス表示のに表示されます。 

► ra またはを押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

音楽を選巧ずる 


① " TV 1" または " TV 2" 

② プ U セツト番号/チャンネル番号 

COMAND システムで、テレビを受信 
しているとさに表示*選局でさます。 

► ra またはを押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

テレビ局をプリセツト選局ずる 

► ^または^を押します。 

次または前のプリセツト番号のテレ 
ビ局に移動します。 


ディスク、メモ U —カード、ミュー 
ジックレジスター、メディアインター 
フエースのいずれかを再生していると 
さは選曲を行なラことがでさます。 

► または^を押します。 

次の巧または前の巧が選巧され 
ます。 

〇 音楽再生の詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


テレビ局を自動選局ずる 

► ^または^を押して保持し 
ます。 

受信チヤンネルび移動して、次に受 
信でさるチヤンネ j レで停止します。 

〇 テレビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 






マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


113 


DVD ビデオのチャプターを選択ずる 


ナビ 



①チャプター番号 

COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示*選択でさ 
ます。 

► ra またはを押して、オーディ 
才のメイン画面を表示させます。 

チャプターを選択ずる 

► またはを押します。 

次のチャプターまたは前のチャプ 
ターが再生されます。 

© DVD ビデオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


COMAND システムのナビ機能をマル 
チフアンクシヨンディスプレイに表示 
でさます。 

ナビ画面を表示させる 

► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► またはを押して、ナビ画 
面を表示させます。 

ルート案内を行なっていないとき 



①進行ち向のち位表示 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行方向の方位①び表示されます。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ルート案内を行なっているとき 


故障表示 



の 


© 


なを 


①目的地までの距離 
©交差点（分岐点）での進行ち向 
⑤交差点（分岐点）までの距離 
④交差点（分岐点）までの距離を示ずグ 
ラフ 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行ち向や交差点（分岐点）までの距 
離、交差点（分岐点）での進行方向な 
どび表示されます。 

〇 ナビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


①故障件数画面（この例では、2件故障 
びありまず） 

③故障/警告メッセージ画面の例 

故障や異常が起さたとさ、車の状況を 
メッセージで表示します。 

〇 故障や異常びないとさは、故障表 
示画面は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンがかかっているとさに故障 
や異常び発生したとさは、故障/警 
告メッセージ画面び自動的に表示さ 
れます。 

複数の故障や異常びあるとさは、故 
障/警告メッセージ画面び約5秒間 
隔で順番に表示されます。 


ステア U ングの I 昌コ 1 E 貫 や r ^ r ^ 、 
またはリセットボタンを押すと、故 
障/警告メッセージび消えます。 

故障/警告メッセージを手動で確 
認ずる 

エンジンスイッチび 1 か 2 の位置の 
とさに表示できます。 

► またはを押して、故障件 
数画面のを表示させます。 

故障件数び数字で表示されます。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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► ^またはを押して、故障/ 
警告メッセージ画面③を順番に表 
示させます。すべて表示されると、 
故障件数画面のに戻ります。 

故障表示のリセット 

7ルチフアンクションディスプレイに 
故障/警告メッセージび表示されてい 
るとさは、エンジンスイッチを0の位 
置にすると、故障/警告メッセージ 
の表示が消えます。 

ただし、故障や異常の状況が変わら 
ない場合は、次にエンジンスイッチを 
1か2の位置にするか、エンジンを始 
動したとさ、再び故障/警告メッセー 
ジび表示されます。 

n 表示される故障や異常は一部の限 
られた装備についてであり、表示さ 
れる内容ち限られています。故障や 
異常の表示は運転者を支援するわの 
です。発生した故障に対処して車の 
安全性を確保する責任は運転者にあ 
ります。 

P 故障/警告メッセージが表示され 
たとさは、必ずメルセデス•ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

P 表示される故障/警告メッセージ 
については0205ぺージ〜）をご 
覧ください。 


各種設定 


「各種設定」には(下の画面びあり 
ます。 

• 各種設定メイン画面 

• 設定グループ選択画面 

• 各種設定項目の初期化画面 

• 各種設定項目の初期化完了画面 

D 設定の変更は必ず停車中に行なつ 
てください。 

〇 安全のため、走行中は設定を変更 
でさない項目があります。 

各種設定メイン画面 

各種設定メイン画面を表示させる 



またはを押して、各種設 
定メイン画面を表示させます。 


B 義09恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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設定グループ選択画面 


各種設定項目の初期化 



設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、設定グ 
ループを選択します。 

設定項目画面を選択ずる 

► 選択したグループ名を確認して、 
^を押すと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面が表示され 
ます。 

► ^または^を押して、設定項 
目画面を選択します。 

設定項目画面の数値や設定を変更ずる 

機能のオン/オフを選択ずる 

► m またはを押して、数値や 
設定を変更したり、機能のオン/ 
オフを選択します。 


各種設定の項目を工場出荷時の設定に 
初期化する（戻す）ことびでさます。 

各種設定項目を初期化ずる 

► またはを押して、各種設 
定メイン画面を表示させます。 

► リセットボタン （>105 ぺージ）を 
約3秒間押し続けます。 


セッテイ 

コウジョウシユッカジノ 
セッテイニモドシ7スカ？ 
ジッコウハ 
R ボタン！ 


初期化画面 

初期化画面が表示されます。 

►初期化画面の表示中（約5秒(内） 
に、リセットボタンを押します。 





初期化完了画面 

初期化び実行され、初期化完了画面 
が表示されます。 

〇 初期化画面び表示されてから約5 
秒間リセットボタンを押さずにいる 
と、各種設定メイン画面に切り替わ 
ります。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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〇 各種設定項目を初期化すると、 
設定グループ選択画面び表示され 
ます。 

〇へッ ドランプ点灯モードが常時点 
なモードのとさは、走行中にヘッド 
ランプ点なモードを手動点なモード 
に初期化でさません。 

〇 ウィンタータイヤスピードリ 
S ッターの設定内容は初期化でさ 
ません。 


速度-距離単位設定画面 



ヒヨウジタンイ 
ソクド/ソウコウキヨリ 


10 〇 

マイル © 


スピー ド メーターと マルチファンク 
シヨンディスプレイの速度と走行距離 
の表示単位の設定びでさます。 


メーター クラスタ 


r メータークラスタ」では、じ(下の画 
面での設定を行なラことびでさます。 

• 速度*距離単位設定画面 
• ディスプレイ言語設定画面 
• 車両情報サブ画面の表示設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
([>115ぺージ）。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"メー 
タークラスタ"を選択します。 

設定項目画面を表示させる 

► を押します。 

メータークラスタの最初の設定項目 
画面が表示されます。 


► W または W を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示び km / h 、 km に 


なります。 

7ィル 

表示び mph 、 マイル/ 


Ml になります。 


Plmph は約1 ^ m / h です。スピー 
ド メーターと マルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイの表示単位がマイル表 
示になっていると、誤って速度を超 
過するおそれびあります。必ず km 
表示を選択してください。 

ディスプレイ言語設定画面 



ディスプレイに表示する言語の設定び 
でさます。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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► W または^を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ヒ nglish 

英語表示になります。 

ニホンゴ 

日本語表示になります。 


〇 この画面で設定した言語を 
COMAND システムにも適用で 
さます。詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読みください。 

車両情報ヴブ画面の表示設定画面 



車両情報サブ画面 （^109 ページ）に 
表示される項目の設定びでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

車両情報サブ画面の 
表示が走行速度にな 
ります。 

ガイキオンド 

車両情報サブ画面の 
表示び外気温度にな 
ります。 


フィト 

「ライト」では、(下の画面での設定 
を行なラことびでさます。 

• へッ ドランプ点好 モー ド設定画面 
• □ケイターライティング設定画面 
• 車外ランプ消な遅延機能設定画面 
• ルームランプ消な遅延機能設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
0115ぺージ）。 

► 各種設定メイン画面表示中に 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"ライ 
卜 " を選択します。 

設定項目画面を表示させる 

► ^を押します。 

ライトの最初の設定項目画面が表示 
されます。 


〇 車両情報サブ画面の表示を切り替 
えると、走行速度/外気温度表示 
画面 （^110 ページ）の表示ち切り 
替わります。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 









マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


119 


へッドランプ点'灯モード設定画面 


へッ ドランプの点な モー ドの設定びで 
さます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

マニュアル 

手動点なモードです。 

へッドランプなどを点 
なするとさはランプス 
イッチを操作します。 

日本ではこのモードに 
設定してください。 

ツネニオン 

常時点なモードです。 

ランプスイッチを 
か | auto | の位置にし 
ているとさにエンジン 
を始動すると、ヘッド 
ランプなどび常に点な 
します。 


〇設定び常時点灯モードのとさは、 
ち全のため走行中に設定を変更する 
ことはでさません。 


このとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"セツテイ A テイシチュウノミ 
カノウテ''ス"と表示されます。 


〇 常時点なモードは、走行中の常時 
点巧が義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
なモードに設定して使用して<だ 
さし、。 

〇 常時点なモードで自動的に点灯す 
るランプは、ヘッドランプ、車幅 
な、テールランプ、ライセンスラン 
プです。ヘッドランプを上向きにし 
たり、フォグランプなどを点なする 
とさは、各スイッチを操作してくだ 
さい。 

□ケイターライテイング設定画面 



周囲が暗いとさに U モコン操作で解 
錠すると車がランプが点灯する機能の 
設定がでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに 、 U 
モコン操作で解錠する 
と、車幅な、フ□ント 
フォグランプ、 テール 
ランプ、ライセンスラ 
ンプび点なします。 

オフ 

□ケイ ター ライティン 
グは作動しません。 


詳しくは（>56ぺージ）をご覧ください。 




ミ0 ヘッドライト 

スイッチ 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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車がランプ消'灯遅延機能設定画面 


ルームランプ消'灯遅延機能設定画面 



周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と車外ランプび点なする機能の設定び 
でさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさにエン 
ジンを停止すると、車 
幅な、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、 
ライセンスランプび点 
なし、ドアやトランク 
を開いて閉じた後、約 
15秒後に消なします。 

オフ 

車がランプ消な遅延機 
能は作動しません。 

詳しくは 

081ページ）をご覧くだ 


ルームランプが自動点なモードで周囲 
び暗いとさにエンジンスイッチから 
キーを抜くと、ルームランプが点なす 
る機能の設定ができます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


さし、 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点 
なモードで周囲が暗い 
とさにエンジンスイツ 
チからキーを抜くと、 
ルームランプび約10 
秒間点なします。 

オフ 

ルームランプ消灯遅延 
機能は作動しません。 

詳しくは 

さい。 

(杉86ページ）をご覧くだ 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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シャリョウ 

r シャリョウ」では、(下の画面での 
設定を行なラことができます。 

• ウィンタータイヤスピードリミツ 
ター設定画面 

• 車速感応ドア□ツク設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
([>115ぺージ）。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"シャ 
リョウ"を選択します。 

► ^を押します。 

シヤ U ョウの最初の設定項目画面び 
表示されます。 


ウインタータイヤスピードリ5ッター 
設定画面 



最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 


日本仕様でわ設定はでさますび、法定 
速度を守つて走行してください。 


► W または^を押して、設定内 
容を切り替えます。 

表示 

設定内容 

オフ 

ウィンタータイヤス 
ピードリミッターは 
作動しません。 

240 km/h 

230 km/h 

220 km/h 

最高速度びそれぞ 
れの速度に設定さ 
れます。 


210 km/h 
200 km/h 
190 km/h 
180 km/h 
170 km/h 
160 km/h 

※上記は、車両の機能の説明です。公道を走行す 
る際は、必ず法定速度や制限速度を遵守して 
<ださい。 


B 義09恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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〇 ウィンタータイヤ スピード リ ミッ 
ターを設定しているとさは、可変 
スピー ドリ ミッター(1>132ぺ一 
ジ）で設定できる制限速度の上限は、 
ウィンタータイヤスピードリ ミッ 
ターの設定速度になります。 

車速感応ドア□ック設定画面 



走行速度び約1 5 km/h (上になった 
ときに、ドアとトランクを自動的に施 
錠する機能の設定びできます。 


► W または^を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックが 


作動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは 


作動しません。 

詳しくは 

(^59 ぺージ）をご覧くだ 


さし、 


ノノオート 

r コンフオート」では、じ(下の画面で 
の設定を行なラことがでさます。 

• イージーエントリー設定画面 
• 施錠時のドア S ラー格納設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
0115 ぺージ）。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"コン 
フオート"を選択します。 

► を押します。 

コンフオートの最初の設定項目画面 
び表示されます。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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イージーエントリー設定画面 施錠時のドアミラー格納設定画面 



□ツクシ'' ノ 
5ラーカクノウ 


運転席への乗り降りを容易にするイー 
ジーエント U —機能の設定びできます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


にするイーリモコン操作での施錠時にドアミラー f 

か - 一 _1—_I_|_ _|_ I J-^ /, _|_|_ —y I ム|ム /、レ ニ ロ _ ■ ~>— ■ I か - J — _1__ _I_|_ — 


リモコン操作での施錠時にドアミラー 
を格納する機能の設定びできます。 m 

m またはを押して、反転表 W 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

イージーエントリー機 


能が作動します。 

オフ 

イージーエントリー機 


能は作動しません。 


詳しくは （^68 ページ）をご覧くだ 
さい。 


A けがのおそれびありまず 


表示 

設定内容 

オン 

リモコン操作での施錠 
時にドアミラーび格納 
されます。 

オフ 

リモコン操作での施錠 
時にドアミラーは格納 
されません。 

詳しくは 

さし、。 

071ページ）をご覧くだ 


イージーエント U —機能び作動ずる 
とステア U ングび動さます。乗員の 
身体び挟まれないよラにを意して< 
ださい。 

デ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。イージーエント U — 
機能び作動して、ステア U ングに身 
体を挟まれるおそれびあります。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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トリップコンピューター 


「トリップコンピューター」にはじ(下 
の画面びあります。 

• エンジン始動時からの情報表示画面 
• U セット時からの情報表示画面 
• 走行可能距離画面 

エンジン始動時からの情報表示画面 



①エンジン始動時からの走行距離 （ km ) 
③エンジン始動時からの経過時間 （ h ) 

⑤エンジン始動時からの平均速度 ( km / h ) 
® エンジン始動時からの平均燃費 （ km / I ) 

エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表示します。 

〇 エンジンスイッチを0の位置にし 
てから、またはキーを抜いてから約 
4時間経過すると自動的にリセット 
されます。 

約4時間じ(内にエンジンスイッ 
チを1または2の位置にしたと 
さは、前回の情報が継続して表 
示されます。このときは、999 
時間経過後、または9,999 km / 
9,999マイル走行に自動的に U セツ 
卜されます。 


エンジン始動時からの情報表示画面を 
表示させる 

► IE またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報表示画面を表示 
させます。 

エンジン始動時からの情報表示画面は 
手動でリセットすることわでさます。 

エンジン始動時からの情報表示画面を 
手動でリセットずる 

► エンジン始動時からの情報表示画面 
が表示されているときに、リセット 
ボタン0105ページ）を押し続け 
て、表示を U セットします。 

リセット時からの情報表示画面 


リセットカラ 
2135 km 30 : 30 h 
—70 km/h 
7.1 km/I' 




① U セツト時からの走行距離 
© U セツト時からの経過時間 
⑤ U セツト時からの平均速度 
® U セツト時からの平均燃費 


( km ) 

( h ) 

( km / h ) 

( km / I ) 


U セットしたときを起点とした情報 
を表示します。 

リセット時からの情報表示画面を表示 
させる 

► ffi ] またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報表示画面を表示 
させます。 

► を押して、リセット時からの 
情報表示画面を表示させます。 


ielw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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リセット時か S の情報表示画面をリ 
セットずる 

► U セット時からの情報表示画面が表 
示されているとさに、 U セットボタ 
ン0105ぺージ）を押し続けて、 
表示を U セットします。 

〇 リセット後は、え999時間経過後、 
または99,999 km / 99,999マイル走 
行後に自動的に U セツトされます。 

走行可能距離画面 



現在の燃料残量で走行可能なおよその 

距離を計算し、予測値として表示します。 

走行可能距離画面を表示させる 

► エンジンスイッチを2のイ立置にします。 

► ffi ] またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報表示画面を表示 
させます（>124ぺージ）。 

► ^を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 

H 走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と燃料残量から計算した予測値 
です。今後の走行状況に応じて大きく 
変動することがありますので、燃料計 
を確認して、早めに給油してください。 

©燃料 残量び少ないとさは、走行可 
能距離の代わりに^び表示され 
ます。最寄りのガソリンスタンド 
ですみやかに給油してください。 


電話 _ 

携帯電話を COMAND システムに接 
続することにより、八ンズフリー通話 
がでさます。 

〇 COMAND システムには Bluetooth ® 
接続またはケーブル接続*により 
携帯電話を接続でさます。詳し < は、 
別冊 「 COMAND システム取扱説 
明書」をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

安全のため、運転者は走行中の携帯電 
話の接続や、携帯電話本体の使用は避 
けて < ださい。 

走行中は電話をかけないでください。 
また、走行中に電話びかかってさたと 
さは、あわてずに安全な場所に停車し 
てから受けてください。 

どラしてち電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフ U —機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に停 
車してからかけ直してください。 

〇 走行中は一部の機能び使用できな 
くなります。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 
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電話画面を表示させる 


通話を終える（電話を切る） 



► 1^を押します。 

通話を保留ずる 


► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 

► またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"デンワマチウケ"と表示さ 
れます。 

着信した電話を受ける 



発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話び着信すると上記のよラな画面び 
表示されます。 

► 着信呼び出し中にを押します。 


► 着信呼び出し中に^を押します。 

〇 上記の操作は電話画面を表示し 
ていないとさち行なラことびでさ 
ます。 

電話帳か S 電話を発信ずる 

COMAND システムに登録されている 
電話帳から電話を発信でさます。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話 
帳データを入力したり、携帯電話 
や PC カー ドからデータをダウン 
□ー ドでさます。詳しくは、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 

► またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

► ^または^を押して電話帳を 
呼び出します。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳のリストがスク□ールします。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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か 心またはのを押し続けると、 
はじめの7件目までは1件づつ表 
示されます。 

の または^をさらに押し続け 
ると、8件目からは五十音順または 
アルファべット順の先頭のデータ 
び表示されます。 

► を押します。 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に、"八ッシン..."のメッセージと 
発信した電話番号が表示されます。 
電話帳に名前び登録されているとさ 
は、名前ち表示されます。また、発 
信した番号び履歴に登録されます。 

〇 電話帳データに複数の電話番号 
が登録されているとさは、さらに 
の または^を押して電話番号 
を選択してから、を押すと発 
信されます。 

〇 ステア U ングの!^スイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
ます。 


発信履歴か S 電話を発信ずる 

► ffi ] またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

► COMAND ディスプレイに"デンワ 
マチウケ II と表示されているとさ 
に、を巧します。 

発信履歴び表示されます。 

► ^または^を押して、発信先 
を選択します。 

► [ S を押します。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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走行装備 


走行装備には、(下のものがあります。 
• クルーズコント□ール 

設定速度を自動的に維持して走行で 
さます。 

• 可変スピードリミッター 

設定速度を超えないよラに走行で 
さます。 

• パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、 
障害物とのおよその距離を知らせ 
ます。 

ABS 、 BAS 、 ESP ⑩に関しては、走行 
安全装備 （^44 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


クルース」ソトロール _ 

アクセルペダルを踏まなくてわ、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

設定できる速度は約 30 km / h じ(上です。 

A 事故のおそれがありまず 

車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保など、 クルー ズ コント □ ール 
使用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任びありまず。 


A 事故のおそれがありまず 

下のよラな場合はクルーズコント 

□ールを使用しないでください。 

• 一定の走行速度を維持でさない道 
路•交通状況の場合（交通量び多い 
場合やカーブび連続している場 
合）。事故を起こずおそれびあり 
ふ 9 〇 

• 路面び滑りやすい場合。ブレーキ 
や加速により駆動輪びグ U ップを 
失い、車びス U ップずるおそれび 
あ0まず。 

• 霧や激しい雨、雪などで視界び確 
保でさない場合 

H クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用する 
ことを想定したわのです。市街地で 
は使用しないでください。 

B 指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動するおそれび 
あります。 

H クルーズコント □ ールの設定速度 
の表示とスピードメーターおよびマ 
ルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度表示には、若干の誤差び生じる 
ことびあります。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにクルーズコント□ールに関する 
故障/警告メッセージび表示され 
たときは （^208 ページ）をご覧く 
ださい。 
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H 急な上り坂では、クルーズコント 
□ールが速度を維持するためにシフ 
トダウンしますび、設定した速度を 
維持でさないことがあります。この 
よラなとさはアクセルペダルを踏ん 
で加速してください。 

P 急な下り坂などで惰性がついたと 
さは、速度を維持するために自動的 
にブレーキを効かせることがあり 
ますび、設定速度を維持でさないこ 
とびあります。 

このよラなときは、ブレーキぺダ 
ルを踏むか、ティップシフトで低い 
ギアレンジを選択しエンジンブ 
レーキの効さを強くして、減速し 
てください。 

A 事故のおそれびありまず 

路面び滑りやすいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失い、車 
びス U ップするおそれびあ0まず。 

P 自動的にブレーキを効かせている 
とさは、ブレーキペダルが奥に引さ 
込まれます。ブレーキペダルの下に 
足を置いていると挟まれたり、ブ 
レーキの作動を妨げるおそれびあり 
ます。 


クルーズコント□ールの使いかた 



① 現在の走行速度に設定する/設定速 
度を上げる 

② 表示灯 

⑤記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる 

® 現在の走行速度に設定ずる/設定速 
度を下げる 

⑤クルーズコント□ールと可変スピード 
リミッターを切り替える 
® クルーズコント□ールを解除する 

可変スピードリミッター(1>132ぺ一 
ジ）と同じレバーを使用します。 

レノ（一の表示灯③び消好していると 
さに、クルーズコント□ールを操作で 
さます。 

レノ（一の表示巧③び点灯していると 
さは、巧変スピード U ミッターを操作 
でさる状態です。レバーを⑤のち向 
に押すと表示灯び消なし、クルーズコ 
ント□ールの操作がでさる状態に切り 
替わります。 
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クルーズコント□ールを設定ずる 

► レバーの表示な③び消なしている 
ことを確認します。 

点なしているとさは、レバーを⑤ 
の方向に押して、表示なを消なさ 
せます。 

►希望の速度まで加速、または減速し 
ます。 

►希望の速度に達したとさ、レバーを 
①か④のち向に操作します。 

そのとさの速度に設定されます。 
または 

► レバーを③の方向に引きます。 

記憶されている設定速度に設定され 
ます。 

アクセルペダルから足を放すと、設定 
した速度を維持するよラに走行します。 



A 事故のおそれがありまず 

記憶されている設定速度に再度設定す 
るとさは、周囲び安全な状況であるこ 
とを確認してください。走行中の速度 
と設定速度に大さな差びあると、急 
加速して事故を起こずおそれびあり 
ます。 



PRN 因回 
+2〇|5た 
風 40km/h 



設定速度びマルチフアンクシ： 

に表示された例 
@設定速度 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
"クルーズコント□ール"と設定速度 
@が数秒間表示されます。 


設定速度び車両情報サブ画面に移動し、表示さ 

れた例 

® クルーズコント□—ルインジケーター/ 
設定速度 

数秒後、車両情報サブ画面にクルーズ 

コント□ールインジケーターと設定速 

度®が表示されます。 

〇 上り坂などを走行するとさは、設 
定した速度を維持でさないことびあ 
りますが、路面び平坦になると、設 
定した速度で走行を再開します。 

〇 設定速度び記憶されていない状態 
でレバーを③の方向に引いたとさ 
や走行速度が約 30 km/h (下のと 
き、 ESP ® オフスイッチで ESP ® の 
機能を解除しているときはクルーズ 
コント□ールを設定でさません。こ 
のとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "一- km / h " び数秒 
間点滅します。 


を跋6恒冊 





走行装備 


131 


クルーズコント □ ールの設定速度 
は記憶されます。ただし、エンジン 
スイツチを一度0か1の位置にする 
と、記憶された速度は消去されます。 

設定速度を上ばる 

► レバーをのの方向に上げ続けます。 
► 希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 クルーズコント□ールはアクセル 
ペダルを踏んでわ解除されません。 
追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るとさは、アクセルペダルを踏んで 
速度を上げてください。アクセルぺ 
ダルから足を放すと、元の設定速度 
に戻ります。 

設定速度を下げる 

► レバーを④のち向に下げ続けます。 
► 希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 レバーを①か④の方向にごく短 
時間操作すると、1 km / h 単位で速 
度の設定がでさます。 

〇 レバーを④の方向に下げて減速 
しているとさに、シフトダウンした 
り、自動的にブレーキを効かせるこ 
とびあります。 

H 自動的にブレーキを効かせている 
とさは、ブレーキペダルび奥に引さ 
込まれます。ブレーキペダルの下に 
足を置いていると挟まれたり、ブ 
レーキの作動を妨げることがあり 
ます。 


クルーズコント□ールの設定を解 
除ずる 

► レバーを®のち向に押します。 
または 

► ブレーキ ペダルを踏みます。 

または 

► レバーを®のち向に押します。 

レバーの表示な③び点なし、可変 
スピードリミッターの操作がでさる 
状態に切り替わります。 

〇 じ(下のとさは、クルーズコント 
□ールは自動的に解除されます。 

• セレクターレバーを m に入れ 
たとさ 

• ESP ⑩オフスイッチで ESP ⑩の 
機能を解除したとき 

• ESP ⑩び作動したとさ 

• 走行速度び約 30 km/hii (下に 
なつたとさ 

このとさは確認音が鳴り、マルチ 
フアンクションディスプレイに"クル- 
ス''] ン阳-ル オフ" と表示されます。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たときち自動的に解除されます。 

A 事故のおそれびありまず 

クルーズコント□ールはセレクター 
レバーを m に入れても)解除され 
まずび、走行中はセレクターレバー 
を m に入れないでください。エン 
ジンブレーキび効かないため、事故 
を起こしたり、トランスミッション 
を損傷ずるおそれびありまず。 
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可変スピードリミッター _ 

制限速度を設定すると、アクセルぺダ 
ルを踏み込んでいてち、設定した速度 
を超えないよラに走行することびでさ 
ます。 

設定できる制限速度は 30 km / h 〜 
21 Okm / h 、 または 250 km / h の間です。 

ただし、車の最高速度(上に制限速度 
を設定してわ、車の最高速度 iiLb の速 
度で走行することはでさません。 

《上記は、車両の機能の説明でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

《設定でさる制限速度の上限は、車種や仕 
様により異なります。 


公 事故のおそれがありまず 

• 走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。巧変スピードリミッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任びあります。 

• 運転を交代するときは、必ず交代ず 
る運転者に、可変スピード U ミッ 
ターの機能と設定した制限速度を 
伝えてください。 

可変スピードリミッターの機能を 
知らずに運転すると、アクセルぺ 
ダルを踏んでを速度び上びらず、 
事故を起こすおそれびありまず。 

• 巧変 スピード U ミッタ ーはブレー 
キペダルを踏んでを解除でさま 
せん。 

• 巧変スピード U ミッターは設定し 
た制限速度切^上に加速ずる必要の 
ないとさに使用してください。 


〇可変スピードリミッターの設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
びマルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差び生 
じることびあります。 

n マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに可変スピードリミッターに関す 
る故障/警告メッセージが表示さ 
れたときは （^208 ページ）をご覧 
ください。 

〇急な下り坂などで惰性びついたと 
さは、速度を維持するために自動的 
にブレーキを効かせることびあり 
ますび、設定速度を維持でさないこ 
とびあります。 

このよラなときは、ブレーキペタルを 
踏むか、テイップシフトで低いギアレ 
ンジを選択しエンジンブレーキの効さ 
を強くして、減速してください。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失い、車 
びス U ップずるおそれびあ0まず。 


心 事故のおそれがありまず 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないでください。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
<なった0、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあ0まず。 
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A けびのおそれがありまず 

自動的にブレーキを効かせていると 
さは、ブレーキペダルび奥に引さ込 
まれます。ブレーキペダルの下に足 
を置いていると挟まれたり、ブレー 
キの作動を妨げるおそれびありまず。 

〇 ウィンタータイヤスピードリミッ 
ター(>121ページ）を設定してい 
るとさは、可変スピードリミッター 
で設定でさる制限速度の上限は、 
ウィンタータイヤスピードリミッ 
ターの設定速度になります。 

〇 設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音が鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"リミット]エ7シ 
夕！"と表示されることびあります。 


可変スピードリミッターの使いかた 



の現在の走行速度に設定ずる /30 km/h 
に設定ずる/設定速度を上げる 
③表示灯 

® 記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/設定速度を上げる 
® 現在の走行速度に設定ずる /30 km/h 
に設定する/設定速度を下げる 
©巧変スピード U ミッターとクルーズコ 
ント□ールを切り替える 
® 可変スピードリミツターを解除する 


クルーズコント□—ル (>128 ぺージ) 
と同じレバーを使用します。 

レノ（一の表示灯③が点なしていると 
さに、巧変スピード U ミッターを操作 
でさます。 

レノ く一の表示な③び消なしていると 
さは、クルーズコント□ールを操作で 
さる状態です。レバーを®のち向に 
押すと表示な③び点灯し、可変スピー 
ドリミッターの操作びでさる状態に切 
り替わります。 

可変スピードリミッターを設定ずる 

レノ（一の表示な③び点なしているこ 
とを確認してください。 

► レバーを①か④のち向に操作し 
ます。 

• 走行速度が約 30 km/h (下のと 
きは 30 km / h に設定されます。 

• 走行速度が約 30 km/h (上のと 
さはそのとさの速度に設定され 
ます。 

または 

► レバーを③のち向に引きます。 

記憶されている制限速度に設定され 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

巧変スピード U ミッターを設定する 
とさは、周囲の安全、特に後方の車な 
どにを意しなびら操作してください。 

記憶されている前回の設定速度び走 
行速度より低いとさは、前回の設定 
速度に設定すると、アクセルペダル 
を踏んでいてち車は減速しまず。 
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設定した制限速度びマルチフアンクシ E 
スプレイに表示された例 

@設定速度 


ンデイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
II リミット"と設定速度®が数秒間表 
示されます。 



PRN 因回 
+20.已で 
麼 ) UM 目 Okm/h 




設定した制限速度び車両情報サブ画面に移動し、 
表示された例 


® 巧変スピードリミツタ- 
夕一/設定速度 


-インジケー 


数秒後に車両情報サブ画面に可変ス 
ピード U ミッターインジケーターと設 
定速度®び表示されます。 

〇 巧変スピード U ミッターの設定速 
度は記憶されます。ただし、エンジ 
ンスイッチを一度0か1の位置にす 
ると、記憶された速度は消去され 
ます。 

〇 設定速度び記憶されていないとさ 
にレバーを⑤のち向に引くと、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "— km / h " び数秒間点滅します。 


〇 アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンしているとさは巧変スピード 
リミッターを設定することはでき 
ません。 

設定速度を変更ずる 

► レバーをのの方向に上げます。 

設定速度び1 Okm / h 単位で上びり 
ます。 

または 

► レバーを⑤のち向に引きます。 

設定速度が1 km / h 単位で上びり 
ます。 

または 

► レバーを④のち向に下げます。 

設定速度び1 Okm / h 単位で下びり 
ます。 

〇設定速度を変更するとさは、周囲 
の状況、特に後方の車などにま意し 
なびら操作してください。事故を起 
こすおそれびあります。 

可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを®のち向に押します。 
または 

► レバーを⑤の方向に押します。 

レノ く一の表示な③び消なし、クルー 
ズコント□ールの操作びでさる状態 
に切り替わります。 
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〇 次の操作をしたとさは巧変スピー 
ド U ミッターび自動的に解除され 
ます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このとさは確認音び鳴ります。 

ただし、設定速度より約 20 km / 
h iiLb 低い速度までは、一時的に 
キックダウンしても可変スピー 
ドリミッターは解除されません。 

• エンジンを停止したとさ 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ ペダルを踏んでち可変 ス 
ピードリミッターを解除ずることは 
でさません。 


パーク ト □ニック * _ 

フ□ントとリアのバンパーにあるセン 
ヴーで障害物などを感知し、車と障害 
物とのおよその距離を、インジケー 
ターと警告音で運転者に知らせます。 

A 事故のおそれがありまず 

パークト□ニックは運転者を支援す 
るシステムです。運転者はパークト 
□ニックに頼らず、必ず周囲の状況 
を確認してください。 


心 けがのおそれがありまず 

車の周辺に人や動物びいないことを 
確認してください。 


パークト□ニックセンヴー 



①センサー 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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U ァ 

②センサー 


フ□ン トバンパーに6個のセンサー 
のび、 U アバンパーに4個のセンサー 
③びあります。 

〇センサーにおや氷、雨、水しぶさ 
などが付着したとさは、赤色インジ 
ケーターだけび点なして、約20秒 
後にパークト□ニックが停止するこ 
とがあります。センサーに損傷を与 
えないよラ注意して、定期的に清掃 
してください（>196ページ）。 


インジケーター/作動表示'灯 



フ〇ント 


① 左側インジケーター 

② ち側インジケーター 
⑤フ□ント作動表示灯 


フ□ントのインジケーターと作動表 TJX 
なはダッシュボード上の図の位置にあ 
ります。 



① 左側インジケーター 

② ち側インジケーター 
® U ア作動表示巧 

U アのインジケーターと作動表示灯は 
車室内後方の図の位置にあります。 
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ノ くンノ く一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点灯数で示し 
ます。 
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H システムに異常びあるとさは、赤 
色インジケーターだけが点なして 
警告音び鳴り、約20秒後にパーク 
卜□ニックび停止することびあり 
ます。このときは、パークト □ニッ 
クオフスイッチ （0139 ページ）の 
表示なび点なします。 

〇 エンジンスイッチを2の位置にす 
ると、すべてのインジケーターと作 
動表示なび一瞬点なします。 

パークト□ニックの作動条件 

エンジンスイッチび2の位置でノ くーキ 
ングブレーキび解除されているとさ、 
シフト位置に応じてじ(下のよラに作動 
します。 


シフト位置 

作動内容 

CE 

フ□ントのセンサーが 
作動し、フ□ントの作動 
表示な③び点なします。 

I R II N I 

フ□ントとリアのセン 
ヴーび作動し、フ□ン 
卜と U アの作動表示な 
③®び点口します。 

の 

パークト□ニックは作 
動しません。 


〇 パークト□ニックは、速度び約 
18 km / h じ(下のときに作動します。 
速度が約 18 km / hii (上になると機 
能が解除されます。 


パークト□ニックの作動 


フ□ントのセンサー感知節囲に障害物 
が入ったとき 

フ□ントのセンサー感知範囲(>138 
ページ）に障害物が入ると、黄色イン 
ジケーターび1個点なします。 

障害物との距離が短<なるにつれ、点 
なする黄色インジケーターの数が増え 
ていさます。 

障害物との距離がセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて1個目の赤色のインジ 
ケーターび点灯し、警告音び断続的に 
約3秒間鳴ります。 

最短感知距離（約20〜1 5 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目の赤色インジケーターが点な 
し、警告音び連続的に約3秒間鳴り 
ます。 
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リアのセンサー感知節囲に障害物び 
入ったとさ 

U アのセンサー感知範囲に障害物が入 
ると、黄色インジケーターび1個点灯 
して、断続的に警告音び鳴ります。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
なする黄色インジケーターの数び増え 
ていさ、警告音の間隔び短くなります。 

障害物との距離びセンサーの最短感 
知距離に近くなると、黄色インジケー 
夕一に加えて1個目の赤色インジケー 
ターび点なし、警告音の間隔がさらに 
短くなります。 

最短感知距離（約20〜 15 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加え 
て2個目の赤色インジケーターが点な 
し、警告音び連続的に鳴ります。 

P 障害物との距離がセンサーの最短 
感知距離よりち近くなると、セン 
ヴーは障害物を感知でさな<なり、 
パークト□ニックび正常に作動しな 
くなることがあります。 

また、点なしていたインジケーター 
び消なすることびあります。 


センヴーの感知節囲 






■ — 

—n •一 

横ち向から見た感知範囲 




上ち向から見た感知範囲 


フ□ント 
バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約100 cm 〜 20 cm 

コ ーナー 

約 60 cm 〜1 5 cm 


リア センサー感知節囲 

バンパー側 

中央 約1 20 cm 〜 20 cm 

つ_ナ_ 約 80 cm 〜1 5 cm 
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P 車の中央でバンパーから約 20 cm 
じ(内、コーナーでバンパーから約 
1 5 cm (内にある障害物は感知でき 
ません。 

P センサーの周辺にアクセサリーな 
どを取り付けないでください。パー 
クト□ニックび正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につながるおそれ 
びあります。 

P 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるわのに十分注意して< 
ださい。これらが至近距離にあると 
き、状況によっては、センサーびこ 
れらを感知せず、車や物を損傷する 
おそれがあります 

P センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことびあり 
ます。 

P 電波を発する物が近くにあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正しく作動 
しないことびあります。 

P 洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどが 
近くにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正常に作動しないこ 
とびあります。 

P 温度や湿度び高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器び車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックが正常に作動しないこと 
があります。運転者はパークトロ 
ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認してください。特に車 
の周辺に人や動物びいないことを 
確認してください。 


パークト□ニックオフスイッチ 



パークト□ニックを停止することびで 
さます。 

パークト□ニックを停止ずる 

► エンジンスイッチび2の位置のと 
さ、パークト□ニックオフスイッチ 
①を押します。 

スイッチの表示な③が点なします。 

パークト□ニックを作動させる 

►再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ©を押します。 

スイッチの表示な③び消なします。 

〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止しても、次 
にエンジンスイッチを2の位置に 
してパーキングブレーキを解除した 
とさ、パークト□ニックは自動的に 
作動します。 

H システムに異常びあるとさは、赤 
色インジケーターだけび点巧して警 
告音び鳴り、約20秒後にパークト 
□ニックが停止することがあります。 
このときは、パークト□ニックオフ 
スイッチの表示なび点なします。 


B と跋6恒冊 





140 


ナ— 


ナ— 


エアコンディショナー（クライメート 
コント□ール）は、設定温度や外気温 
度などに応じて、車内の温度や湿度な 
どを快適な状態に保ちます。 

9環境 

• エアコンディショナーの冷媒には、 
新冷媒 R 134 a を使用しています。 

• 地球環境を保護するため、フ□ン 
ガスを大気放出ずることは法律で 
禁止されています。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラ努めなけ 
ればな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場で 
行なってください。 


心 乂傷のおそれびありまず 

• 送風温度を高めに設定してあると 
さは、送風□び過熱して高温にな 
り、火傷をずるおそれびありまず。 
また暖気び送風されているときは、 
送風口を身体に近付けたままにし 
ていると低温乂傷のおそれびあり 
ます。十分にミ主意してください。 

• 送風温度を低めに設定してあると 
さに送風口に身体を近付けると、 
しをやけなどを起こずおそれびあ 
りまずので十分にを意してくだ 
さい。 


H 皮膚の弱い人は、送風口に身体を 
近付けすざないよラにま意してくだ 
さい。 

〇車内び高温になっているとさは、 
エアコンディショナーを作動させる 
前に換気をしてください。 

〇ボンネットの吸気口び雪や氷など 
で覆われないよラにしてください。 

B 送風口や車内の吸排気口が覆われ 
ないよラにしてください。 

〇 除湿された水分は車体下ちに排水 
されます。 

〇 ドアウインドウや U アクオーター 
ウインドウ、パ U オルーフが閉じ 
ているとさにエアコンディショナー 
を停止すると、ウインドウび曇り 
やす < なります。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
わ、設定温度に達するまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコンディシ ョナーの 機能や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせびあります。 

〇 エアコンディショナーのフィル 
ター類は定期的な交換び必要です。 
また、交換時期は使用環境によっ 
て異なります。 

フィルター類び目づまりを起こし 
ていると送風量び減ります。 


I iGlw 






コント〇—ルパネル 




名称 

の送風温度調整ダイヤル（左側） 
@送風量調整ダイヤル 
@送風口選択ダイヤル 
® 送風温度調整ダイヤル（ち側） 
⑤ U アデフォッガースイッチ 
® デフ□スタースイッチ 
@ AC スイッチ 

余熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ 

® 内気循環スイッチ 


通常の使いかた 


エアコンディショナーを作動させる 

► 送風量調整ダイヤル③を〇 ii (外の 
位置にします。 

AC スイッチ®の表示灯び点灯し 
ます。点なしないとさは、 AC スイッ 
チをホ甲します。 

► 送風温度調整ダイヤルの®で好み 
の温度を設定します。 

〇 通常は22でに設定することをお 
勧めします。 

〇 エンジンの始動直後は、設定にか 
かわらず、約30秒間足元にち送風 
されることびあります。 

〇 ドアウインドウや U アク オーター 
ウインドウ、パ U オ ルーフび 開い 
ていると、設定温度を維持でさま 
せん。 

エアコンディショナーを停止ずる 

► 送風量調整ダイヤル③を〇の位置 
にします。 
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《エアコンディショナーのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 
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B ドアウインドウや u アク オーター 
ウインドウ、パリオ ルーフび 閉じ 
ているとさにエアコンディショナー 
を停止すると、ウインドウび曇り 
やす < なります。 


AC モードでは除湿/冷房された空気 
び送風されます。 

AC モードに設定されているときは、 
AC スイッチ®の表示灯が点灯し 
ます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ®を押します。 

スイッチの表示なが消なし、除湿/ 
冷房されていない空気が送風され 
ます。 

AC モードに設定ずる 

► AC スイッチ®を押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷び軽減し、燃費び向上します。 

〇ドアウインドウと U アク オーター 
ウインドウ、パリオ ルーフび 閉じ 
ているときに AC モードを解除する 
と、ウインドウび曇りやすくなり 
ます。 

〇 除湿/冷房された空気は、エンジ 
ンびかかっているときに送風され 
ます。 


Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気が送風され 
ることびあります。 

Oac スイッチ®を押したときに、 
表示灯が点滅わしくは消灯したまま 
のとさはエアコンディショナーび故 
障しています。除湿/冷房された空 
気は送風されません。すみやかにメ 
ルセデス•ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


送風□を選択ずる _ 

► 送風口選択ダイヤル③をまわして、 
好みの送風□マークに合わせます。 

〇 ダイヤルをマークの中間に合わせ 
ると、組み合わせた送風口から送 
風することびできます。 

〇 選択した送風口(外の送風口から 
わ、微量の送風び行なわれることが 
あります。 
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送風 □ 
マー ク 

回 

四 


阻 


の 


主に送風される送風 □ 

サイド送風口 ®® 中央送風口 @®上部中央送風口 @® 

フ□ントウインドウ送風口⑩サイド送風口 @® 

ドアウインドウ送風口 @中央送風口 @® 

上部中央送風口 ®® 

サイド送風口 ®® 中央送風口 @®上部中央送風口 @® 
フ□ントウインドウ送風□⑩ドアウインドウ送風口® 
足元送風口 

足元送風口 @中央送風口 @®上部中央送風口 
サイド送風口 
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送風□の開閉 


サイド送風 □ /中央送風 □ /上部中 
央送風 □ 

ヴイド送風口 @®と中央送風口 
® ⑩、上部中央送風口®®は開閉す 
ることがでさます。 

サイド送風□を開< 

► 送風口開閉ダイヤル ®® をが側に 
まわします。 

徐々にサイド送風口®®が開き、 
送風量が上びります。 

サイド送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®®を内側に 
まわします。 

徐々にサイド送風口®®び閉じ、 
送風量が下がります。 

開閉ダイヤル®®を停止するま 
で内側にまわすと、サイド送風口 
@®び閉じます。 

中央送風□、上部中央送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル®®を上方に 
まわします。 

徐々に中央送風口 @®と上部中央 
送風□©©が開さ、送風量が上が 
ります。 

送風口開閉ダイヤル@®を停止す 
るまで上方にまわすと、中央送風 □ 
©⑩は閉じ、上部中央送風口®® 
からの送風量び上びります。 


中央送風□、上部中央送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル@®を下方に 
まわします。 

徐々に中央送風口 @®と上部中央 
送風口®®び閉じ、送風量び下び 
ります。 

開閉ダイヤル@®を停止するまで 
下ちにまわすと、中央送風 □©(© 
と上部中央送風口 が閉じます。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
内側または下方にまわしてわ、送風 
□を完全に閉じることはでさません。 

エアスカーフ 送風 □ 


心 乂傷のおそれがありまず 

エア スカーフを 作動させているとさ 
は、エア スカーフ 送風口び過熱して 
高温になり、乂傷をずるおそれびあ 
りまず。エア スカーフの 作動内容を 
調整してください。また、送風□に 
身体を近付けたままにしていると低 
温火傷のおそれびあります。十分に 
ミ主意してください。 



を跋 e 恒冊 


エアスカーフ送風口喔)から温風を送 
風することびできます。詳しくは（>66 
ページ）をご覧ください。 
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送風□の風向さ調整 _ 

サイド送風口 @®と上部中央送風口 
は風向きを調整することびでき 

ます。 

風向きを調整ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を上げるため、上部中央 
送風□の風向きを中央にすることを 
お勧めします。 


送風量の調整 _ 

送風量を手動で調整することができ 
ます。 

送風量を上ばる 

► 送風量調整ダイヤル③を時計回り 
にまねします。 

送風量を下ばる 

► 送風量調整ダイヤル③を反時計回 
りにまねします。 

〇 送風量調整ダイヤル③を〇の位 
置にするとエアコンディショナーび 
停止します。 


了 ソ□乂ブー t —ド _ 

フ□ントウインドウやドアウインドウ 
の内側の曇りを取るとさ I こ使用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

►デフ□スタースイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの表示なび点なします。 

エアコンディショナーび(下の内容 
で作動します。 

• 除湿された空気び送風されます。 

• エアコンディショナーの送風量 
び上びります。 

• エアコンディショナーの送風温 
度び高くなります。 

• フ□ントウインドウ送風□とド 
アウインドウ送風口を中/ CM こ送 
風されます。 

• 内気循環モードび解除されます。 

デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ®を 
押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

デフ□スターモードに設定する前の 
内容でエアコンディショナーび作動 
します。 

ただし、デフ□スターモードに言受 
定する前に AC モードを解除してい 
たときは AC モードに、内気循環 
モードにしていたとさは外気導入に 
なります。 
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〇 曇りび取れたら、すみやかに解除 
してください。 

デフ□スターモードに設定してい 
るとさは、送風温度や送風量の調整、 
送風口の選択はできません。 

フ□ントウインドウの外側が屢るとき 

► フ□ントワイパーを作動させます。 

► 送風口選択ダイヤル©を W また 
は E に合わせます。 

〇 上記の設定は、フ□ントウインド 
ウの曇りび取れるまでの間にとどめ 
てください。 


リアデフオツガー 


A 事故のおそれびありまず 

ウインドウに雪や氷び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。 

U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
使用でさます。 

リアデフォッガーを使用ずる 

► リアデフォッガースイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示灯が点なします。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
⑤を押します。 


リアデフォッガーは、使用を開始して 

から数分後に自動的に停止します。 

U 消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 

〇 が気温度と走行速度により、リア 
デフォッガーび自動的に停止するま 
での時間は異なります。 

〇 バッテリーの電圧び低くなると U 
アデ フォッ ガーは自動的に停止し、 
表示なが点滅します。電圧が回復す 
ると自動的に作動を開始します。 

〇 外気温度が低いとさは、リアデ 
フォッガースイッチを押してちす 
ぐに作動しない場合びあります。 

〇 リアデフ ォッ ガーを使用している 
とさは、ドアミラーの鏡面び自動的 
に温まります。 

〇 バリオルーフを開いているとき 
は、リアデフォッガーを使用でさま 
せん。リアデフォッガースイッチを 
押したときは、スイッチの表示灯び 
数回点滅した後に消なします。 
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スイツチの表示灯び消なします。 






内気循環モード _ 

トンネル内など、空気がちれた場所で 
が気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

A 事故のおそれがありまず 

外気温度び低いとさや、ドアウイン 
ドウと U アク オーター ウインドウ、 

バ U オルーフび閉じているとさに内 
気循環モードにするとウインドウび 
曇りやずくなりまず。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに 
設定/解除がでさます。 

〇 外気温度び非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わ 
ることがありますが、このとさは 
内気循環スイッチの表示なは点な 
しません。 

約30分経過すると、一定の割合で 
外気導入をはじめます。 

〇 内気循環モードのとさに、 AC モー 
ドを解除するかデフ□スターモード 
にすると、外気導入モードになり 
ます。 


内気循環モードに設定ずる 

► 外気導入モードのとさに、内気循環 
スイッチ®を押します。 

スイッチの表示灯が点なします。 

内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間が経過するとじ(下のよラに自 
動的にが気導入を始めます。 


外気温度び約 5° Cii (下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 

約5分後 

ているとさ 


外気温度び約 5° Cii (上 

約30分後 

のとさ 



内気循環モードを解除ずる 
(外気導入モードにずる） 


►内気循環モードのとさに、内気循環 
スイッチ⑥を押します。 

スイッチの表示灯が消灯します。 

コンビニエンスオープニング/ク □— 
ジング機能 

内気循環モードの設定/解除にあわ 
せて、ドアウインドウを開閉すること 
がでさます。 

コンビニエンスク□ージング機甚 g 

► ドアウインドウび閉じるまで、内 
気循環スイッチ®を押して保持し 
ます。 

パリオルーフび閉じているときは、 
ドアウインドウが全開した後にリア 
クオーターウインドウち閉じます。 
スイッチの表示灯び点灯し、内気循 
環モードに設定されます。 
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コンビニエンスオープニング機宫 g 

► ドアウインドウび前回開いていた位 
置に開くまで、内気循環スイッチ 
® を押して保持します。 

バリオルーフび閉じているときは、 
リアクオーターウインドウが全開し 
ます。 

スイッチの表示灯び消灯し、内気循 
環モードが解除されます。 

A けびのおそれびありまず 

• 内気循環スイッチでドアウインド 
ウとリアクオーターウインドウを 
閉じているとさには、身体を挟ま 
れないよラ十分にを意してくだ 
さい。身体び挟まれそラになった 
とさは、ただちにスイッチから手 
を放してください。 

• 内気循環スイッチでドアウインド 
ウと U アクオーターウインドウを 
開いているとさは、ウインドウに 
身体を寄りかけないでください。 
ウインドウとドアフレームの間に 
身体び引さ込まれてけびをするお 
それびあ0ます。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウや U アクオーターウイン 
ドウを別のスイッチで開いた場合、 
開いたドアウインドウや U アクオー 
ターウインドウをコンビニエンス 
オープニング機能で開くことはでき 
ません。 


余熱ヒーター-ベンチレーシヨン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
さに使用します。 

エンジンスイッチが0か1の位置の 
とさ、またはキーが抜いてあるとさに 
使用でさます。 

余熱ヒーター•ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► 余熱ヒーター-ベンチレーシヨンス 
イッチ®を押します。 

スイッチの表示なび点好します。 

► 送風温度調整ダイヤルの®で送風 
温度を設定し、送風口選択ダイヤル 
③で送風口を選択します。 

余熱ヒーター.ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター•ベンチレーシヨ 
ンスイッチ®を押します。 

スイッチの表示灯び消なします。 

じ(下のとさは、余熱ヒーター*ベンチ 
レーシヨンは自動的に停止します。 

• エンジンスイッチを2の位置にし 
たとさ 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとさ 

• バッテリーの電圧が低下したとさ 
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〇 余熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 
の作動時間は、冷却水の温度や設定 
された送風温度により異なることび 
あります。 

〇 外気温度が高いとさや、冷却水の 
温度び低いときは温風は送風されま 
せん。 

〇 送風量は弱の設定で一定に保たれ 
ます。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれます。このとさは、中程 
度の送風量になります。 


バリオルーフ 


心 事故やけがのおそれびありまず 

• パリオルーフを開閉するとさは、 
ルーフやトランク、ドアウインド 
ウや U アクオーターウインドウな 
ど作動ずる部分に触れないで<だ 
さい。また、それらび作動する範 
囲に障害物びないことを確認して 
<ださい。 

• 身体や物び挟まれそラになったと 
さは、パ U オルーフスイッチから 
手を放してください。バ U オルー 
フの作動び停止しまず。 

• 万一のとさ!;^外はバ U オルーフの 
開閉操作を途中で停止しないで< 
ださい。けびをしたり、ルーフを 
損傷するおそれびありまず。 

開閉操作を途中で停止ずると、！;^ 
下の時間び経過した後に油圧装置 
の圧力び低下し、ルーフび倒れ込 
みます。 

◊エンジンスイッチび2の位置の 
とさは約7分後 

◊エンジンスイッチび2し： m の 
位置、またはエンジンスイッチ 
から キーを J 友いてあるとさは約 
15秒後 

このとさは警告音び鳴り、マルチ 
ファンクシヨンディスプレイに" A '' 
リオル-フサカ'' IJ の！"と表示されまず。 

• 走行ずるとさは、必ずバ U オルー 
フをトランク内に確実に収納する 
か、または完全に閉じている状態 
にしてください。走行中にバ U 才 
ルーフび動くと、車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれび 
あ0ます。 
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H ち全のため、バ U オルーフの開閉 
は停車しているとさに行なってくだ 
さい。 

〇万一のとさじ(がはバ U オルーフ 
の作動を途中で停止しないで<だ 
さい。 

P バ U オルーフを開閉するとき、 
ルーフは上方に、トランクは後方に 
動さます。上方および後方、ルーフ 
やトランクの作動範囲に十分な空間 
びあることを確認してください。 

P ルーフラックを装着しているとき 
は、バ U オルーフを作動させないで 
ください。 

P □ールバーの後方に腰掛けたり 
重い物を置かないで<ださい。ルー 
フや収納部のカノ く一を損傷するおそ 
れがあります。 

P バ U オ ルーフ 開閉時に ルーフ や荷 
物の損傷を防ぐため、(下の点に注 
意してください。 

• 荷物は必ずラゲッジカバーの下 
に積んでください。 

• ラゲッジカバーの上や前ち、ラ 
ゲッジカバー左ちのスぺースに 
は物を置かないでください。 

• ラゲッジカバーが荷物に押し上 
げられないよラにして < ださし、 

• ラゲッジカバーび確実に閉じ 
ていることを確認してください。 

• トランクび確実に閉じているこ 
とを確認してください。 

• □ールバーの後方に物を置か 
ないで <ださい。 

P 気温び約一15にじ(下のとさはバリ 
オ ルーフを 開閉しないでください。 


H 車を離れるとさは、盗難を避ける 
ため、必ずバリオルーフを閉じ、ド 
ア、ドアウインドウと U アクオー 
ターウインドウ、トランクなどび開 
じていること、各部が施錠されてい 
ることを確認してください。 

D バリオルーフ開閉中にトランク八 
ンドルを操作しないでください。 

H バリオルーフを開閉しているとき 
に、マルチファンクシヨンディスプ 
レイに故障/警告メッセージが表 
示されたときは0212、213ペー 
ジ）をご覧ください。 

H バリオル—フの動きに連動して、 
ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウち開閉します。 

〇トランクが完全に閉じていないと 
きはバリオルーフを開閉することは 
でさません。このとさは警告音が鳴 
り、マルチファンクシヨンディスプ 
レイに警告マーク （^209 ページ） 
び表示されます。 

〇バリオルーフやリアウインドウが 
濡れているとさにバリオルーフを 
開くと車内に水び入ることびあり 
ます。バリオルーフを開くときは、 
バリオルーフやリアウインドウの水 
滴をなさ取ってください。 

〇シー トや シー ト後方のスペースに 
は、バリオルーフび閉じてさたとさ 
に干渉するおそれのある物を置か 
ないでください。また、サンバイ 
ヴーをフックから外した状態でバ U 
オルーフを閉じると、バリオルーフ 
とサンバイヴーび当たり、損傷する 
おそれがあります。 
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バリ オルーフの 開閉（バリ オルーフ 
スイッチによる操作) _ 

H バリオルーフを開閉する前にじ(下 
の点を確認してください。 

• トランクび正しく閉じていること 

• □ールバーの後方に物が置かれ 
ていないこと 

〇バッテリーあがりを防ぐため、バ 
U オルーフを操作するとさはでさる 
だけエンジンをかけて < ださい。 



左八ンドル車 


バリオ ルーフを 開く 

H バリオ ルーフを 開く 前に、ルーフ 
と U アウインドウび濡れていないこ 
とを確認してください。車内や卜 
ランク内に水が入るおそれがあり 
ます。 

► セレクターレバーを [ PJ に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► トランク内のラゲッジカバーを閉じ 
ます。 

► トランクを閉じます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 


► バリオルーフスイッチを矢印③の 
方向に操作して、そのまま保持し 
ます。 

パリオルーフび開さはじめます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に " A '' iJ オル-フヴドウチュウ！"と表示され 
ます。 

バリオルーフび完全に開いたあと、 
ドアウインドウが閉じます。 

バリ オルーフを 閉じる 


► セレクターレバーを LP ] に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► トランクを閉じます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

►バリオルーフスイッチを矢印のの 
ち向に操作して、そのまま保持し 
ます。 

パ U オルーフび閉じはじめます。 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に " A '' iJ オル-フヴドウチュウ！ II と表示され 
ます。 

バリオルーフび完全に開じたあと、 
ドアウインドウと U アク オーター ウ 
インドウび閉じます。 
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バリオルーフの開閉（キーによる操 
作）* 


心 けがのおそれがありまず 

U モコン操作でパ ' U オルーフを開 
開するとさは、ルーフやトランク、 
ドアウインドウや U アク オーター ウ 
インドウなど、作動ずる部分に触れ 
ないでください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちに施錠ボタンまた 
は解錠ボタンから指を放してくだ 
さい。作動中のバリオルーフやウィ 
ンドウはその位置で停止しまず。 



リモコン操作でバリオルーフとドアウ 
インドウ、 U アク オーター ウインドウ 
を開閉でさます。 


〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することがあります。 

H バリオルーフを開閉する前にじ 
の点を確認してください。 

• トランクび正しく閉じていること 

• □ールバーの後方に物び置かれ 
ていないこと 


〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、 U モコン操作は 
でさません。 

バリ オルーフを 開< 


► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けます。 

►バリオルーフが完全に開くまで、解 
錠ボタン（1>54ページ）を押し続 
けます。 

バリオ ルーフと リアク オーター ウイ 
ンドウが開さ、ドアウインドウび開 
じた状態になります。 

► 閉じた状態のドアウインドウを開く 
とさは、再度解錠ボタンを押し続け 
ます。 

解錠ボタンから指を放すと、作動中 
のバ U オルーフやウインドウはその 
位置で f 亭止します 0 

バリ オルーフを 閉じる 


► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けます。 

►バリオルーフが完全に閉じるまで、 
施錠ボタン（1>54ページ）を押し 
続けます。 

パリオ ルーフと ドアウインドウ、 
リアクォーターウインドウび閉じ 
ます。 

施錠ボタンから指を放すと、作動中 
のバ U オルーフやウィンドウはその 
位置で f 亭止します 0 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 バリオルーフび閉じていてドアウ 
インドウや U アク オーター ウイン 
ドウび開いているとさに施錠ボタ 
ンを押し続けると、ドアウインド 
ウと U アク オーター ウインドウび 
閉じます。 


バリオルーフが完全に閉じていない 
とき _ 

じ(下のとさはバ U オルーフび完全に開 
じていません。 

• マルチファンクシヨンディスプレイ 
に II A''IJ オル-フサドウチュウ！"と表示され 
ているとさ 

• 発進時や走行中に、マルチファンク 
シヨンディスプレイに II A''iJ オル-フフ 
ルオ-フ°ン/スレク□-ス " と表示され、警 
告音が約10秒ほど鳴ったとき 

このとさは、じ(下の操作を行ない、バ 
リオルーフを完全に閉じてください。 

停車時 


► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

►バリ オルーフスイッチ (>151 ぺ一 
ジ）を矢印のの方向に操作して、 
そのまま保持します。 

走行中 


► 周囲の道路や交通状況に注意しな 
がら、ただちに停車してください。 

►バリオルーフスイッチ(>151ペー 
ジ）を矢印ののち向に操作して、 
そのまま保持します。 


ラゲツジカバー _ 

トランク内の荷物をラゲツジカバーに 
より覆ラことがでさます。 

B バ U オルーフを開いたとさにルー 
フや荷物の損傷を防ぐため、(下の 
点に注意してください。 

• 荷物は必ずラゲツジカバーの下 
に積んでください。 

• ラゲツジカバーの上や前ち、ラ 
ゲツジカバー左ちのスペースに 
は物を置かないでください。 

• □ ー ルバーの後方'に物を置か 
ないで < ださい。 

• ラゲツジカバーが荷物に押し上 
げられないよラにして < ださし、 



ラゲッジカバーを閉じる 

► ラゲッジカバー後端の八ンドルを 
持ってラゲッジカバーを矢印の方向 
に引き出し、ラゲッジカバーの両端 
のフックをトランク部のホルダーに 
かけます。 

この状態のとさに、バ U オルーフを 
開 < ことびでさます。 


B 義6恒冊 












154 


八リオルーフ 


〇 ラゲッジカバーのフックびホル 
ダーに正しく固定されていないとき 
にバリオルーフを開こうとすると、 
警告音び鳴り、マルチファンクショ 
ンディスプレイに"トランクル-ムラグ'ッグカ 
A ''- ヲトシ''テクタ''サイ！"と表示されます。 

ラゲッジ カバーを 開く 

► ラゲッジカバー後端の八ンドルを握 
り、ラゲッジカバーの□ックを解除 
します。 

►ラゲッジカバーを引き上げ、ラゲッ 
ジカバーの両端のフックをトランク 
部のホ j レダーからがします。 

► ラゲッジカバーを前方に押して開さ 
ます。 

この状態のとさには、バ U オルーフ 
を開 < ことはでさません。 


ドラフトストップ* _ 

ドラフトストップは、バリオ ルーフを 
開いて走行するときに生じる風を整 
流するための装備です。車内への風の 
巻さ込みを減少させます。 

A 事故のおそれがありまず 

• ドラフトストップは必要なとさだ 
け使用ずるよラにしてください。 

下の場合は、ドラフトストップ 
を使用しないでください。 

〇後ち視界び十分に確保できない 

+日^^ 

场口 

◊周囲び暗い場合 

• バ U オルーフを閉じて走行ずると 
さは、ドラフトストップを使用し 
ないでください。後ち視界の妨げ 
になるおそれびあ0まず。 



ドラフトストップを取り付ける 

► 左ちのシートを前ちに移動するか、 
バックレストを前方に倒します。 

►ホック③びが側を向くよラにして、 
左ちの□ープ⑤をシート後方の 
フック④にかけます。 

► ドラフトストップの下部び、シー 
卜後方のル物入れと左ち□ール 
バーの間にあるスリット⑤に差し 
込まれていることを確認します。 

► 左ちのホック③を□ールバーの 
凸部に合わせ、ホックを押して固 
定します。 

► ドラフトストップのを□ールバー 
にかぶせます。 

H ドラフトストップのを□-ルバー 
にかぶせてから、 ホック③を固定 
しないでください。ドラフトストッ 
プを損傷するおそれびあります。 

B ドラフトストップのを□ールバー 
にかぶせるとさは、ネット部分では 
なく、縁の部分を持つよラにしてく 
ださし、ドラフトストップを損傷す 
るおそれびあります。 


を跋 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ドラフトストップを取り外ず 

► ドラフトストップのを□ールバー 
からがします。 



►ホック③を引いて、□ールバーの 
凸部®から外します。 


► プ③をフック④から外し 
ます。 

H 自動防較ルーム S ラー装備車で 
は、ドラフトストップを装着したと 
さなど、ルーム S ラーが後続車のラ 
イトに照射されない場合は、ミラー 
の自動防陵機能は作動しません。十 
分注意して走行して<ださい。事故 
を起こすおそれびあります。 

〇 アク U ル製ドラフトストップの着 
脱については、製品に添付されてい 
る取扱説明書をご覧ください。 


荷物の積み方/小物入れ 


小物入れ 


A けがのおそれびありまず 

ル物入れに物を入れているとさは、 

ル物入れのカバーを閉じてください。 
急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに収納物び投げ出され 
て、乗員びけびをずるおそれびあり 
ます。また、収納ネットには鋭利な 
形状の物や割れやずい物、かたい物 
を収納しないでください。 

B ル物入れには貴重品を保管しない 
で < ださい。 

B ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇ノ」\物入れが開じなくなるよラな大 
さな物をル物入れに入れないでく 
ださい。ル物入れや収納物を損傷す 
るおそれびあります。 


B 義6恒冊 
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荷物の積み方/ル物入れ 


グ□ーブボックス 



ち八ンドル車 

グ□ーブボックスを開< 

►八ンドルのを引さ、カバー③を開 
さます。 

エンジンスイッチが1か2の位置 
のとさにグ□ーブボックスを開< 
と、グ□ーブボックス内部の照明び 
点なします。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックします。 

〇 U モコン操作で施錠/解錠する 
と、グ□ーブボックスち連動して施 
錠/解錠されます。 

〇グ □ーブボックス内には、メディ 
アインターフェース-外部入力用 
ケーブル接続端テびあります。詳し 
くは別冊 「 COMAND システム取 
扱説明書」をご覧ください。 


アームレストの小物入れ 



アームレストの小物入れを開く 

► アームレスト①の左ちにある凹部 
に指をかけ、アームレストを開き 
ます。 

エンジンスイッチが1か2の位置 
のときにアームレストのル物入れを 
開くと、ル物入れ内部の照明が点な 
します。 

アームレストの小物入れを閉じる 

► アームレストのを下げて開じます。 

〇 リモコン操作で施錠/解錠すると、 
アームレストのル物入れち連動して 
施錠/解錠されます。 

携帯電話の接続 

アームレストのル物入れには、販売店 
オプ ショ ンの携帯電話用コネクターを 
接続する端テが装備されています。詳 
しくは、お買い上げの販売店またはメ 
ルセデス•ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


を跋 e 恒冊 


《電話の操作については、別冊 「COMAND 
システム取扱説日月書」をご覧ください。 
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シート後方のル物入れ 



①ボタン 

シート後方のル物入れを開く 

► ボタンのを押します。 

ル物入れのカノ（一が開さます。 

〇 エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさにシート後方のル物入れの力 
バーを開くと、ル物入れ内部の照明 
び点なします。 

シート後方のル物入れを閉じる 

► ル物入れのカバーを押して□ックし 
ます。 


カップホルダー 


心 けがや乂傷のおそれがありまず 

• 走行ずるとさは、カップホルダー 
を使用しないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のと 
さなどに容器などび投げ出されて、 
乗員びけびをずるおそれびあり 
ます。 

• カップホルダーのサイズに合った 
フタ付さの容器を使用してくだ 
さし、 

• 火傷防止のため、熱いをのび入っ 
た容器を置かないでください。 



① カバー 


カップホルダーを使用ずる 

► カップホルダーのカバーのを押し 
ます。 

カップホルダーびポップアップし 
ます。 


B 義09恒冊 
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荷物の積み方/ル物入れ 



カッ プ ホルダーを 収納ずる 

►カップホルダーのカバー①を押し 
込みます。 

H カップホルダーの上に、飲み物の 
容器(外のちのを置かないでくだ 
さし、 

B カップ ホルダーに 飲み物が入った 
容器を置くとさは、スイッチや電装 
品などに飲み物をこぼしたり、結露 
した水滴が垂れないよラに注意して 
ください。 

スイッチや電装品などを損傷した 
り、ショートして発乂するおそれび 
あります。 


収納ネット 


心 けがのおそれがありまず 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
鋭利な形状の物や割れやすい物を入 
れないでください。事故のとさなど 
に収納物を確実に固定することびで 
さなくなりまず。 



ち八ンドル車 


助手席の足元に収納ネット①びあ 
ります。 

〇収納ネットから収納物がはみ出さ 
なし"'よラにしてくださし、 


を跋 e 恒冊 
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トランクフ□アマット下の収納ス 
ペース 


室内装備 



サンバイザー/バニテイミラー 


A 事故のおそれびありまず 

走行中はバニ ティ ミラーカバーを開 
じてください。眩惑により周囲の交 
通状況び把握でさず、事故を起こず 
おそれびあ0ます。 


トランクフ□アマット下の収納スペー 
スには車載工具や応急用スペアタイヤ 
などび収納されています。詳しくは 
0202、203ぺージ）をご覧ください。 



①照明 

©フック 

⑤ カー ドホルダー 

® サンバイヴー 

⑤ノ くニテイミラーカバー 


前方からのにしさを防ぐ 

► ヴンノ くイヴー④を下げます。 

横方向からのにしさを防ぐ 

► ヴンノ（イヴー④を下げます。 

► サンバイヴー®をフック③からが 
します。 

► ヴンノくイヴー®を横にまわします。 

サンバイヴー®を軸ち向にスライ 
ドすることちでさます。 


B 義昼冊 
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室内装備 


バニティミラーを使用ずる 

► ヴンノ（イヴー®を下げます。 

► バニティミラーカバー⑤を上ちに 
開さます。 

照明のが点なします。 

〇 ヴンバイヴーをフック③から外す 
と、照明は点なしません。 

〇 サンバイヴ ーにはカー ド ホルダー 
⑤を備えています。 

P サンバイヴーを横にまわすとさ 
は、バニティミラーカバー®を開 
じてください。ルーフ内張りやバニ 
ティミラーカバーを損傷するおそれ 
びあります。 

P バ U オルーフを閉じるときは、必 
ずサンバイヴーをフックに戻してく 
ださい。フックから外した状態でバ 
リオルーフを閉じると、バ U オルー 
フとサンバイヴーが当たり、損傷す 
るおそれびあります。 

P バ U オルーフを開いて走行すると 
きは、 カー ド ホルダー ⑤に差し込ん 
だ物び飛ばされないよラに注意して 
ください。 



灰皿を開く 

► 灰皿カバーのを押して開さます。 

の皿を閉じる 

► 灰皿カバーのを押して閉じます。 

〇吸いがらやマッチの乂は確実に消 
してください。 

〇紙<ずなどの燃えやすい物は入れ 
ないで < ださい。 

〇使用後は確実にカバーを開じてく 
ださい。 

灰皿を取り外ず 



►エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを効かせます。 

►左ちの凹部⑤をつまみなびら、灰 
皿③を取り外します。 


を跋 e 恒冊 
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の皿を取り付ける 

►灰皿を元の位置に合わせ、押し込み 
ます。 


フづ夕— 


心 乂傷や乂災のおそれびありまず 

• ライターは必ずノブの部分を持っ 
てください。金属部を持つと乂傷 
をずるおそれびあ0ます。 

• 安全のため、テ供を乗車させると 
さはライターを抜さ取ってくだ 
さい。火傷や火災のおそれびあり 
まず。 



H ライターを押し込んだ後、押さえ 
続けないでください。ライターを損 
傷するおそれびあります。また、ラ 
イターが過熱して乂災び発生するお 
それがあります。 

H 赤熱部に灰や異物び付着したまま 
使用しないでください 。火災び発 
生するおそれびあります。 

[I ライターを改造したり、純正品じ ( 
外のライターを使用しないでくだ 
さい。ライターやセンターコンソー 
ルを損傷したり、乂災び発生するお 
それびあります。 

H ライターが戻らなくなったとき 
は、エンジンスイッチを0の位置 
にするか、エンジンスイッチから 
キーを抜いて、メルセデス•ベンツ 
指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さし、 

〇アクセサリー電源としてライター 
ソケットを使用するときは、最大消 
費電力 180Wii (下の規格に合った 
電気製品を使用してください。 


エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに使用でさます。 

ライターを使用ずる 

► ライターのを押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻ります。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位置 
に戻します。 


B 義6恒冊 
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室内装備 


フ□アマット* 


心 事故のおそれがありまず 

• 運転席のフ□アマットを使用ず 
るとさは、ペダルとの間に十分な 
空間びあり、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

• 運転席のフ□アマットは、フ□ア 
の凸部②とフ□アマットの凹部 
①で確実に固定してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットび滑ったり、ペダル 
操作を妨げるおそれびありまず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 



フ□アマットを取り付ける 

► シートを後方に動かします。 

► フ□アマットを敷きます。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部③にはめ込みます。 

フ□アマットを取り外ず 

► フ□アの凸部③からフ□アマット 
を取りがします。 


iGlw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







慣らし運輯 . 

燃料の給油 . 

エンジンルーム… 
タイヤとホイール 
寒冷時の取り扱し、 
走行時の注意…… 
メンテナンス••… 
日常の手入れ…… 
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慣 S し運転 


慣らし運輯 


A 事故のおそれがありまず 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離び数百 km を超えるまでは 
制動性能を完全には発揮でさません。 
この期間は、必要に応じてブレーキ 
ペダルを少し強めに踏んでください。 
また、ブレーキパッドやブレーキディ 
スクの交換を行なったとさを同様 
です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

び馴染むまで「慣らし運転」すること 

をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することびでさます。 

最初の1,500 km までは(下の注意事 

項を守ってください。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,000回転のとさは約 
4,000回転）を超えないよラに運転 
してください。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつわ一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲でエンジン回転数と走行 
速度を変えてください。 


• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けてください。 

• ギアレンジ位置およびギア位置 
m 、 巧□、 m は山道などを低 
速で走行するとさだけ使用してくだ 
さい。 

走行距離が1,500 km を超えたら、エ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

てください。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後ち、慣らし運転を行なっ 
てください。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的に低いギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数び上がって素早< 
加速します。これをキックダウン 
といいます。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといい 
ます。低いギアのとさほど効さが 
強くなります。 


I 
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心 乂災や爆発のおそれびありまず 

• エンジンをかけたまま給油しない 
で<ださい。火災び発生ずるおそ 
れびあ0ます。 

• 周囲に燃料びあるとさや燃斜の 
ち]いびするとさは、決して火気を 
お付けないで<ださい。火災び発 
生ずるおそれびありまず。 


A 健康を害ずるおそれがありまず 

肌や衣服に燃料び付着しないよラに 
を意してください。燃料び肌に直接 
触れたり、気化した燃斜を吸い込む 
と、健康を害するおそれびありまず。 

燃料給油フラップは、 U モコン操作で 
の解錠/施錠に連動して解錠/施錠 
されます。 

燃料給油口は車両のち側後ちにあり 
ます。メーターパネル内に、給油□の 
位置を示す [ W \ び表示されています。 


嗔 I ぷ 

①燃料給油フラップ 
③キャップ 
③タイヤ空気圧ラベル 
® 使用燃料表示 


燃料給油フラップを開< 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押します。 

キャップを外ず 

► キャップ③を反時計回りに少しゆ 
るめてタンク内の圧力を抜さます。 

►圧力が抜けたら、さらに反時計回り 
にゆっくりまわして外します。 

► がしたキャップ③を燃料給油フ 
ラップの裏側にあるホルダーに置 
さます。 

► 給油を開始します。 

給油ノズルび最初に自動停止した 
時点で給油を停止してください。 

キャップを取り付ける 

►キャップ③を燃料給油□に合わ 
せ、時計回りにいっぱいまでまわ 
します。 

キャップが□ックする音が聞こえ 
ます。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップのを押します。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル③び貼付してあり 
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については （>178 ぺージ）をご覧 
ください。 
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燃料の給油 


P 燃料を給油するとさは、(下の点 

に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用してください。有鉛ガソ 
リンや粗悪なガソリン、指定 
がの燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などを湿入すると、エンジ 
ンなどを損傷するおそれがあり 
ます。 

• 軽油を燃料として使用したり、 
ガソリンに混ぜて使用しないでく 
ださい。少量を湿ぜただけでもエ 
ンジンなどを損傷するおそれびあ 
ります。また、このよラな場合は 
保証の適用がになります。 

• 誤って軽油を給油してしまった 
場合は、決してエンジンを始動 
しないで < ださい。軽油が燃料 
系部品全体にまわるおそれびあ 
ります。誤って給油した場合は 
メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

• 目的地まで余裕をわって走れる 
よラに、十分な量を給油してく 
ださい。 

•燃料給油口には、純正品(が 
のキヤップを使用しないでく 
ださい。 

B セルフ式のガソリンスタンドな 

どで給油するとさは必ず(下の点 

を守り、ち全に十分注意して作業 

を行なってくださし^。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じてくだ 
さい。 


• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をする人(外は燃料給 
油口に近付かないでください。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去 して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂花で燃料に引乂し 
たり、乂傷をするおそれびあり 
ます。 

• 作業中は車内に戻らないでくだ 
さい。帯電するおそれがあります。 

• キャップの取り外し/取り付けは 
確実に行ない、乂気を近付けない 
よラにしてください。 

• 燃料び塗装面に付着しないよラ 
にま意してくださし、塗装面を 
損傷するおそれびあります。 

• 給油ノズルは給油口の奥まで確 
実に差し込んでください。 

• 給油が自動的に停止したら、そ 
れじ(上は給油しないでくださし、。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
び不調になったり停止するおそ 
れびあります。 

• 手動で給油しているとさは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあります。 

• ガソリンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守してくだ 
さい。 
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A 事故のおそれびありまず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ く一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜び開いて事故を起こずおそれびあ 
ります。 


心 乂傷のおそれびありまず 

ボンネットから炎や煙び見えたとさ 
は、ボンネットを開かないで < だ 
さい。火傷をずるおそれびありまず。 


心 乂傷のおそれびありまず 

エンジンび停止していてを、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分びありまず。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度び下びっ 
ていることを確認してください。 


心 けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンびかかっているとさ、エンジン 
スイッチび2の位置のとさは、エン 
ジンルーム内には手を触れないでく 
ださい。高電圧の発生部分や高温部 
分、回転している部分びあり、それ 
らに触れると非常に危険です。 


心 けがのおそれがありまず 

エンジンスイッチからキーを抜い 
ていてを、冷却水の温度び高いとさ 
はエンジンフアンなどび自動的に回 
転ずることびありまず。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお 
付けないでください。 


ボンネットを開く 


A けがのおそれがありまず 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーをおさ 、ワイ パー 
のスイッチび停止の位置になってい 
ることを確認してください087.88 
ページ）。ボンネットを開いていると 
さにワイパーび作動ずると、けびを 
したり、車やワイパーを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで< ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損 
傷するおそれがあります。 

H 強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットび不 
意に下がることびあります。風の 
強い曰は十分に注意してください。 

また、ボンネットに雪び積もってい 
るときわ同様に注意してください。 
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エンジン ルーム 



左八ンドル車 


► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
バーのを手前に引さます。 



► ボンネットの裏側にある□ック解除 
ノブ③を矢印の方向に押しなびら 
ボンネットを開さます。 


〇 開いた位置から押し上げると、ボ 
ンネットをさらに開<ことびでさ 
ます。 


ボンネットを閉じる 


►ボンネットを引さ下げ、グ U ル上部 
から約 20 cm 〜 30 cm の位置で手 
を放して閉じます。 

►完全に閉じなかったときは、もラー 
度ボンネットを開さ、同じ方法で少 
し強めに閉じます。 

A 事故のおそれがありまず 

走行前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットび開いて事故を 
起こずおそれびあります。 


A けびのおそれがありまず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分を意してく 
ださい。 

H エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜び変形するおそれびあります。 

H 盗難防止警報システム装備車で 
は、ボンネットび完全に閉じてい 
ない状態で走行すると、警告音び鳴 
り、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに警告マークび表示されます。 


I 
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エンジン ルーム 



SLK 350 (ち八ンドル車） 

※左八ンドル車の④⑤ ® は左ち対称の位置 
にあります。 


① 

冷却水 U ヴーブタンク 

172 

③ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

171 

⑤ 

ウォッシャー液 
リヴーブタンク 

175 

④ 

バッテリー（バッテ 

U —カバーの下） 

253 

⑤ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

174 

® 

ヒューズボックス 

261 

@ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

170 


エンジンルーム内の,なお 

エンジンルーム内の各所を点検すると 
さはじ(下の事項を厳守してください。 

A けがのおそれがありまず 

• イグニッシヨンシステムやバイキ 
セノンへッドランプ*のバルブソ 
ケットや配線に手を触れないで< 
ださい。高電圧び発生しているた 
め、感電するおそれびありまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜い 
てを、冷却水の温度び高いとさは 
エンジンフアンなどび自動的に回 
転ずることびありまず。エンジン 
フアンなどの回転部には身体や物 
を近付けないでください。 


9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種の 
油脂類やフルード類の交換-廃棄は、 
メルセデス•ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 


エンジンルーム内の手入れ 

手作業でおいて<ださい。乂傷や感電 
をしないよラに注意してください。 

エンジンルームには多くの電気装備が 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、スチーム洗浄をしないで<だ 
さし、 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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エンジン ルーム 


P ェンジンや補器類の熱や動さに十 
分ま意して < ださい。乂傷やけび 
をするおそれびあります。 

Q ラジェターに手を触れないでくだ 
さい。乂傷やけがをするおそれびあ 
ります。 

D 作業はち全な場所で行なって<だ 
さい。 

H 適切な工具を使用してください。 

H 部品や工具をェンジンの上など、 
ェンジン j レーム内に置かないでくだ 
さい。中に落とすおそれがあります。 

H 油脂類やフルード類は、十分注意 
して取り扱ってください。万一、目 
に入った場合は、すぐに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診断を受け 
てください。 

P 油脂類やフルード類び皮膚に付着 
したとさは、すぐに石けんで洗い流 
してください。放置すると皮膚に障 
害を起こすおそれびあります。 

B 油脂類やフルード類の容器は、テ 
供の手び届< ところや乂気の近< に 
保管しないでください。 

V ベルト 

自動調整式のため、調整の必要はあり 

ません。 

亀裂や損傷びないか点検してください。 


エンジンオイ J レ _ 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約 0.8 リツトルのエンジンオ 
イルび消費されます。 

慣らし運転中のエンジンオイル消費量 
は多少増加することびあります。また、 
頻繁にエンジン回転数を上げて走行す 
ると、エンジンオイル消費量は増加し 
ます。 

B 運転前に必ずエンジンオイル量を 
点検してください。 

B マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにエンジンオイル量に関する故 
障/警告メツセージが表示された 
ときは瓜212ページ）をご覧くだ 
さし、 

〇エンジンオイルは使用している間 
に汚れたり劣化するだけでな<、消 
費され減少します。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
てください。 


エンジンオイル量の点、検 



SLK 350 


► 水平な場所に停車します。 

► エンジンを始動させ、エンジンオイ 
ルを温めます。 


I 








►エンジンを停止して、約5分ほど 
待ちます。 

エンジンオイルび温まる前にエンジ 
ンを停止したとさは、約30分じ(上 
待ちます。 

► エンジンオイルレベルゲージのを 
抜さ取り、されいに拭:いていっぱい 
まで差し込みます。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
抜さ取り、付着したエンジンオイル 
量と巧れ具合を点検します。 

エンジンオイル量はエンジンオイル 
レベルゲージの上限 ( max ) ③と 
下限 ( min ) ③の間にあれば正常 
です。 

► エンジンオイルび下限じ(下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は 、 SLK 200が約1 .5 
リツトル 、 SLK 350が約2リット 
ルです。 

エンジンオイルを？甫給ずる 


心 乂傷のおそれびありまず 

エンジンオイルをエンジンルーム内 
にこぼさないで<ださい。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着すると、発 
乂して火傷をするおそれびあります。 

► エンジンオイルフィラーキャップ 
①を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

安全に十分注意して、作業を行なっ 
てください。 

Q エンジンオイル量が多すざると、 
エンジンや触媒を損傷するおそれが 
あります。 

► エンジンオイルフィラーキャップ 
のを補給口に合わせ、時計回りに 
まわして取り付けます。 

9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないでくだ 
さし、 
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エンジン ルーム 


冷却水 


心 乂傷のおそれがありまず 

• 冷却水の温度び少しでを高いとさ 
は、絶対に U ヴーブタンクのキャッ 
プを開かないで<ださい。高温の 
蒸気や熱湯び吹さ出して、火傷をす 
るおそれびあ0まず。 

• 不凍液をエンジンルームにこぼさ 
ないよラにしてください。熱くなつ 
たエンジンに不凍液び付着すると、 
発乂して火傷をするおそれびあり 
ふ9 〇 


冷却水の量を点検ずる 



► 水平な場所に停車します。 


► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の冷却水温度画面ページ） 
で、冷却水が冷えていることを確 
認します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► U ヴーブタンクののキャップ③を 
反時計回りにゆっくりと約1回転 
までまわして、圧力を抜さます。 


►圧力が抜けたら、キャップ③をさ 
らに反時計回りにゆっくりとまわ 
して取り外します。 

冷却水の液面び U ヴーブタンクの 
内のバー③の上面に達していれ 
ば適量です。水温び高いとさは約 
15 mm ほど液面が高くなります。 

B 冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス•ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

冷却水を補給ずる 


冷却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給します。 

► 液面の高さに注意して冷却水を補給 
します。 

通常は水道水に純正の不凍液を湿ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最低気温）によっ 
こ;ぉもを娑_スま-9。 

►キャップ③を補給□に合わせ、時 
計回りに停止するまでまわして、確 
実に取り付けます。 

U 冷却水の補給は、冷却水び冷え 
てし"!るとさに行なってくださし、 

" 冷却水には必ず不凍液を湿ぜてく 
ださい。不凍液には防鐘の効果わあ 
ります。 

D 指定(外の不凍液や不適当な水を 
使用しないでください。鐘や腐食な 
どの原因になります。 

〇不凍液は塗装面を損傷させます。 
ボディに付着したとさは、すみやか 
に水で洗い流してください。 
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〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに冷却水に関する警告メッセー 
ジ（^210、211ページ）び表示さ 
れたとさは、才ーバーヒートして 
エンジンを損傷するおそれがあり 
ます。ただちにち全な場所に停車 
し、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 

冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととちに劣化し 

ますので、整備手帳に従い定期的に交 

換してください。 

詳しくはメルセデス•ベンツ指定ヴー 

ビスエ場におたずね < ださい。 

才ーバーヒートしたとき 


才ーバーヒートしたときの症状 

• 冷却水温度が約120で(上を示し 
てし" i る。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"レイキャクスイテイシャシテ、エンゾ'ンヲテイシ ！II 
などの故障/警告メッセージび表 
示される。 

• エンジンルームから蒸気が出ている。 

A 乂災のおそれびありまず 

エンジンルームから蒸気び出ている 
とさや冷却水び吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体び発火して火災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 


A 乂傷のおそれがありまず 

冷却水温度び下びるまで、絶対にボ 
ンネッ トや U ヴーブタンクの キャッ 
プを開かないで<ださい。高温の蒸 
気や熱湯び吹さ出して火傷をずるお 
それびあ0まず。 

H 才ーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水び吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにする 
と、エンジンを損傷するおそれび 
あります。 

H オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス•ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 

才ーバーヒートしたとさの巧処方法 

► ただちに安全な場所に停車します。 

► エンジンをアイド U ング状態で冷却 
します。 

エンジンフアンが停止していると 
さや、冷却水が吹さ出していると 
さは、エンジンを停止して冷却し 
てください。 

►エンジンび十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、エンジンフアンなど 
を点検します。 

► 冷却水び不足しているとさは補給し 
ます（>172ぺージ）。 

〇冷却水は、エンジンび熱いときに 
補給しないでください。エンジンを 
損傷するおそれびあります。 
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エンジン ルーム 


ブレーキ液 ブレーキ液の量を点検ずを 


心 事故のおそれがありまず 

• マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキに関する故障/警告 
メッセージび表示されたり、ブレー 
キ警告巧（>191、217ぺージ）び 
点巧したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないでください。補 
給によつて故障び解消することは 
ありません。 

安全な場所に停車して、メルセデ 
ス•ベンツ指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 

• 必ず指定のブレーキ液を使用して< 
ださい。指定!;^外のブレーキ液を使 
用したり、他の銘柄を混ぜると、ブ 
レーキの効さ具合やブレーキシステ 
ムに悪影響を与え、安全なブレーキ 
操作びでさな<なるおそれびあり 
まず。 


A 乂傷や乂災のおそれがありまず 

ブレーキ液の補給は、エンジンび冷 
えてから行なってください。また、 
上限を超えないよラに補給してくだ 
さい。あふれたブレーキ液びエンジ 
ンや排気系部品などに付着ずると、 
発火して火傷をしたり、火災び発生ず 
るおそれびあ0まず。 

H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(^210 ページ）をご覧ください。 



左八ンドル車 


《車種や仕様によりレベルインジケーター 
の位置び異なります。 

► ブレーキ液リヴーブタンクのレベル 
インジケーターで点検します。 
ブレーキ液の液面が、ブレーキ液 U 
ヴーブタンクのレベルインジケー 
ター上限のと下限③の間にあれば 
正常です。 

H ブレーキ液の減りかたび著しいと 
きは、ただちにメルセデス•ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。詳 
しくはメルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 


I 
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H ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場で 
行なってくださし、 

U 補給のとさは、ゴミや水びリヴー 
ブタンクの中に入らないよラにして 
ください。たとえ小さなゴミでも、 
ブレーキび効かな < なるおそれがあ 
ります。 

H レベルインジケーターの上限を超 
えて補給すると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷するおそれびあります。 
ボディに付着したとさは、すみやか 
に水で洗い流してください。 

B ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化します。 
劣化した状態で使用すると、苛酷な 
条件下ではベーノ v - n ックび発生す 
るおそれびあります。 

〇 ベーパー□ック：長い下り坂や急 

な下り坂などでブレーキぺ夕 J レを踏 
み続けると、ブレーキ液び沸騰して 
ブレーキパイプ内に気泡び発生し、 
ブレーキぺ夕 J レを踏んでわ圧力び伝 
わらず、ブレーキが効かな<なる現 
象のことです。 


ウオツシヤー液 


A 乂災のおそれがありまず 

ウォッシャー液は可燃性でず。火気 
を近付けたり、近くで喫煙をしない 
でください。また、エンジンび熱く 
なっているとさには補給しないでく 
ださい。 

〇 ウインドウウォッシャー液とへッ 
ドランプウォッシャー*液の U ヴー 
ブタンクは共用です。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用の 
2種類があります。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、冬用には凍 
結温度を下げる効果びあります。 


ウオッシヤー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクのキヤップ①を 
開いて補給します。 


使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水に湿ぜ 
て使用します(>271ページ）。 


B 三養接09が田 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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タイヤとホイール 


U ウォッシャー液は、リヴーブタン 
クに補給する前に別の容器で適正な 
湿合比に湿ぜてください。 

P 粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあります。 

P ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびあります。 

P へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。純正じ(がのウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷するおそ 
れびあ0ます。 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関する故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(^21 3ページ）をご覧ください。 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

• 純正品および承認されている製品 
外のタイヤやホイールを装着す 
ると、 ブレーキ システムやヴスぺ 
ンシヨンを損傷したり、事故を起 
こすおそれびあ0ます。 

• タイヤの摩耗には十分にを意し、 

ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び現われたら、ずぐに交換 
してください。タイヤの溝の深さ 
び約 3 mm じ(下になると著しく滑 
りやずくなり、事故につなびるお 
それびあ0まず。 


心 事故のおそれがありまず 

• 必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。燃料給油フラップの裏側に、 
規定のタイヤ空気圧を記載したラ 
ベルび貼付してありまず(>178 
ぺージ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行し 
ないでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、火災を起こずおそ 
れびあ0まず。 

• ホイールボルトはホイールに適合 
した純正品だけを使用してくだ 
さい。純正品!;^外のホイールボル 
卜を使用ずると、ホイールび脱落 
して事故を起こすおそれびあり 
ふ 9 〇 
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P ホイールやタイヤの選択を誤ると、 
車全体のバランスに影響し、安全性 
に支障をさたすおそれびあります。 

P 装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とわ同じ銘柄のわ 
のにしてください。サイズや銘柄び 
異なると、車両操縦性に悪影響をお 
よぼし、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

P 回転ち向が指定されているタイヤ 
は、タイヤの側面に記された回転方 
向の矢印などの指示に従って装着し 
てください。 

応急用スペアタイヤには回転ち向の 
指定はありません。 

P 再生タイヤを装着した場合、ち全 
性の保証はでさません。 

P 純正品または承認されている製 
品(がのタイヤやホイールを装 
着すると、道路運送車両法違反に 
なることがあります。 

P 摩耗具合にかかわらず、6年(上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤち同様に交換し 
てください。 

P タイヤおよびホイールのサイズび 
前後で異なるため、タイヤ □ー テ ー 
シヨンは行なわないでください。前 
後のタイヤを入れ替えると走行ち定 
性や車両操縦性が確保でさません。 


H トレッドびひどく摩耗したタイヤ 
では、濡れた路面を走行しないで 
ください。タイヤのグ U ップび著 
しく低下し、八イド□プレーニン 
グ現象を起こすおそれがあります。 

H タイヤ/ホイールは、オイルや 
グリース類、燃料などの付着する 
おそれのない、乾燥した冷暗所に 
保管してください。 

〇 新品のタイヤを装着したとさは、 
走行距離び約100 km を超えるまで 
は速度を控えて運転することをお勧 
めします。 

タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用するか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
備手帳」参照）を見て、空気圧が適 
切であることを点検します。 

► タイヤに大きな傷がないこと、くざ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないことを点検します。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にすり減っていないことを点検し 
ます。スリップサイン（別冊「整備 
手帳」参照）び出ているときは、新 
しいタイヤに交換します。 

〇ほこりの侵入や水分の浸入を防ざ 
バルブを保護するため、ホイールバ 
J レブのキヤップを必ず装着して < だ 
さい。また、市販のタイヤ空気圧計 
測装置をホイール バルブに 装着する 
など、純正品または承認されたバル 
ブキヤップじ(外のちのをホイールバ 
ルブに装着しないでください。 


B 三養接09が田 
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タイヤとホイール 


H タイヤに空気を入れてち、すぐに 
空気圧び低下するとさは、パンクや 
ホイールの損傷、タイヤバルブか 
らの空気漏れなどのおそれびあり 
ます。ただちにメルセデス•ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

H タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検すると 
さは、必ずタイヤの内側わ点検し 
てください。 

H タイヤのトレッドやサイドウ オー 
ルびひど<すり減ったり、傷び付い 
ているときは交換してください。 

走行時の注意 


• タイヤやホイールが損傷していると 
さは、振動や騒音が発生したり、ス 
テアリングが不自然な動さをするこ 
とがあります。このよラなとさはた 
だちに安全な場所に停車して、タイ 
ヤとホイールを点検してください。 

異常び見つからないとさわ、メルセ 
デス‘ベンツ指定ヴービスエ場で点検 
を受けてください。 

• 路面の段差などを乗り越えるとさ 
は、速度を落とし、注意して走行し 
てください。タイヤやホイールを損 
傷するおそれがあります。 

• 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
に接触しないよラにしてください。 

また、縁石を乗り越える必要びある 
とさは、縁石に対してタイヤをでさ 
るだけ直角にしてください。タイヤ 
を損傷するおそれびあります。 


タイヤを清掃ずるとき 


• タイヤを清掃するとさは、高圧式ス 
プレーガンなどを使用しないでくだ 
さい。タイヤを損傷するおそれびあ 
ります。 

• ホイールには酸性のホイールク 
リーナーを使用しないでください。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクび腐食するおそれびあ 
ります。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置すると、 
ブレーキディスクやブレーキパッド 
などが腐食するおそれびあります。 
このよラなとさは、しばらく走し 
て、 ブレーキディスクやブレーキパッ 
ドを乾燥させてください。 


タイヤ空気圧ラベル 



二 ijjii 


タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されています(>165 
ぺージ）。 


B こ虜0芭 e が田 
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装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じたタイヤ空 
気圧び記載されているとさは、それら 
に応じて、前輪と後輪の空気圧を調整 
してください。 

単位は 「bar (= kg / cm 2 )」 と fpsij 
で示しています。 



タイヤ空気圧ラベルの例 


タイヤサイズの代わりに、 " 16 "" や 
" R 16" などのホイール外径で表示され 
ていることちあります。 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なり 
ます。 



タイヤサイズ表示の例 


ホイール外径のはタイヤのサイド 
ウオールのタイヤサイズ表示に記載さ 
れています。 


心 事故のおそれがありまず 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤび過熱して破 
裂したり、火災を起こすおそれび 
ありまず。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れすざないでく 
ださい。空気を入れすざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやすくな 
りまず。また、タイヤ空気圧警告 
システムび正しく作動しなくなつ 
たり、車両操縦性に悪影響をおよ 
ぼずおそれびあ0まず。 


A 事故のおそれがありまず 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着ずるなど、純正 
品または承認されたバルブキャップ 
政外のちのをホイールバルブに装着 
しないで < ださい。 

それらを装着ずると、バルブび常に 
開いた状態になるため、空気圧減か 
の原因になりまず。 

9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧び低いと、 
燃料を余計に消費しまず。 

〇必ず法定速度を守って走行してく 
ださい。 

H 周囲の気温が約10で変化すると、 
タイヤ空気圧は約 0.1 bar 変化し 
ます。タイヤ空気圧を点検するとさ 
は周囲の気温|(_ま意してください。 


B 三お Q 芭09が田 
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タイヤとホイール 


^"up to 21 Okm / h " の表示びある場 
合は、'|叩化21 Okm / h " の空気圧 
に調整してください。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず点検を 
行なってくださし、。 

〇 走行した直後や炎天下のよラに夕 
イヤ自体び高温になっているとさ 
は、約 0.3 bar ほど空気圧び高くな 
ります。空気圧はタイヤが冷えてい 
るときに測定してください。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤの側面または 
ホイールに記載されています。 


タイヤ空気圧警告システム画面 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧び低下すること 
により他のタイヤとの回転速度に差 
び生じると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告メッセージを表 
TJX します。 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
よラな状況では、作動しない場合や警 
告が遅れることがあります。 

• カーブを巧がっているとさ 
• 加速または減速をしているとき 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやすい路面を走行しているとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとさ 

• ルーフや車内に重い荷物を積んで走 
行しているとさ 


心 事故のおそれがありまず 

• 空気の入れすざなど、誤ったタイ 
ヤ空気圧の調整に対しては警告び 
行なわれません。燃料給油フラッ 
プの裏側にあるタイヤ空気圧ラべ 
ルを参照し、必ず規定の空気圧に 
調整してください。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複 
数のタイヤから同量の空気び漏れ 
た場合などは検知でさません。ま 
た、タイヤ空気圧の点検を行なラ 
システムではありません。 

• 急激な空気圧低下（タイヤに異物 
び貫通した場合など）に対しては 
警告を行なラことびでさません。 
このとさは、急ブレーキや急八ン 
ドルを避け、しっかりステア U ン 
グを支えなびら、徐々に減速して 
安全な場所に停車してください。 


タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる 

(下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 
テムを再起動させてください。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 
• ホイールやタイヤを交換したとさ 

• 新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 


I 
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► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（>178ぺージ）を参照 
して、すべてのタイヤび、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
認してください。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムは、タイ 
ヤ空気圧び適正に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 


リセットボタン （>105 ぺージ）を 
押します。 


または 


夕斗ヤククキアツ 
ケイつクシステムヴイシト< 



を押して、車両情 


報メイン画面を表示させます（1>109 
ぺージ)。 

► ^または^を押して、タイヤ 
空気圧警告システム画面を表示させ 
ます。 

II タイヤクウキアツケイ]クシステムサドウメニユ - : R ホ、' 
タン"と表示されます。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに II タイヤクウキアツケイ]クシステムイク、'こッシヨン 
オンテ''シヨウカノウ"と表示されたときは、 
エンジンスイツチを2の位置にし 
てください。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"タイヤクウキアツケイ]クシステムサイシドウ？"と 
表示されます。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"タイヤクウキアツケイ]クシステムサイシドウ ？II 
と表示されてから、約15秒経過す 
ると、再起動は中断されます。 

► [±]を押して、" A イ"を反転表示に 
します。 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"タイヤクウキアツケイ]クシステムサイシドウ"と 
表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めます。 


B 三養接〇が田 
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寒冷時の取り扱い 



寒冷時には、通常とは異なった取り 
扱いび必要です。必ず(下の注意事項 
を守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

メルセデス •ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度び適正であ 
ることやバッテ U —の液量や充電状 
態に不足がないことを点検してくだ 
さし、。 

エンジンオイル 

車を使用する場所のが気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用してください。 

ウォツシヤー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用びあ 
ります。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイ 
ヤ、スノー チェーンび必要です 
(>184、185、275ぺージ）。 

スノーチェーンは、 Daimler AG の指 
定品を使用してください。取り扱いに 
つし"'ては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従ってください。 


冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。凍 
結防止用の塩類をまく地ちの場合、少 
なくとわ1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めします。 

積雪 

ボディやウインドウ I こ雪び積もったと 
さはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 
あります。 

ドアやトランクの凍結 

ドアやトランクが凍結しているときは 
(下のよラな方法で走行する前に解 
凍するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへら 
などを使用し、ボディやウインドウ 
を損傷しないよラにま意してくだ 
さし、。 

• ドアやトランクび凍結して開かない 
とさは、開□部周囲にめるま湯をか 
け、解凍してから開いてください。 
また、キーシリンダーにはめるま湯 
びかからないよラにして < ださし、。 

• 再凍結を防止するため、余分な水分 
はきれいになき取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こラとすると、周囲の防水シー 
ルを損傷するおそれびあります。 
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• ドアウインドウび凍結しているとき 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウは下降しません。 

このとさは、無理にドアを閉じない 
でください。ドアやウインドウ、 
シール部などを損傷するおそれび 
あります。 

ボディ下側の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
ヴスペンションなどに雪や氷塊が付 
着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステアリング操 
作びでさな<なり、事故を起こすお 
それがあります。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラに注意しなが 
ら、雪や氷塊を取り除いてください。 

• 走行中にわ、はね上げた雪や水しぶ 
さが凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
ア U ング操作びでさなくなるおそれ 
びあります。休憩時もこまめに点検 
し、雪や氷塊び付着しているとさ 
は、大きくなる前に取り除いてくだ 
さい。 


ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、ドアウインド 
ウや U アクオーターウインドウ、バリ 
オルーフなどび凍結しているとさに、 
無理に動かすとモーターを損傷するお 
それびあります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
ください。 

秉車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操 
作するとさに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇り 
やす < なります。 

雪道で動けないとさ 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれがあり 
ます。 

A 中毒のおそれびありまず 

マフラーなどび雪に埋ちれた状態で 
エンジンをかけていると、排気ガスび 
車内に入り一酸化炭素中毒を起こし 
たり、中毒死ずるおそれびあります。 
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寒冷時の取り扱い 


駐車ずるとき 

寒冷時や積雪地での駐車時は(下の点 

にを意してください。 

-パーキングブレーキが凍結するおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
EE に入れ、確実に輪止めをして 
ください。 

-できるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たるち向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンが冷えすざない 
よラに/こ\びけてください。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららが落ちてさてボ 
ディを損傷するおそれびあります。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動する 
と、乂災や故障の原因になります。 


ウィンタータイヤ _ 

雪道や凍結路を走行するとさや外気温 
度び約7むじ(下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 ABS や 
ESP ® の効果び発揮されます。 


A 事故のおそれびありまず 

• ウィンタータイヤの溝の深さび約 
4 mm 下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 

• ウィンタータイヤの装着時に、応 
急用スペアタイヤを装着ずると、 
車両操縦性や制動性能び大さ < 低 
下するのでを意してください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、 
でさるだけ早くウィンタータイヤ 
に戻してください。 

H 回転方向び指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記さ 
れた回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

H ウィンタータイヤを装着していて 
わ、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 

Q ウィンタータイヤをがした後は、 
タイヤ/ホイールをオイルやグ 
リース類、燃料の付着するおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管してく 
ださい。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 


I 


装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とわ同じ銘柄のわの 
にしてください（>275ぺージ）。 
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スノーチ： E —ン _ 

ウィンタータイヤでち走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着します。 

スノーチェーンは、 Daimler AG の指 

定品を使用してください。取り扱いに 

つし"'ては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説明書に従ってください。 

〇スノーチェーンは必ず後輪に装着 
してください。 

〇スノーチェーン装着時は 50 km/h 
(下の速度で走行してください。 

。指定品じ(がのスノーチェーンを装 
着すると、タイヤからがれたり、車 
体に接触するおそれびあります。 

H スノーチェーンの脱着は、周囲の 
交通を妨げない、安全で平坦な場所 
で行なってください。 

〇路面に雪や凍結びなくなったとさ 
や、必要のなくなったとさは、す 
みやかにスノーチェーンを外して 
ください。 

H 標準タイヤ/ホイールにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

〇応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

n 前輪にはスノーチェーンを装着し 
ないで<ださい。ボディやフェン 
ダーの内側またはヴスペンションな 
どに接触して、タイヤや車両を損 
傷するおそれがあります。 


〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ⑩の 
機能を解除したほラび走行しやすい 
場合びあります。 

スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス•ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


雪道や凍結路面の走行 _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやすくなっています。十分な車間距 
離を確保し、いつわより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

ち全な走行と車両操縦性を確保するた 
め、(下の注意事項を守ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チエーンを必ず使用してください。 

• 走行モードを C モードに切り替えて 
ください （^98 ぺージ）。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
し、ブレーキの効さび悪くなること 
びあります。このよラなとさは、後 
続車にま意しなびら低速で走行し、 
ブレーキの効さび回復するまでブ 
レーキぺ夕レを数回軽 < 踏んで < だ 
さい。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。ス U ップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれびあ 
りまず。 
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走行時の注意 



心 事故のおそれびありまず 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 


ブレーキ 


公 事故のおそれがありまず 

• 滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせないで<ださい。 
駆動輪びグ U ップを失い、車びス 
リップするおそれびあ0まず。 

• 長い下0坂や急な下り坂では必ず 
エンジンブレーキを併用してくだ 
さい。エンジンブレーキを併用し 
ないでブレーキペダルを踏み続け 
たり、急ブレーキを繰り返ずと、 
ブレーキび効かな<なり停車でさ 
な < なるおそれびあ0ます。 


公 乂災のおそれびありまず 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
パッドび早く摩耗ずるだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かな < なったり、 
乂災び発生ずるおそれびありまず。 


A 事故のおそれがありまず 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目安として走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動性能を完 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
ダ J レを少し強めに踏んでください。 

〇ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからないよう 
にして<ださい。ブレーキディスク 
を損傷するおそれびあります。 

n 水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび悪 < なることびあ 
ります。このよラなとさは後続車に 
を意しながら低速で走行し、ブレー 
キの効さが回復するまで、ブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

〇必ず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正じ(外のブレーキ 
パッドを使用すると、ブレーキ特性 
が変わつてち全なブレーキ操作がで 
さな < なるおそれびあります。 

〇ブレーキシステムを改造したり、 
ス ペー ヴーやブレーキダストシー J レ 
ドなどを使用しないでください。 

Q 高速道路を走行しているとさな 
ど、ブレーキをかけずに長時間走行 
していると、ブレーキの効さが悪く 
なることがあります。このよラなと 
さは後続車に注意しなびら、ブレー 
キぺダ j レを軽く踏んでください。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大さ 
な負担をかけた後は、ブレーキディ 
スクび冷えるまでしばらく走行を続 
けて < ださい。 


I 
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〇 長い急な下り坂では、ティップシ 
フトでギアレンジを [ 3 J . 巧□、 
m にして、エンジンブレーキを効 
かせて<ださい。ブレーキの過熱や 
過度の摩耗を防ぐことびでさます。 


(©) J ブレーキ警告。 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点なし（点なしないとさは、警告なび 
故障しています）、エンジン始動後に 
消なします。 

エンジン始動後わパーキングブレーキ 
を効かせているとさは、点なしたままに 
なります（エンジンスイッチが1の位 
置のとさち/点:なしたままになります)。 

パーキングブレーキを解除しても消な 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとさに点なする場合は、ブレーキ液 
び不足しています。安全な場所に停車 
し、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキパッ 
ドに関する故障/警告メッセージ 
び表示されたとさは(>210ページ） 
をご覧ください。 


走行ずるとさ 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速するとさは、タイヤを空 
転させないよラにおだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷するおそれがあります。 


• 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
ください。 

横風が強いとさ 

横風び強く、車が横ち向に流されそラ 
なとさは、ステアリングをしっかりと 
握り、いつわより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点なしてください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界が 
悪くなることびありますので、十分注 
意してください。 

エンジンブレーキの活用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキペグ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さが 
悪くなるおそれびあります。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生する 
エンジンの内部抵抗を利用した減速 
をエンジンブレーキといいます。 

低いギアのとさほど効さび強くなり 
ます。 

滑りやずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで <ださい。 
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水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さが遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このよラなとさは、後 
続車にミち意しなびら低速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

雪道や凍結路面の走行 

走行安全性を維持するため、雪道や凍 
結路では、乾燥した路面を走行すると 
さよりわ低い速度で走行しなければな 
りません。 

が気温度が低いとさは、路面の状態に 
十分ま意して走行してくださし、。 

路面び凍結しているとさは、ブレーキ 
時にタイヤと路面の間に薄い水の層が 
形成され、タイヤのグリップび大さく 
低下します。 

スタック（立ち往生）したとき 

• めかるみなどでタイヤが空転したり 
脱輪した状態から脱出するときは、 
タイヤを高速で空転させないで < だ 
さい。脱出直後に車が急発進し、事 
故を起こすおそれがあります。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異常な過熱が起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故び起さたり、トラ 
ンスミッションを損傷するおそれび 
あります。 

• スタックした状態から脱出するとき 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてがラと効果的です。 


道路冠水や車び水ミ受したとき 

• 冠水した道路を走行するとさに許容 
されている最大水深は約1 2 cm です。 

• 波び立たないよラな速度で走行して 
ください。 

• 車び水没した場合は、水び引いた後 
でもエンジンを始動せずに、メルセ 
デス•ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

• 豪雨などで道路が冠水し、マフラー 
に水び入ったときは決してエンジ 
ンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動すると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びあります。 


走巧中に異常を感じた S 


警告 I 灯が点'灯したときやマルチファン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとさ 

ただちに安全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれびあります。 
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ボディ下部に強い衝撃を受けたとき 

ただちに安全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料 
などび漏れていないか確認して < だ 
さい。漏れやボディ下部に損傷を見つ 
けたとさは、運転を中止してメルセデ 
ス•ベンツ指定ヴービスエ場に連絡し 
てください。損傷を放置したまま走行 
を続けると、事故を起こすおそれびあ 
ります。 

走行中にタイヤがパンクしたり、破裂 
したとさ 

あわてずにしっかりステアリングを支 
えなびら、徐々に減速して安全な場所 
に停車して<ださい。急ブレーキや急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれが 
あります。 


駐停車ずるとさ 


駐車ずるとさの注意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やすいちのがある場所には駐停車し 
ないで <ださい。 

• 同乗者びドアを開くときは、周囲に 
危険がないことを運転者び確認して 
ください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなります。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をするおそれ 
びあります。 


•炎天下に駐車するとさは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車する前 
に換気をするなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いてください。 

車両下部の排水溝が目詰まりを起こ 
し、車内に水び浸入するおそれがあ 
ります。 

雪が降っているとさは 

車の周囲び雪で覆われているとさは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さがれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それがあります。 

急な坂道では 

急な坂道で駐車するとさは、セレク 
ターレバーを巧□に入れ、 パー キ 
ングブレーキを確実に効かせてくだ 
さい。さらに輪止めをして、前輪を歩 
道ち向に向けてください。 
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假眠ずるとさ 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こすおそれがあります。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーが異常過熱して乂 
災の原因になります。 

後退ずるとさ 

後方視界が十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
てください。 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃霧び発生してい 
るとさは、路面び濡れて滑りやすく 
視界わ悪くなります。(下の点に注 
意して、いつわより慎重に運転して 
ください。 

• 路面び滑りやすいので、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長くなります。 

また、見通しが悪いので歩行者や 
障害物の発見び遅れび ちに なり 
ます。いつわより速度を下げ、車間 
距離を十分にとってください。 

• 濡れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。滑 
りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあります。 


• 路面が濡れているとさは、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 

• 水たまりの通過後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪くなることがあります。このとさ 
は、後続車にま意しなびら低速で走 
行し、ブレーキの効さび回復するま 
でブレーキぺ夕 J レを数回軽 < 踏んで 
ください。 

• ち全な視界を確保するため、必要に 
応じてデフ□スターや U アデフォッ 
ガーを作動させてください。または 
エアコンディショナーを作動させて 
車内を除湿してください。 

•雨降りや濃霧時は、自分の車の存 
在を周囲に知らせるため、ヘッド 
ランプやフォグランプを点巧して 
くださし、ただし、ヘッドランプ 
を上向さで点なさせると、雨や濃 
霧に反射して視界を損なったり、 
対向車を腔惑するので、下向さで 
点なしてください。 

• 濃霧のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、霧が 
晴れるまでち全な場所に停車して 
ください。 
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メンテナンス 


日常点検 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、メルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で点検整備を 
受ける必要があります。メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場ではじ(下のよラ 
な点検を行ないます。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びあります。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施するちのです。 

次の点検時期を示すステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してあります。 

詳しくはメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

整備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰常、車を使用するとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただ < 点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

日常点検を実施したとさに異常び発 
見された場合は、すみやかにメルセデ 
ス•ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 


メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
巧し亲す。 

メンテナンスインジケーター画面が表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
備を行なってください。 

H メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

。メーカー指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかった場合は、保証 
などの対象外になることがあります。 
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メンテナンス 


自動表示機能 


次のメーカー指定点検整備の約1力 
月前になると、エンジンスイッチを 
2の位置にしたとさやエンジンびか 
かつているとさに、メンテナンスイン 
ジケーター画面び自動的に表示され 
ます。 

HH ま数秒後 I こ表示前の画面に戻ります。 

表示中に画面を戻すときは、リセット 
ボタン0105ページ）を押します。 

〇 メンテナンスインジケーターび自動 
的に表示される時期は、運転スタイ 
J レや走行距離などにより変わります。 

エンジン回転数を適度に保ち、短 
距離短時間の運転を避けると、次 
のメーカー指定点検整備の実施時 
期までの走行距離び伸びることが 
あります。 

手動表示 


メンテナンスインジケーター画面は手 
動でも表示でさます。 

► エンジンスイツチを1か2の位置 
にします。 

► ra またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます（杉109 
ぺージ)。 

► またはを押して、メンテ 
ナンスインジケーター画面を表示さ 
せます。 


表のメツセーソ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 

ルなどに応じてじ(下のよラに変化し 

ます。#には A から H までのアルファ 

べットび入ります。 

点検整備実施前の表示例 

II メンテナンス#アト XX ニチ" 

II メンテナンス#アト XX km " 

点^^^«1実施時期になつたときの表示例 

II メンテナンス#ウケテクタ''サイ ！II 

点^^^«実施時期を過ざたときの表示例 

II メンテナンス# XX ニチヲ]エ7シタ II 

II メンテナンス# XX km ヲ]エマシタ II 

点検整備実施時期を過ぎたとさは、警 

告音わ鳴ります。 

〇 走行速度の表示単位を切り替える 
と、メンテナンスインジケーター画 
面に数秒間"メンテナンスヒョウシ'' テ''巧セン" 
と表示されることびあります。 

〇|| メンテナンス A"、 II メンテナンス B " など、"メ 
ンテナンス"の後に表示される'7\'|から 
" H ' l のアルファベットは、次回の 
メーカー指定点検整備の範囲び、点 
検項目の少ない点検整備から総合的 
な点検整備まで、どれに該当するか 
を示すものです。ただし、日本では 
法定点検びあるため、これらの範囲 
は該当しません。 
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〇" メンテナンス A + "、"メンテナンス B + " など、 
" A " から" H " のアルフアベットの後 
に"+ " の表示びあるときは、ブレー 
キ部品交換などの点検整備び含まれ 
ていることを示します。 

〇 ブレーキパッドは次回のメンテナ 
ンスじ(前に摩耗の限界に達すること 
びあります。ブレーキパッドの交換 
については、メルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場で相談の上、(下の 
よラに対処してください。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換する 

〇 バッテリーの接続を外している間 
の経過日数は、加算されません。 

メンテナンスインジケーターのリセット 

メーカー指定点検整備後に、メルセデ 
ス•ベンツ指定ヴービスエ場でメンテ 
ナンスインジケーターを U セットして 
ください。 

U セット後、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達する距離 
または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 

P メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるとさは、すみや 
かにメルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でち車を美しく保つことびでさます。 

日常の手入れには 、 Daimler AG び指 
定する用品のみを使用してください。 

詳しくはメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 中養や乂災のおそれがありまず 

一部の合成ク U —ナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質び含まれているこ 
とびあります。カーケア用品を使用す 
るとさは、必ず添付の取り扱い上の 
を意を読み、指示に従ってください。 

車内でカーケア用品を使用ずるとさ 
はドアやドアウインドウを開さ、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気び巧 
燃性ガスに引火して乂災を起こすお 
それびあ0まず。 

車の手入れをするとさに、燃料やシ 
ンナーなどを使用しないでください。 
中毒を起こしたり、気化ガスに引火 
して火災を起こずおそれびあります。 
カーケア用品は、テ供の手び届くと 
ころや火気の近くに置いたり保管し 
ないで < ださい。 
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曰常の手入れ 


• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで払い落としてくだ 
さし、 

• 少なくとも月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石により塗装面を損傷すると、 
鐘の原因になります。早めに補修を 
行なってくださし、 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

• ミ尼や虫の死びい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどび付 
着したとさは、すみやかにおさ取っ 
てください。特に、鳥のふんは塗装 
面を損傷しやすいので、でさるだけ 
早く水で洗い流してください。 

• 凍結防止剤が散布してある道路を走 
行したとさは、すみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダー内を洗い流 
してください。 

• 直射曰光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱くなってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそれ 
があります。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼り付けない 
で<ださい。塗装面を損傷するおそ 
れびあります。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入れ 
により鐘などが発生したとさは、早 
めにメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で補修することをお勧めし 
ます。 


洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流します。 

► 水に カーシヤンプーな どを湿ぜた 
洗浄液を用意し、車全体にかけま 
す。外気取り入れ口付近では少量 
にし、ダクト内に洗浄液び残らな 
いよラにします。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗し乂亢します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴をなさ 
取ります。 

洗車時のま意 

洗車をするとさは、じ(下の点にま意し 

てください。 

• 洗車をするとさはマフラーにま意し 
てください。マフラー後端に触れて 
乂傷をしたり、けびをするおそれび 
あります。 

• 水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
が強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱くなっているよラな 
とさは洗車をしないでください。 

• 虫の死びいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で < ださい。ブレーキディスクび 
熱いとさに急激に冷やすと、ディス 
クを損傷するおそれびあります。 
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• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食する 
おそれびあります。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれびあり 
ます。 

このよラなとさは、しばらく走行 
して、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどを乾燥させてください。 

自動洗車機の使用 


A 事故のおそれがありまず 

自動洗車機で洗車した後は、ブレーキ 
の効さび悪くなることびありまず。ブ 
レーキディスクやブレーキパッドび乾 
くまでは、十分を意して走行してくだ 
さい。 


自動洗車機で洗車するときは(下の点 

に注意してください。 

• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は、使 
用しないでください。ドアやパリオ 
ルーフなどから水漏れを起こすおそ 
れびあります。 

• 車の汚れがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをしてくだ 
さし、。 

• 自動洗車機び車のサイズに合ってい 
ることを確認してください。 

• ドアウインドウとバリオ ルーフが 完 
全に閉じていることを確認してくだ 
さし、 


• 洗車前にドアミラーを格納してくだ 
さい。 

• ワイパーを停止してください087 
ぺージ)。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷び付さ、塗装面の光がが失わ 
れたり、劣化を早めるおそれびあり 
ます。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
おさ取ってください。 

高圧式スプレーガンの使用 


• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高すざると、塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、ヴスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないで < ださい。水圧び 
高いため、車内に水び浸入したり、 
防水シールや塗装面を損傷するお 
それびあります。 

A 事故のおそれびありまず 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び 
高いため、タイヤを損傷ずるおそれ 
びありまず。 
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曰常の手入れ 


マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しクリ 

アコートで塗装されています。 

非常にデ U ケートな塗装のため、日常 

の手入れなどで独特の質感を損なラ 

おそれがあります。詳しくはメルセデ 

ス•ベンツ指定サービスエ場におたず 

ね < ださい。 

H 塗装面を磨かないでください。ま 
た、塗装面の手入れには、ワックス 
や研磨剤、光ミ尺剤のよラなペイント 
保護剤は使用しないでください。質 
感を損なったり、塗装面を損傷する 
おそれがあります。 

H 塗装面に巧れび付着したとさ 
は、すみやかに取り除いてください。 

B 樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでください。 
質感を損なったり、塗装面を損傷す 
るおそれがあります。 

Q ワックスなどの巧れび付着したと 
さは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたさながら巧れをなさ取って 
ください。 

H タールなどの汚れび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたさなびら巧れをなさ取ってくだ 
さし、 

B 高圧式 スプレーガンやスチーム 
ク U —ナーは使用しないでくだ 
さい。塗装面を損傷するおそれび 
あります。 

H 塗装の修復などは、メルセデス‘ 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
ください。 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するときは、ノンブ 
ラシ式の自動洗車機を使用してくだ 
さい。また、車の巧れびひどいとさは、 
自動洗車機で洗車する前に水洗いをし 
てください。 

H 高温のワックス処理を行なラ自動 
洗車機は使用しないでください。 

ランプ類の手入れ 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズです。流水または水とカーシャ 
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流してく 
ださい。 

〇有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いた巧などで強< 
こすらないでください。また、 へッ 
ドランプウォッシャー装備車は必ず 
専用の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。レンズを損傷するおそ 
れびあります。 


パークト□ニックセンサー*の手入れ 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パークト□ニックセンサー①を清 
掃するときは、流水または水とカー 
シャンプーを湿ぜた洗浄液で洗い流し 
てください。 

U パークト□ニックセンサーを清 
掃するときは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないでく 
ださい。また、純正(外の手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾拭さし 
ないでください。センサーを損傷す 
るおそれびあります。 

B パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用しないでください。 
センサーや塗装面を損傷するおそれ 
があります。 

マフラーの 手入れ 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にヴビび発生することびあり 
ます。 

定期的にマフラーを手入れすることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻すことびでさます。 

U ホイールク U ーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナーでマフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 

マフラーの手入れについては、メル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


車内 _ 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線びプリントされている車種びあ 
ります。ガラス面の内側を清掃する 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないよラに注意して 
ください。 

また、乾いた巧でないたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 

• ウインドウに遮光フィルムなどを貼 
り付けるとラジオなどの電波の受信 
性能び低下するおそれびあります。 
詳しくはメルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 

A けがのおそれがありまず 

清掃するときは、プラスチック部品 
の端部やシート下部などにある U ン 
ケージやヒンジなどの金属部分び露 
出した箇所にを意してください。触 
れるとけびをするおそれびありまず。 
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曰常の手入れ 


COMAND ディスプレイの清掃 

► COMAND システムの電源をオフに 
します。 

ディスプレイが熱くなっているとき 
は、冷えるまで待ってください。 

► 水で薄めた中性洗剤を含ませた不織 
巧でおさ取ります。 

HCOMAND ディスプレイを清掃す 
るとさにじ(下のものを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷する 
おそれびあります。 

• アルコール分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
あります。 

プラスチックトリムの清掃 


A けびのおそれびありまず 

エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むク U —ナーなどを使用し 
ないでください。エアバッグび正常 
に作動しなくなり、けびをずるおそ 
れびあ0まず。 

H プラスチックトリムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないでください。プラス 
チックト U ムを損傷するおそれびあ 
ります。 


P プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどび付着し 
ないよラにしてください。表面の劣 
化の原因になります。 

► 水で湿らせた不織巧でなさ取り 
ます。 

► 頑固な巧れには専用のクリーナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しますび、 
乾くと元に戻ります。 

ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織布でおさ取り 
ます。 

► 頑固な巧れには専用のク U —ナーを 
使用します。 

〇有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
斉 IJ 、 ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドト U ムを損傷するお 
それびあります。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
おさ取ります。 

〇化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないでください。また、直射日光 
に当てたり、 8 crcii (上の温度で乾 
燥させないでください。 


B こ虜0芭 e が田 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 

トラブルの原因と巧応 . 

非常時の解錠/施錠…… 

キーの 電池交換 . 

電球の交換 . 

ワイパーブレードの交換… 

パンクしたとさ . 

バッテリー . 

バッテリーがあがったとさ 

けん引 . 

ヒューズ . 


か：？©占 


054702452470 

001233335556 


尸 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場所 


事故 • 故障のとさ 


A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に乂気を近付けないよラにを 
意してください。火災や爆発のおそ 
れびあ0ます。 

事故が起きたとき 

すみやかにじ(下の処置をとってくだ 

さい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならない安全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷者がいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととちに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
ください。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷者 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 


路上で故障したとさ 

安全な場所に停車して、非常点滅灯を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置 < ことび法律で義務付けられ 
ています。追突のおそれびあるため、 
乗員は車内に残らず、ただちにち全な 
場所に避難してください。 

車び動かな < なったとさ 

セレクターレバーを m に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同乗 
者や付近の人に救援を求めて、安全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このときは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みに注意して 
ください。 

セレクターレバーを m に入れられ 
ないとさは、乗員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いでください。 

H 踏切内で動けな < なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要するとさは非常 
信号用具を使用してください。 

〇 セレクターレバーを [ E から動 
かせないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさます。詳しくは 
瓜229ページ）をご覧ください。 


■か：？？吟 


• 自動車保険会社に連絡してください。 
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非常信号用具 


懐中電灯を助手席側のドアポケット 
に備えています。 

〇 新車時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれています。 
使用するとさは紙を取り除いてくだ 
さい。 

〇 懐中電なが十分な明るさで点 
なすることを定期的に点検してく 
ださい。 



停止表示板はトランク U ッドの裏側に 
あります。 



停止表示板を組み立てる I 

► 左ちのスタンド⑤をホ広げて地面に W 
てます。 

►反射板④を引さ出し、頂点®を ミ 
かみ合わせて□ツクします。 ム 

《停止表示板の形状び異なる場合びあります。 


救急セット 


左側シート後方の収納ネットまたは卜 
ランク内、トランクフ□アボードの下 
に収納されています。 

〇 救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点検 
してください。 


停止表示板を取り出ず 


《救急セツトの収納位置は予告なく変更される 
ことびあります。 


► ノブ③を矢印の方向にまわし、停 
止表示板ケースのを取り外します。 


► ケースから停止表示板を取り出し 
ます。 
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車載品の収納場所 


車載工具 _ 

車載工具や応急用スペアタイヤなど 
は、トランクフ□アボードの下に収納 
されています。 

A けがのおそれがありまず 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアッ 
プするためだけに設計されてい 
ます。 

• ジャッキは、かたくてずべりに 
<い、水平な場所で使用して<だ 
さい。また、ジャッキの下に、ブ 
□ ックや木材などを置いてジャッ 
キアップしないで < ださい。ジャッ 
キアップした車び落下ずるおそれ 
びありまず。 

• ジャッキアップしているとさは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランク、パ U オルーフを開閉した 
り、パーキングブレーキを解除し 
ないで<ださい。車び落下するお 
それびあ0まず。 

• ジャッキに不具合や損傷びあると 
さは使用しないでください。 

• 傾斜の急な斜面ではジャッキアッ 
プしないで<ださい。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的な 
けびをずるおそれびあ0まず。 

• 車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、決して車の下に 
身体を入れないでください。ジャッ 
キび外れると、車に挟まれて致命 
的なけびをずるおそれびあ0まず。 
ジャッキは車を一時的に持ち上げ 
るとさだけに使用してください。 



①タブ 

③トランクフ□アマット 

③ トランクフ□アボード 

④ ホール 

車載工具を取り出ず 

►バリオ ルーフを 閉じます。 

► トランクを開さます。 

► ラゲッジカパーを開きます。 

► タブのを持ってトランクフ□ア 
マット③をめくり、トランクフロ 
アボード③のホール④に指をか 
けて、トランクフ□アマットおよび 
トランクフ□アボードを取り出し 
ます。 

《トランクフ□アマットおよびトランクフ□ア 
ボードの形状び異なる場合びあります。 


■か：？？吟 






応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 
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①スク U ユー 
©応急用スペアタイヤ 


応急用スペアタイヤと車載工具を取り 
出ず 

► スクリューのを反時計回りにまわ 
して取り外します。 

► 応急用スペアタイヤ③を取り出し 
ます。 

► 車載工具を取り出します。 



③輪止め 
©ジャッキ 


⑤タイヤ収納カバー 
©ガイドボルト 
©けん引フック 
® ホイールレンチ 
@バルブ U ムーバー 
⑩電動エアポンプ 

《応急用スペアタイヤ用ホイールボルトは、応 
急用スペアタイヤのホイールに添付されてい 
ます。 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なる場合びあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね<ださい。 


■か：？ C 9 -吟 











車載品の収納場所 


タイヤフイットが車載されている車種 



①タイヤフィット 


③輪止め 

③ ジャッキ 

④ けん引フック 

⑤ ガイドボルト 
©ホイールレンチ 


©電動エアポンプ 



輪止めは車載工具などととわに収納さ 
れています。 

輪止めは図の順番で組み立てます。 

〇輪止めを使用するとさは図®の 
矢印のち向にタイヤびあたるよラに 
します。ち向に注意してください。 


《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なる場合びあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


《タイヤフイットは、日本仕様には装備されません。 
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故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が 
発生すると、マルチファンクシヨン 
ディスプレイに警告やま意、対応ち 
法などび表示されます。 

故障/警告メッセージによっては警 
告音が鳴ることびあります。また、 
重要度の高いメッセージは、赤色で 
表示されます。 

故障/警告メッセージが表示され 
たとさは、じ(降の指示に従ってくだ 
さし、。 

A 事故のおそれびありまず 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容ち限られてい 
ます。故障表示の機能は運転者を 
支援する装置でず。発生した故障 
や異常に対処して車の安全性を維 
持する責任は運転者にあります。 

• メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障した場 
合は、表示巧/警告なや故障/警 
告メッセージび表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよ 
ぼずよラな故障や異常び発生した 
場合は内容び確認でさないため、 
ただちにメルセデス•ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 

• 走行中にステア U ングのスイッチ 
を操作するときは、直進時に行なっ 
て < ださい。ステア U ングをまわ 
しなびら操作ずると、事故を起こず 
おそれびあ0まず。 


• 走行する前には必ずエンジンス 
イッチを2の位置にして、メー 
ターパネルの表示巧/警告灯び点 
巧し、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイび表示されることを確認 
して < ださい。 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス•ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めします。 

特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検整備や修理を 
行なってください。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
なりまず。 


故障/警告メッセージを表示させる 

► ステアリングの ra またはス 
イッチを押して、故障件数画面を選 
択します。 

故障や異常びある場合は、ディスプ 
レイに"コショウガ 2" のよラに故 
障や異常の件数が表示されます。 

故障や異常びない場合は、故障件数 
画面は表示されません。 

► ^または^を押して、故障メッ 
セージ画面を順番に表示させます。 

すべて表示されると、故障件数画面 
に戻ります。 


■か：？ C 9 -吟 








故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高いメッセージは消すことび 
でさません。故障や異常の原因び解 
決するまで、故障/警告メッセージ 
が繰り返し表示されます。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 
手動でメッセージを呼び出すことびで 
さます。 

メッセージはマルチフアンクシヨンス 
テア U ングにより消すことびでさます。 

► メッセージび表示されているとさ 
に、ステア U ングのや 
スイッチまたはリセット 
ボタン （>106 ぺージ）を押します。 

《記載の故障/警告メッセージは、取扱説明書 
作成時点のちのです。マルチフアンクシヨン 
ディスプレイの表記などは、予告な<変更- 
追加されることびあります。 


交:字メッセージ 


心 事故やけがのおそれがありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えたメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行な ラ こ 
とをお勧めします。特に安全に関わ 
る整備については、必ずメルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になります。 











故障/警告メッ 1 


207 


ディスプレイ表示 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 巨 S 

ABS 卜 ESP 

] ショウ 

7ニユアルヲ 

サンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS と ESP ® び作動しない状態になっている。 

目 AS わ作動しない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► を意して走行してくださし''。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

ESP 

h 

ESP /、 

シヨウテ''巧セン 

7ニユアルヲ 

サンショウ 

■ 

A 事故のおそれびありまず 

システムの自己診断び完了していない可能性びあるため、一時的に 
ESP ® び作動しない状態になっている。 

ABS は作動する。 

ブレーキは通常通り作動するび、 ESP ® は作動しない。 

►約 20 km / h 1；!上の速度で、ゆるやかにカーブしている道路をま意し 
なびら少し走行してください。 

メッセージび消えれば、 ESP ® は待機状態になります。 

1 

P 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ESP ® び作動しない状態になっている。 BAS の機 
能ち解除されている。 

バッテ U —び充電されていない可能性びある。 

ABS は作動する。 

ブレーキは通常通り作動するび、 ESP ® は作動しない。 

► ミ主意して走行して < ださし、 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

1 

ESP ] ショウ 

,。アルヲ 

サンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ® び作動しない状態になっている。目 AS の機能も 
解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、 ESP ® は作動しない。 

► ミ主意して走行してくださし、 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


■か：？ C 9 I 吟 
























ディスプレイ表示 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

タイヤ 

タイヤヲ 

A 事故のおそれびありまず 

クウキアツ 

テンケン！ 

タイヤ空気圧警告システムび、タイヤ空気圧の低下を検知した。 

►周囲の交通状況にま意しなびら、急八ンドルや急ブレーキを避け 
て停車してください。 

► タイヤを点検してください。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を適正にして 
<ださい。 

►必要であれば該当するタイヤを交換するか、タイヤフィットで夕 
イヤを修理してください。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整するか、タイヤを交換または修理した 
後に、タイヤ空気圧警告システムを再起動してください(>180 
ページ)。 

夕仆クウキ 

ソノ]、、 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれた。 

アジ 

タイヤクウキアツ 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してください。 

テンケン 

ケイ]クシステム 

サイ外。ウ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（1>180ページ）。 

夕仆クウキ 

シヨウ 

タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

アジ 

ケイ]クシス 
テム 

テ''巧セン！ 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

SRS 

SRS システム 

] ウシ''ヨウテ'' 

テンケン！ 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護装置び故障している。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

クル-ス。 ] 

ントトル 

才化'' 

スヒ。-ド 
リミッタ- 

] ショウ 

クルーズコント□ールおよび可変スピード U ミッターび故障している。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■ジ 
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イラストメッセージ 


心 事故やけがのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場で行なうことをお勧めします。特に安全に関わる整備については、 
必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作業を行 
なラと、事故や故障の原因になります。 


ディスプレイ表示 

可能性のある原因/症状および ► 対応 





トランクび完全に閉じていない状態で走行している。 

トランクび完全に閉じていない状態でバ U オルーフを開閉しよラと 
した。 

► トランクを閉じて < ださい。 






A 事故のおそれびありまず 

盗難防止警報システム装備車： 

ボンネットび完全に開じていない状態で走行している。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、すみやかに安全な場所に 
停車してください。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 



t 



いずれかのドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

► ドアを閉じて < ださい。 



: 



ラジェターの冷却フアンび故障している。 

►冷却水温度び約120む1；|下のとさは、最寄りのメルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場まで走行することびでさます。 

► このとさは、山道での走行などでェンジンに大さな負担をかけた 
り、発進/停止を繰り返すよラな運転は避けてください。 



M 



V ベルトの切断またはオルタネーターの異常により、バッテリーが 
充電されていない可能性びある。 

►周囲の道路や交通状況にま意しなびら、安全に停車して、ェンジ 
ンを停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとを 

〇走行を続けないで<ださい。オーバーヒートするおそれびあります。 

► ェンジンを停止してください。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび損傷していないとを 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 



■か：？09-吟 













































ディスプレイ表示 

可能性のある原因/症状および ► 対応 


• n . 


r レ-キ n 。 ッド 

7モウ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 



(©) 


アレ-キオイル 

レへ。ル 

テンケン 

A 事故のおそれびありまず 

IJ ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行を続けないで<ださい。 

► メルセデス • ベンツ指定ヴービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してち問 
題は解消しません。 



樹 


A 。 -キング r レ 
-キ 

カイシ''ヨシテクタ'' 
サイ！ 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 





トランクル-ム 

ラゲッジカバーび正し<セットされていない状態でバ U オルーフを 
開こラとしている。 

► ラゲッジカバーを正しくセットしてください。 


フケ''ツシ''力 / r - 
ヲ 

トシ。テクタ。サイ！ 


: 


レイ軒クスイ 

テイシャシテ、 

I ンゾ'ンヲテイシ！ 

;令却水の温度び高すざる。 

►周囲の道路や交通状況にを意しなびら、安全に停車して、ェンジ 
ンを停止してください。 

►雪やほこり、または氷などで、ラジェターへの送風び遮られてい 
ないことを確認してください。 

► メッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動してくだ 
さい。ェンジンを損傷するおそれびあります。 

► ;令却水温度画面で冷却水温度を点検して < ださい。 

► 冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちにメルセデス•ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてください。 











































故障/警告メッ • 



ディスプレイ表示 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 




口 


敬 


レイキャクスイ 
テイシャシテ、 
r ノシ。ンヲテイシ! 


レイキャクスイ 
ホシ''ユウ 
にュ乃レヲ 
サンショウ 

ヒタ ''IJ □-ヒ"- 
ム 1) 

才-トラ仆 
] ショウ 


ラ仆ヲケシテ 
クタ''サイ！ 


V ベルトび切れている可能性びある。 

►周囲の道路や交通状況にま意しなびら、安全に停車して、エンジ 
ンを停止して < ださい。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとさ 

〇走行を続けないでください。オーバーヒートするおそれびあります。 
► エンジンを停止してください。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび損傷していないとを 

► メッセージび消えるまで待ってからエンジンを始動してくだ 
さい。エンジンを損傷するおそれびあります。 

► ;令却水温度画面で冷却水温度を点検して < ださい。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


;令却水量び不足している。 

►補給時のミ主意事項を参照しなびら、冷却水を補給してください 
(>172ページ)。 

► 通常より頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス•ベンツ 
指定サービスエ場で;令却システムの点検を受けてください。 


左側のへッドランプ（□ービーム）び切れている。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ランプセンサーに異常びある。 

自動的に車がランプび点灯する。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの各種設定で、ランプを手動 
点灯に切り替えてください0119ページ）。 

► ランプスイッチでランプを点灯/消丹してください。 


車外ランプを消灯しないでエンジンスイッチからキーを抜さ、運転 
席ドアを開いた。 

► ランプスイツチを m の位置にしてください。 


1) 車種や仕様により、車外ランプいずれかに異常び発生すると、その箇所び表示されます。 
他のランプび切れたとさは、この例！;!外のメッセージび表示されます。 


■か：？0 >1 吟 

































ディスプレイ表示 

可能性のある原因/症状および ► 対応 




わウユノサイニ 

I ンシ''ンオイル 

レへ''ルテンケン 

エンジンオイル量び限界まで減っている。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください(>171ペー 
ジ)。 

►通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、エンジン 
からオイルび漏れていないか点検してください。 


む! 


ィングトタ 

] ショウ 

] ウシ''ョウテ'' 

テンい！ 

1つじ(上の電気システムびマルチフアンクシヨンディスプレイに情 
報を表示でさない状態になっている。下のシステムび故障してい 
る可能性びある。 

• 冷却水温度計 

• タコメーター 

• クルーズコント□ール/可変スピード U ミッター表示 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 




キ-ヲ ] ウカン 

シテクダ、サィ 

キーび機能しなくなっている。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 





燃料の残量びほとんどない。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


1 


ネンリョウ 

リヴ、、-ア 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


巧 一 ぴ 


/、。リォル-つ 

ティシチュウノミ 

ソ州カノウ 

デ、ス 

走行中にノ （ U オルーフを開閉しようとしている。 

► 周囲の道路や交通状況にを意しなびら、安全に停車してください。 

►バ U オルーフスイッチを操作してください。 


巧 一 ぴ 


/、。リォル-つ 

サカ'' IJ の！ 

油圧装置の圧力び低下し、完全に開閉されていないパ' U オルーフび倒 
れ込わラとしている。 

►バ U オルーフを完全に閉じるか、完全に開いてください。 


巧 一 ぴ 


n " リォル-つ 

つルォ-アン/つ 
ルク□-ス '' 

バ U オルーフび完全に□ックされていない状態で走行を開始した。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、安全に停車して<ださい。 

►バ U オルーフを完全に閉じるか、完全に開いてください。 


































































故障/警告メッ • 



ディスプレイ表示 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 



/、、、リオル-つ 
ヴドウチュウ 
オマチクタ。サイ! 



ウオツシヤ I キ 
ホシ''ユウ 
シテクダ、サイ！ 


バッテ U —の電圧び低下している。 
► エンジンを始動してください。 


ノのオルーフの開閉操作び何度も繰り返されたため、安全のためにルー 
フの開閉機能び一時的に停止した。 

このとさは約10分後に開閉操作び可能となります。 

►エンジンスイッチを0の位置にしてから、2の位置にするか、ェ 
ンジンを始動して < ださい。 


•バ U オルーフスイッチを操作してください。 


リヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで減ってし^る。 
► ウォッシャー液を補給してください （>175 ぺージ）。 


■か：？0 >1 吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

シートヒータースイッチの 
表示灯び点滅している。 

シートヒーターび自動的に 
停止する。 

をくの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► U アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電気装備 
を停止してください。 

電圧び回復すると、シートヒーターは自動的に作動を開始し 
ます。 

エアスカーフ*び自動的に 
停止した。 

エアスカーフスイッチを押 
してち作動しない。 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► U アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電気装備 
を停止して < ださい。 

►再度、エアスカーフスイッチを押してください。 

エアコンディショナーの AC 
スイッチを押しても、表示 
灯び点灯しなかったり、点 
滅する。 

エアコンディショナーの AC 
スイッチを押してち、除湿/ 

;令房された空気び送風され 
なし、 

故障のため、冷房機能び解除されている。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 

U アデフォッガースイッチ 
の表示丹び点滅している。 

U アデフォッガーび短時間 
で停止する。または作動し 
なし、 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を 
停止してください。 

電圧び回復すると、 U アデフォッガーは自動的に作動を開始 
します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


トラブ J レの原因と対応 


心 事故やけびのおそれがありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場で行なうことをお勧めします。特に安全に関わる整備については、 
必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作業を行 
なラと、事故や故障の原因になります。 


スイツチやボタンの表示！打/警告'灯 
























トラブルの原因とタオ応 
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トラブル 


助手席エアバッグオフ表示 
灯び点阿している。 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

助手席にセンサー付さ純正チャイルドセーフティシートび装着 
されているため、助手席エアバッグび作動しない状態になつ 
てし)る。 

A けびのおそれびありまず 

上記の理由びあてはまらない場合は、チャイルドセーフティシー 
卜検知システムび故障している。 

エンジンスイッチを 2 の位置にしたとさに、 SRS 警告灯 [ E び 
点灯するか、助手席エアバッグオフ表示灯び点阿しない。 

►助手席のシート座面に下のちのを置いているとさは取り 
除いて < ださい。 

• パソコン 
• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

電子機器やカードを取り除いてち助手席エアバッグオフ表示灯 
び点丹するとさ： 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 


メーターパネルの表示'灯/警告'灯 


トラブル 


(©) 


エンジンびか 
かつているとさ 
に黄色の ABS 警 
告灯び点丹する。 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。 

ESP ® と BAS の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しないため、 
急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 
►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージ 
に従ってください。 

► を意して走行してください。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 


(©) 


么 


么 


么 


SRS 


エンジンびか 
かつているとさ 
に黄色の ABS 警 
告灯び点灯する。 


走行中に黄色の 
ESP ® 表示灯び 
点滅する。 


エンジンびか 
かつているとさ 
に黄色の ESP ® 表 
示灯び点丹する。 


エンジンびか 
かつているとさ 
に黄色の ESP ® 表 
示灯び点灯する。 

また、マルチファ 
ンクシヨンデイ 
スプレイに故障/ 
警告 メッセージ 
び表示される。 


エンジンびかかつ 
ているとさに赤色 
のエアバッグシス 
テム警告灯び点 
灯する。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ABS の機能び解除されている。バッテリーが 
充電されていない可能性びある。 

ESP ® と BAS の機能わ解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しないため、 
急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 

► U アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電気装備 
を停止して < ださい。 

電圧び回復すると、 ABS は作動でさる状態になります。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤびグ U ップを失いかけているか、車び横滑りをしている 
ため、 ESP ® またはトラクシヨンコント□-ルび作動している。 

► 発進するとさは、アクセルペダルを必要！;!上に踏み込まない 
で < ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください（雪道などでの走行時 
を除く）。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP ® の機能び解除されている。 

車び横滑りをしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や 
走行安定性を確保しよラとすることびでさない。 

► ESP ® を待機状態にしてくださし n 雪道などでの走行時を除く）。 
► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

A 事故のおそれびあります 

故障のため、 ESP ® び作動しない状態になっている。 

車び横滑りをしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や 
走行安定性を確保しよラとすることびでさない。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージ 
に従ってください。 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 

A けがのおそれびありまず 

乗員保護装置び故障している。エアバッグやシートベルトテン 
シヨナーび不意に作動したり、事故のとさに作動しない可能性び 
ある。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


■か：？？吟 
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トラブル 


(©) 


(©) 


な 


4 


走行中に赤色の 
ブレーキ警告灯 
び点灯し、警告 
音ち鳴った。 


エンジンびか 
かつてし"'るとさ 
に赤色のブレー 
キ警告灯び点 
灯する。 


エンジンびか 
かっているとさ 
に黄色のエンジ 
ン警告灯び点 
灯する。 


ドアを閉じてエ 
ンジンを始動す 
ると、赤色のシー 
トベルト警告灯 
び点丹する。 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

警告灯び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

A 事故のおそれびありまず 

IJ ヴーブタンクのブレーキ 液量び 不足している。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停 
車してください。状況を問わず、走行を続けないでください 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージ 
0210ページ）に従ってください。 

ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給しても 
問題は解消しません。 

下に異常びある可能性びある。 

• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグ ニッシ ヨンシステム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェ 
ンシーモードになっている可能性びある。 

► すみやかにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

A けびのおそれびありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定し 
て < ださい。 

シートベルト警告灯び消阿します。 


■か：？09-吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 


各 




赤色のシートべ 
ルト警告灯び点 
滅し、警告音ち 
鳴った 0 


エンジンびか 
かつているとさ 
に黄色の燃料残 
量警告阿び点 
灯する。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 
A けがのおそれびありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない状 
態で走行し、速度び約 25 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告丹び消灯し、警告音も鳴り止みます。 

A けびのおそれびありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 
25 km / h を超えた。 

► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてある 
荷物を、別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告丹び消灯し、警告音わ鳴り止みます。 

燃料の残量び少なくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


警告音 


トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさに、運転席ドアまた 
はトランクをエマージェンシーキーで解錠して開いた。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、車内からドアを開 
くか、ボンネットの□ックを解除した。 

►キーの解錠ボタンまたは施錠ボタンを押してください。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに故障/警告メッセージび 
表71^された。 

►故障/警告メッセージをご覧ください（1>207ページ〜）。 


ノてーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 


車外ランプを消丹しないでエンジンスイッチからキーを抜さ、 
運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを因 □ の位置にしてください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 
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トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

エンジンスイツチを2の位 
置にすると、警告音び約6 
砂間鳴る。 

A けびのおそれびありまず 

運転席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 


事故のとさ 


トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 义災のおそれびあります 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。 

漏れた燃料に引乂したり、爆発するおそれびある。 

► ただちにエンジンを停止してください。 

► エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

状況を問わず、エンジンを始動しないでください。漏れた燃料 
に引乂したり、爆発するおそれびあります。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度びわからない。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷箇所び見当たらない。 

► 通常通りエンジンを始動してください。 


燃料と燃料タンク 



可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 义災や爆発のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを抜い 
て < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に弓 I 乂したり、爆発するおそれびあります。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


I 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

燃料給油フラップび開か 
なし^。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► U モコン操作で解錠してください。 

または 

► キーの電池を交換してください。 


燃料給油フラップは解錠されているび、開閉機構に異常びある。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 



か 

AJ 

G 

I 


エンジン 


トラブル 可能性のある原因/症状および ► 対応 


エンジンび始動しない。 
エンジンスイツチを 3の位 
置にすると スターターモー 
ターの 音びする。 


• エンジンの電気システムに異常びある。 

• 燃料供給システムに異常びある。 

• バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッ 
テ U —の電圧び低くなっている。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを 0 の位置に 
戻してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度も行なラと、バッテ 
U 一びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてちエンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


エンジンび始動しない。 
エンジンスイツチを 3 の位 
置にしてち スターターモー 


バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ 
U 一の電圧び低下している。 

►他車のバッテ U - を電源として始動してください （>254 ぺ一 


ターの音びしない。 ジ）。 


エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


過度の負荷により、 スターターモーターび 過熱している。 

► スターターモーターび;令えるまで、約2分間待ってください。 
►再度、始動操作をしてください。 

エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 
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可能性のある原因/症状および ► 対応 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常 
びある。 

► アクセルペダルを踏みすざないでください。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

触媒を損傷するおそれびあります。 

U ヴーブタンクの;令却水量び不足している。 

;令却水の温度び高すざて、エンジンび十分に;令却されていない。 

► 周囲の状況にを意しなびら、すみやかに安全な場所に停車し 
て、エンジンと;令却水を冷やしてください。 

► エンジンと冷却水び冷えてから;令却水量を点検し、不足してい 
る場合は、補給時のま意を参照しなびら、冷却水を補給して 
ください （>172 ぺージ）。 

;令却水量び正常なとさは、；令却ファンび故障している可能性び 
友る。 

冷却水の温度び高すざて、エンジンび十分に;令却されていない。 
►冷却水温度び約120む1；|下のとさは、最寄りのメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場まで走行することびでさます。 

► このとさは、山道での走行などでエンジンに大さな負担をか 
けたり、発進/停止を繰り返すよラな運転は避けてください。 


オートマチックトランスミッション 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

トランスミッションび正し 

トランスミッションオイルび減っている。 

<変速しない。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場でトランスミッ 
ションの点検を受けてください。 

加速性能び悪化している。 

トランス三ッションびエマージェンシーモードになっている。 

トランスミッションび変速 

下の方法で走行でさる場合びあります。 

しない。 

►停車してください。 

► セレクターレバーを [ E に入れてください。 

► エンジンスイッチを 0 の位置にしてください。 

►約10秒 iU 上待ってからエンジンを再始動してください。 

► 前進する場合はセレクターレバーを EE に入れてください。 

後退する場合はセレクターレバーを I R I に入れてください。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場でトランス三ッ 
ションの点検を受けてください。 



■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

パークト□ニックの赤色イ 
ンジケーターだけび点灯し 
て約2秒間警告音び鳴った。 

約20秒後にパークト□ニッ 
クび解除され、パークトロ 
ニックオフスイッチの表示 
灯び点丹した。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止している。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でノ 又一つ 卜□ニックの点検を受けてください。 

パークト□ニックの赤色イ 
ンジケーターだけび点灯し 
て、約20秒後にパークトロ 
ニックび解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください（1>200ペー 
ジ)。 

►再度、エンジンスイッチを 2 の位置にしてください。 


外部の電波や超音波び干渉している可能性びある。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 
(>137 ページ)。 


へツ ドランプ 


トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

へツドランプの内側び曇つ 
てし''る。 

外気の湿度び高くなっている。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行すると、へッドランプ内側の曇りは取れます。 


へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び浸入し 
てし''る。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場でへッドランプの点検 
を受けてください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


パーク ト □ニック 


I 
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バリオルーフ 


トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

バ U オルーフび開閉しない。 

ラゲッジカバーび開いている状態でバ U オルーフを開閉しよラ 
としている。 

► ラゲッジカバーを閉じてください。 


トランクび開いている。 

► トランクを完全に閉じてください。 


バッテ U —の電圧び低くなっている。 

►エンジンをかけた状態で開閉操作を行なってください。 


八' U オルーフの開閉操作び何度も繰り返されたため、ルーフの 
開閉機能び自動的に停止した。 

このとさは約10分後に開閉操作び可能になります。 

► エンジンスイッチを 0 の位置にしてから、 2 の位置にするか、 
エンジンを始動してください。 

►八' U オルーフスイッチを操作してください。 


八' U オルーフの開閉機構に異常びある。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて <だ 
さし、 


ワイパー 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

ワイパーび正しく作動し 
ない。 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付着している。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

► 安全のため、エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

A 事故のおそれびありまず 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択し 
てください087、88ページ）。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点検を受 
けて < ださい。 

ウインドウウォッシャー液 
びフ□ントウインドウの中 
央に噴射されない。 

ウインドウウォッシャー液の噴射ノズレの角度び適切でない。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で噴射ノズルの角度を 
調整して < ださい。 


I 
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トラブルの原因とタオ応 


ウインドウ 


トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

ドアウインドウび全開し 
なし^。 

ドア内部のガイドレールなどに障害になる物びあり、ドアウイ 
ンドウの上昇を妨げている。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウび開じることを確認してください。 


原因び分からない場合。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを引きます（1>91ペー 
ジ)。 



か 

AJ 

G 

I 


ドアミラー 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

ドアミラーび無理に前方/ 
後方に曲げられた。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ （070 ページ）を、ギアび 
晒み合ラ音び聞こえるまで押します。 


キ- 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

U モコン操作で施錠/解 
錠でさない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端を運転席ドア八ンドルに向け、至近距離から再度 

U モコン操作をしてください。 

U モコン操作びでさないとさ： 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを施錠/解錠してくだ 
さい0227、228ぺージ）。 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください(>230 
ページ)。 


キーに異常びある。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを施錠/解錠してくだ 
さい0227、228ぺージ）。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けて 
<ださい。 
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トラブル 


キーを紛失した。 


エマージェンシーキーを紛 
失した。 


エンジンスイッチびまわら 
なし、 


エンジンスイッチびまわら 
なし、。 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無 
効にして < ださい。 

新しいキーの入手については、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して<だ 
さし、 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して<だ 
さい。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 

エンジンスイッチからキーを抜かずに 0 の位置で長時間放置し 
ていた。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ、再度差し込んでください。 
►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

► エンジンを始動してください。 

バッテ U —の電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要でない電気装備を 
停止してから再度エンジンスイッチをまわしてください。 
それでちエンジンスイッチびまわらないとさ： 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 
または 

► 他車のバッテ U -を電源として始動してください(>254ぺ一 
ジ)。 

または 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

エンジンを始動しない期間び 
約4週間じ(上におよぶとさ。 

バッテ U —び完全にあびると、バッテ U —び損傷する可能性び 
あを)。 

►パ' ッテ U —からケーブ>1レを外してください。 

〇バッ テ U —の点検はメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行 
なって < ださい。 

エンジンを始動しない期間び 
約6週間じ(上におよぶとさ。 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合び発生する可能性 
びある。 

►対応について、メルセデス•ベンツ指定サービスエ場におた 
ずねください。 


車を使用しないとき 


■か：？？吟 
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非常時の解錠/施錠 


エマージェンシーキー 



_巧 PJO ■ユ占30■リ 

キーに収納されています。 

U モコンび作動しない場合に、運 
転席ドアを解錠/施錠するとさ 
(>227、228ぺージ）やトランクを解 
錠するとき （^229 ページ）、トラン 
クを独立施錠するとさ061ページ） 
に使用します。 

エマージ I ンシーキーを使用ずる 

►ストッパーのを矢印のち向に押し 
なびら、エマージェンシーキー③ 
をキーから弓 I さ抜さます。 

収納するとさは元の位置に差し込み 
ます。 


エマー ジェンシーキーで運輯席ドア 
を解錠ずる 



左八ンドル車 


リモコン操作で車を解錠でさないとさ 
は、運転席ドア八ンドルのキーシリン 
ダーに エマー ジェン シー キーを差し込 
み、解錠でさます。 

解錠ずる 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
八ンドルのキーシ U ンダーに差し込 
みます。 

► エマージェンシーキーを解錠の位置 
③（前方）にまわします。 

〇 左八ンドル車は反時計まわりに、 
ち八ンドル車は時計まわりに回し 
ます。 

運転席ドアの□ックノブび上がり、 
運転席ドアび解錠されます。 

► エマージ王ンシーキーを①の位置 
にまわして抜さます。 

〇 助手席ドア八ンドルにはキーシリ 
ンダーはありません。 


■か：？ C 9 -吟 
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非常時の解錠/施錠 


M エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解錠しても、助手席ドア、トラ 
ンク、燃料給油フラップ、グ□ーブ 
ボックス、アームレストのル物入れ 
は解錠されません。 

H 盗難防止警報システム装備車で 
は、 U モコン操作で施錠した後に、 
エマージェンシーキーで運転席ドア 
を解錠して開くと、盗難防止警報シ 
ステムび作動します。警報を停止す 
るには、キーの施錠ボタンか解錠ボ 
タンを押すか、キーをエンジンス 
イッチに差し込みます。 



左八ンドル車 

U モコン操作で車を施錠でさないと 
さは、(下の方法で車を施錠してくだ 
さい。 


施錠ずる 

► 助手席ドアとトランクを閉じます。 

►運転席ドアを開いた状態で、ドア 
□ックスイッチ（施錠）058ぺ一 
ジ）を押します。 

ドア □ ックスイッチが作動しないと 
さは、助手席ドアの□ックノブを押 
し込みます。 

►車から降りて、運転席ドアを閉じ 
ます。 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
八ンドルのキーシリンダーに差し込 
み、施錠の位置③（後ち）にまわ 
します。 

〇 左八ンドル車は時計まわりに、ち 
八ンドル車は反時計まわりに回し 
ます。 

► 運転席ドアの□ックノブび下びった 
ことを確認します。 

► エマー ジ王ン シーキーを①の 位置 
にまわして抜さます。 

P ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し込んで車を施錠し 
たときには、トランクび施錠され 
ていないことびあります。このとさ 
は、トランクを独立施錠061ペー 
ジ）してください。 

H エマージェンシーキーで運転席ド 
アを施錠してわ、助手席ドア、トラ 
ンク、燃料給油フラップ、グ□ーブ 
ボックス、アームレストのル物入れ 
は施錠されません。 


■か：？？吟 







非常時の解錠/施錠 


229 


エマージェンシーキーでのトランク 
の解錠 




P の‘ル 349HI 


U モコン操作でトランクを開いたり、 

解錠でさないとさはエマージェンシー 

キー （^227 ページ）で解錠します。 

〇トランクを開くとさは、後方に十 
分な空間びあることを確認してくだ 
さい。 

► 図のよラな向さで、トランクのキー 
シ リンダー©に エマー ジェン シー 
キー® を差し込みます。 

► エマージェンシーキーを解錠の位置 
⑤にまわします。 

► 八ンドル®を引きます。 

トランクび開さます。 

► エマー ジェンシーキーを③の位置 
にまわして抜さます。 

〇盗難防止警報システム装備車で 
は、エマージェンシーキーでトラン 
クを解錠して開くと、盗難防止警報 
び作動します。警報を停止するに 
は、キーの施錠ボタンか解錠ボタン 
を押すか、キーをエンジンスイッチ 
に差し込みます。 


H エマージェンシーキーで解錠した 
とさはトランクを閉じると再び施錠 
されます。このとさは、エマージェ 
ンシーキーの閉じ込みに注意してく 
ださい。 

〇 エマージェンシーキーでトランク 
を解錠しても、ドア、燃料給油フラッ 
プ、グ□ーブボックス、アームレス 
卜の小物入れは解錠されません。 


パーキング□ックの解除 _ 

セレクターレバーを [ E から動かせ 
ないとさは、じ(下のち法で動かすこと 
がでさます。 


故障時に車をけん引されるとさなどに 
ノ v ° —キング □ ックを解除します。 



左八ンドル車 
① カバー 
③□ック解除ノブ 


パーキング□ックを解除ずる 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

►カバーのの左端部を内側にずらし 
ながら持ち上げます。 


■か：？09-吟 
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キーの電池交換 


► □ック解除ノブ③を押し下げなが 
ら、セレクターレバーを[巴から 
他の位置に動かします。 

P セレクターレバーの開口部には角 
の鋭い部分び露出していますので、 
けびをしないよラに十分注意してく 
ださい。 

P このち法でセレクターレバーを動 
かせないとさは、メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場に連絡して < だ 
さし、。 

0セレクターレバーを動かすことが 
でさたとさでも、メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて 
ください。 


キーの 電池交換 


リモコンの作動可能範囲び短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられます。メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

A 中養のおそれがありまず 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質び含まれていまず。子供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 


9環境 

電池を家庭用ゴミとして廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質び含まれていまず。 

使用済みの電池は、新しい電池をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼するか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


キーの 電池を点 楊す な _ 

► キーのいずれかのボタンを押します。 

キーの表示灯び一回点滅すれば電池 
は正常です。 

〇 キーの電池び消耗したとさは、エ 
マージてンシーキーで解錠/施錠 
できます（[>227、228ページ）。 


■か：？？吟 
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電池の交換手順 


リチウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



►ストッパー①を矢印のち向に押し 
なびら、エマージェンシーキー③ 
を抜さ取ります。 


► カバー⑤を取り外します。 

► 電池側び下になるよラにキーを手の 
上に載せて、電池④が外れるまで 
キーを軽くたたさます。 

►電池のプラス (+ ) 面び見えるよ 
ラにして、新しい電池を取り付け 
ます。このとさ、脂分を含まないさ 
れいな巧で電池を持つよラにしてく 



か 

AJ 

G 

I 


ださい。 


► エマージェンシーキー③を図の位 
置に差し込み、カバー③が浮さ上 
びるまで、エマージてンシーキーを 
矢印の方向に押します。 

〇 指でカバー⑤を押さえないよラ 
にしてください。カバーが浮さ上び 
りません。 


〇 電池の表面に巧れや脂分び付着し 
ていないことを確認してください。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマー ジェン シー キー③をキーに 
収納します。 

► キーのすべての機能び作動すること 
を確認します。 
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電球の交換 


心 けがのおそれがありまず 

• 電球を交換ずるとさは、防護眼鏡 
や手袋などを着用して、直接手 
で電球に触れないよラにしてくだ 
さし、 

電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着すると切れやす 
くなります。電球に触れたとさ 
は、薄めた中性洗剤を含ませた柔 
らかい巧で電球をよく拭いて < だ 
さし、 

• 電球はテ供の手の届かないところ 
に保管してください。 

• 落下した0、衝撃び加わった電球 
を使用しないでください。破裂ず 
るおそれびあ0ます。 

• 電球び熱くなっているとさは、電 
球に触れたり、電球を取り外さない 
でください。電球には圧力のかかっ 
たガスび封入されているため、破 
裂するおそれびありまず。 

• エンジンを始動しているとさやエ 
ンジンびかかっているとさ、エン 
ジンスイッチび2の位置のときは、 
バイキセノンへッドランプのバル 
ブソケットや配線に手を触れない 
で < ださい。 

高電圧の発生部分や高温部分びあ 
り、それらに触れると非常に危険 
でず。 

• バイキセノンヘッドランプのバル 
ブ交換は、必ずメルセデス•ベンツ 
指定ヴービスエ場で行なってくだ 
さい。その他の電球の交換につい 
てを、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に作業を依頼ずることを 
お勧めしまず。 


〇指定(外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になります。 

H 電球の交換を行なラとさは、車両 
に装着されている電球の規格を確 
認してください。 

〇 マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにランプに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたとさは(>211 
ページ）をご覧ください。 

お客様自身で交換でさる電球は(下 
の通りです。交換でさない場合や、そ 
の他の電球の交換については、必ずメ 
ルセデス•ベンツ指定サービスエ場に 
作業を依頼してください。 

へツ ドランプ 


八□ゲンへッドランプ装着車 



■か：？？吟 
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ランプ 

ワット数 
(規格） 

①ライセンス 

5 W 

ランプ 



バイキセノンへッドランプ装着車 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

フロント 
方向指示な 

21 W (黄色） 

③ 

へツ ドランプ 
(上向さ） 

55 W ( H 7) 

⑤ 

車幅な/ 

フ□ント パー 
キングランプ 

5 W 


テールランプ 



ランプ 

ワット数 



(規格） 

① 

U ア 

フォグランプ 
(ち側のみ） 

21 W 

③ 

リア 

方向指示な 

21 W (黄色） 

⑤ 

バックランプ 

21 W 


ライセンスランプ 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

フ〇ント 
方向指示な 

21 W 

(黄色） 

③ 

へツ ドランプ 
(上向さ） 

55 W 

( H 7) 

⑤ 

車幅な/ 

フ□ント パー 
キングランプ 

5 W 


④ 

へツ ドランプ 
(下向さ） 

55 W 

( H 7) 


I 
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ワイパーブレードの交換 


ワイパーブレードの交換 


心 事故のおそれがありまず 

ワイパーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取れず、視界を妨げて事故の原因に 
なります。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換してください。 


A けびのおそれびありまず 

ワイパーブレードを交換するとさは、 
必ずエンジンスイッチからキーを 
抜いてください。ワイパーび作動し 
てけびをずるおそれびあ0まず。 

H 損傷を避けるため、ワイパーアー 
ムを起こすときは、ワイパーブレー 
ドのゴムに触れないでください。 

ワィパーブレードを取り外ず 

► ワイパーを作動させます。 

► ワイパーび作動している途中で、 
エンジンスイッチを0の位置して、 
ワイノ く一を途中で停止させます。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 



► ワイパーアーム④を起こします。 


B ワイパーアームを起こすときにボ 
ンネットと接触するとさは、ワイ 
パーを停止する位置び不適切です。 
ボンネットを損傷するおそれびあり 
ますので、再度ワイパーを作動させ、 
適切な位置でワイノ く一を停止させて 
ください。 

►ク U ップ②を両側から押し込んで 
□ックを外し、ワイパーブレード 
①を③の方向にまわします。 

► ワイパーブレード①を⑥の方向に 
押してワイパーアーム④から取り 
外します。 


ワイパーブレードを取り付ける 



■か：？？吟 
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新しいワイパーブレード①の取り 
付け部⑥をワイパーアーム③の先 
端⑥に合せます。 

クリップ②び□ックされるまで、 
ワイパーブレード①を矢印③のち 
向に押し込みます。 

ワイパーブレードび、ワイパーアー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


くンクしたとさ 


A 事故や乂災のおそれびありまず 

• パンクしたときは、あわててブレー 
キペダルを踏まないでください。 
ステアリングをしっかり握って 
徐々に速度を落とし、安全な場所 
に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれびあり 
ます。また、タイヤび異常に過熱 
して、火災び発生するおそれびあ 
りまず。 


タイヤの修理およびタイヤ交換の 
準備 


►ち全を確保でさる、かたくてすべり 
にくい、水平な場所に停車します。 

► 非常点滅灯を点滅させます。 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

►セレクターレバーを EE に入れ 
ます。 

► 周囲の状況にま意しなびら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させます。 

► エンジンを停止します。 

エンジンスイッチからキーを抜さ、 
ステアリングび □ ックされたことを 
確認します。 


■か：？ C 9 -吟 
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八ンクしたとき 


► 車から降ります。 

► ドアを閉じます。 

► 車の後方に停止表示板を置さます。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置< ことが 
法律で義務付けられています。 


応急用スペアタイヤが車載されてい 

る車種 _ 

パンクしたタイヤを応急用スペアタイ 
ヤに交換します。 

A 事故のおそれがありまず 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズび異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場合、走行 
性能び大さく変化しまず。十分を 
意して走行してください。 

• 応急用スペアタイヤに交換したと 
きは、必ず 80 km / hl ；^ 下で走行し 
て < ださい。 

• 応急用スペアタイヤを装着したと 
きは、 ESP ⑩オフスイッチで ESP ⑩ 
の機能を解除しないでください。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の 
使用にとどめ、できるだけ早く標 
準タイヤに戻してください。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;^上装 
着して走行しないでください。 


B 応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のわのは使用しないで< 
ださい。 

B 応急用スペアタイヤを取り出すと 
きや、タイヤ交換をするときは、必 
ず手袋を着用して<ださい。素手で 
作業を行なラとけびをするおそれが 
あります。 

"タイヤを交換するときは、エンジ 
ンを始動しないでください。 

H 車速感応ドア□ツクを設定した状 
態で車を押したり、タイヤ交換な 
どで車を持ち上げるとさは、エンジ 
ンスイツチを0の位置にしてくだ 
さい。車輪び回転すると車び自動的 
に施錠され、車外に閉め出されるお 
それびあります。 

タイヤ交換の準備 


► タイヤ交換に必要な準備を行ない 
ます（1>235ぺージ）。 

►ステアリングを直進の位置にし 
ます。 

►応急用スペアタイヤ、車載工具、輪 
止め、ジャッキ、電動エアポンプ、 
ガイドボルトを準備します0202 
ぺージ)。 

► 作業中に車が動さ出すのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位置 
にあるタイヤの前後に輪止めをし 
ます。 


■か：？？吟 


► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をす 
るとさは、交換するタイヤの反対側 
の両輪の下り側に輪止めをします。 
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〇 輪止めは1個車載されています。 
わラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
してください。 



化か,）、、I 


► ホイールレンチので、交換する夕 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめます。 

この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 

〇ホイールレンチを使用するとさ 
に、ホイールレンチびホイールボル 
卜から外れるとけびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれがあ 
ります。じ(下の点に注意してくだ 
さい。 

• ホイールレンチを確実に差し 
込んでください。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さい。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
ください。 


ジャッキアップずる 


心 けがのおそれがありまず 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアッ 
プするためだけに設計されてい 
ふ 9 〇 

• ジャッキは、かたくてすべりに 
<い、水平な場所で使用して < だ 
さい。また、ジャッキの下に、ブ 
□ ックや木材などを置いてジャッ 
キアップしないで<ださい。ジャッ 
キアップした車び落下するおそれ 
びありまず。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランク、パ U オルーフを開閉した 
り、パーキングブレーキを解除し 
ないで< ださい。車び落下ずるお 
それびあ0ます。 

• ジャッキに不具合や損傷びあると 
さは使用しないでください。 

• 傾斜の急な斜面ではジャッキアッ 
プしないで<ださい。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的な 
けびをずるおそれびあ0ます。 

• 車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、ミ夫して車の下に 
身体を入れないでください。ジャッ 
キび外れると、車に挟まれて致命 
的なけびをするおそれびあ0まず。 
ジャッキは車を一時的に持ち上げ 
るとさだけに使用してください。 


■か：？ C 9 -吟 
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A けがのおそれがありまず 

ジャッキヴポート外の場所には 
ジャッキを使用しないでください。 
ジャッキび外れてけびをしたり、車 
両を損傷するおそれびあります。 
ジャッキは交換ずるタイヤに適した 
位置のジャッキヴポートで使用して 
ください。また、ジャッキを使用す 
る前に、ジャッキサポートに異物や 
巧れびないことを確認してください。 

D ジャッキアップする前に乗員や荷 
物を車から降ろしてください。 


©- 广 



►ジャッキ（1>203ページ）を取り出 
します。 

► 八ンドル③を矢印の方向に起こし 
てから、時計回りにまわします。 

ジヤツキアームび上がります。 



Nd めか :：|1 


►ジャッキ⑤のジャッキアーム⑤ 
の先端を、車体のジャッキサポート 
@の位置に合わせます。 

ジャッキヴポートは前輪の後ち、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられています。 

A けびのおそれびありまず 

ジャッキアームびジャッキサポート 
に正しく取り付けられていることを 
確認してください。ジャッキび外れ 
ると、けびをしたり車を損傷ずるお 
それびあ0まず。 


►ジャッキの底面び、ジャッキヴポー 
卜の真下にあり、確実に路面に接地 
していることを確認します。 



绳かわ？0■■11 

(左）正しい取り付けかた 
(ち）間違った取り付けかた 


■か：？？吟 
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► ジャッキ八ンドルを時計回りにまわ 
し、タイヤび地面から離れるまで 
ゆっくりとジャッキアップします。 

ジャッキアップしたとさのタイヤ 
の高さは、地面から約 3 cm じ(内に 
してください。 

► 上側のホイールボルトを1本がし 
ます。 



► そのネジ穴に車載工具のガイドボル 
卜 ® をねじ込みます。 


►残りのホイールボルトをがして、夕 
イヤを取りがします。 

H ホイールやホイールボルトを夕+し 
たとさは、じ(下の点に注意してくだ 
さし、 

• ホイールボルトに砂やおび付着 
しないよラに注意してください。 


応急用スペアタイヤを取り付ける 

A 事故のおそれがありまず 

• ホイールボルトに損傷や鐘びある 
とさは交換してください。また、 
ネジ山には決してオイルやグ U ス 
を塗布しないでください。ホイー 
ルボルトびゆるむおそれびあり 
まず。 

• ホイール八ブのネジ山び損傷し 
てし" i るとさは走行しなし">で、メル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場に 
連絡してください。 

• 標準タイヤ用ホイールボルトで応 
急用スペアタイヤを取り付けない 
でください。ホイールを確実に取 
り付けることびでさず、ブレーキ 
システムを損傷したり、走行中に 
ホイールび外れて事故を起こずお 
それびあ0まず。 

• ホイールボルトは、ホイールに適 
合した純正品だけを使用してくだ 
さい。純正品政外のホイールボル 
卜を使用ずると、ホイールび脱落 
して事故につなびるおそれびあり 
9 〇 


• タイヤを地面に置くとさは、ホ 
イールの外側を下にしないで< 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびあります。 

• ホイールを外したとさは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検 
をして < ださい。 U ムの凹みや 
巧がりは空気圧減少の原因にな 
り、タイヤを損傷するおそれび 
あります。 


■か：？ C 9 -吟 
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の一み 

-j- - ; 下 --- 

①標準タイヤ用ホイールボルト 
@応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 

► 応急用スペアタイヤを取り付けるた 
めのホイールボルトを用意します。 

応急用スペアタイヤ用ホイールボル 
卜③（短いホイールボルト）を使 
用してください。 

〇 応急用スペアタイヤ用ホイールボ 
ルトには、ボルト頭部が中空になつ 
ていないちのちあります。 

〇 応急用スペアタイヤ用ホイールボ 
ルトは、応急用スペアタイヤに添付 
されています。 



応急用スペアタイヤに添付された、応急用スぺ 
アタイヤ用ホイールボルト 


《応急用スペアタイヤ用ホイールボルトの車載 
位置は予告な<変更されることびあります。 


► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
び八ブの接合面に砂や巧れなどび 
ないことを確認します。 



4.： 


► ガイドボルト⑤に合わせて応急用 
スペアタイヤ®を取り付けます。 



► 4 本のホイールボルトを取り付け、 
軽く締め付けます。 

►ガイドボルトを取りがし、5本目の 
ホイールボルトを取り付け、軽く締 
め付けます。 

A けびのおそれびありまず 

ジャッキアップした状態で、ホイー 
ルボルトを強<締め付けないで<だ 
さい。締め付ける勢いで、ジャッキ 
び外れるおそれびありまず。 


■か：？？吟 
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応急用スペアタイヤに空気を入れる 

車種や仕様により車載されている電動 
エアポンプび異なります。 

A 事故のおそれがありまず 

必ず応急用スペアタイヤに空気を入 
れてからジャッキダウンして<だ 
さい。ジャッキダウンしたとさにホ 
イール U ムを損傷するおそれびあり 
まず。 


A けがのおそれびありまず 

• 電動エアポンプを作動させるとさ 
は、電動エアポンプに記載されてい 
る取扱ち法ち参考にしてください。 

• 応急用スペアタイヤを取り付ける 
前に、応急用スペアタイヤに空気 
を入れないでください。 

• 電動エアポンプを作動させている 
とさはエンジンを始動しないでく 
ださい。 

• 電動エアポンプやエアホースは作 
動中に金属部分などび熱くなり 
ます。必ず手袋を着用して作業し 
て < ださい。 

※電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 

卜と異なる場合びあります。使用ち法びわか 

らないとさは、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 

スエ場におたずねください。 


空気圧ゲージ別体型 



①フラップ 
③電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧 ゲージ 

⑤ エア ホース 

® 空気圧調整バルブ 

► フラップのを開いて電源プラグ® 
と空気圧ゲージ④を取り出します。 

► 空気圧ゲージ®の空気圧調整バル 
ブ©び閉じていることを確認し 
ます。 

空気圧ゲージー体型 



③ 電源スイッチ 
⑤電源プラグ 

④ 空気圧 ゲージ 

⑤ エア ホース 
©空気圧調整ボタン 


■か：？ C 9 -吟 
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► 電源プラグ⑤とエアホース⑤を取 
り出します。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プを取り外します。 

► 電動エアポンプのエアホース®を 
応急用スペアタイヤのバルブに取り 
付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
を0 (停止の位置）にします。 

► ライターソケット(>161ぺージ） 
に、電源プラグ③を差し込みます。 

B この車じ(外のライターソケットや 
電源ソケットなどには差し込まない 
で < ださい。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
を I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプが作動して、応急用 
スペアタイヤに空気び送り込まれ 
ます。 

►規定の空気圧になったら、電動エア 
ポンプの電源スイッチ③を0 (停 
止の位置）にします。 

P 電動エアポンプの最大連続作動時 
間を守ってください。ポンプび過熱 
して損傷したり、乂傷をするおそれ 
びあります。 

最大連続作動時間は、電動エアポン 
プに貼付されているステッカーに記 
載されています。 


〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールに貼 
付されているラベル、またはタイヤ 
に記載されています。 

規定の空気圧を超えたとさは、空 
気圧調整ノ（ルブ ® または空気圧調 
整ボタン⑦で空気を抜いて調整し 
ます。 

► ライターソケットから電源プラグ 
⑤を抜さ、応急用スペアタイヤの 
バルブからエアホース⑤を取り外 
し未す。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プを取り付けます。 

〇電動エアポンプを再び作動させる 
とさは、ポンプが冷えた状態になつ 
ていることを確認してください。 

ジャッキダウン 


► ジヤツキ八ンドルを反時計回りにま 
わし、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接地させます。 


► ジャッキを外します。 



► 図の順番でホイールボルトを均等に 
締め付けます。 


■か：？？吟 
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► ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は11 kg-m (110 Nm ) です。 

A 事故のおそれがありまず 

ホイールを交換した後は、ただちに 
ホイールボルトの締め付けトルクを 
確認してください。 

〇ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチびホイールボルトか 
らがれるとけびをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれびあり 
ます。じ(下の点にま意してくださし、。 

•ホイールレンチを確実に差し込ん 
で< ださい。 

•足で踏んでまわさないで < だ 
さし、。 

•両手で握り、ホイール側に押し付 
けるよラにしながらまねしてくだ 
さし、 

また、パイプを継ぎ足してまわすな 
ど、必要(上にホイールボルトを締 
め付けないでください。ホイールボ 
ルトやネジ山を損傷するおそれびあ 
ります。 

►ジャッキを元の状態に戻し、車載エ 
具や輪止めなどととわに元の位置に 
民します。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正常に作動しません。 


パンクしたタイヤをトランクにリ又 
納ずる 

バリオルーフび閉じているとさに、パ 
ンクしたタイヤをトランクに収納する 
ことびでさます。 

►バ U オルーフび閉じていることを確 
己なします。 

► 車載工具からタイヤ収納カバー 
(^203 ページ）を取り出します。 

► パンクしたタイヤをタイヤ収納力 
バーに入れ、トランク内に収納し 
ます。 

D 応急用スペアタイヤの収納場所に 
ノ くンクしたタイヤを収納することは 
でさません。 

U パンクしたタイヤをトランク内に 
収納して走行する場合は、速度を 
落とし十分ま意して走行して < だ 
さい。収納したタイヤび動き、卜 
ランク内を損傷するおそれびあり 
ます。 

応急用スペアタイヤを元に戻ず 

パンクしたタイヤを修理して、応急用 
スペアタイヤを元に戻すとさは、じ(下 
の手順に従ってください。 

この作業はメルセデス•ベンツ指定 
ヴービスエ場に依頼することをお勧め 
し乐す。 

► バルブキャップを取り外します。 

► 車載工具からバルブリムーバー 
(1>203ページ）を取り出します。 


■か：？09-吟 


►バルブリムーバーを使用してバルブ 
を取り外し、完全に空気を抜きます。 
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〇 完全に空気が抜けるまでには数分 
間かかります。 

► ノりレブ U ムーノ く一を使用してノりレブ 
を取り付けます。 

►バルブキャップを取り付けます。 

► 応急用スペアタイヤを元の場所に収 
納し、スクリューで固定します。 

P 応急用スペアタイヤは十分乾燥さ 
せてからトランク内に収納してくだ 
さい。 

H 応急用スペアタイヤを収納すると 
きはスク U ユーで確実に固定してく 
ださい。 


タイヤフィットが車載されている 
車種 _ 

応急用スペアタイヤが車載されてい 
ない車種は、タイヤフィットでパンク 
したタイヤを修理します。 

ノくンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理すると、一時的に走行することび 
でさます。 

タイヤフィットは外気温度び一20で 
じし b のとさに使用でさます。 

応急用スペアタイヤび車載されている 
場合は、パンクしたタイヤを応急用ス 
ペアタイヤに交換します。詳しくは 
(>236ぺージ）をご覧ください。 


A 事故のおそれがありまず 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なちのです。修理後は、 
空気圧び適正であってち、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることびでき 
ません。他の方法で車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷び約 4 mm 上の場 
合や、凹み、亀裂、ひびなどび 
ある場合 

◊タイヤの接地面!;^外に傷びある 
場合 

〇ホイールに損傷びある場合 

◊タイヤの空気圧び非常に低かっ 
たり、空気び完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場合 
絶対に走行しないでください。メ 
ルセデス•ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 

H タイヤを修理するときは、必ず手 
袋を着用してください。素手で作業 
を行なラとけびをするおそれがあり 
ます。 

H タイヤを修理するときは、エンジ 
ンを始動しないでください。 

〇異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットび漏れ出すおそれびあり 
ます。 


■か：？？吟 
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八ンクしたとき 


245 


〇タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた布でな 
さ取ってください。 

B タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換してください。そのまま 
使用することはでさません。 

〇タイヤフィットには使用期限びあ 
ります。期限が過ざたとさは新品に 
交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限び過ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイツトの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► トランクフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
します。 



► タイヤフィットに付属の最高速度の 
ステッカーのをはびし、運転者の 
見やすい場所に貼ります。 


► 修理するタイヤのバルブ付近にス 
テッカー③を貼ります。 

A けびのおそれがありまず 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 

着しないよラにミ主意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場合は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
<ださい。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着した衣服を着替えてください。 

• アレルギー症状び出た場合は、た 
だちに医師の診断を受けてくだ 
さし、 

タイヤフィットは、テ供の手び届か 

ない場所に保管してください。 

• 万一、テ供びタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分すすぎ、水を大量に飲ませ 
て < ださい。 

• タイヤフィットを吐かせないで< 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

• タイヤフィットの臭気を吸い込ま 
ないで < ださい。 

〇 タイヤフィットび漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させてください。 
乾燥すればフィルム状になり、剥 
びすことがでさます。 

巧類にタイヤフィットが付着した場 
合は、すみやかに洗濯してください。 


■か：？09-吟 
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タイヤを修理ずる 


車種や仕様により、車載されている電 
動エアポンプび異なります。 

A けびのおそれがありまず 

使用上のを意を記載したステッカー 
び、電動エアポンプに貼付してあり 
ます。使用する前に内容を確認してく 
ださい。 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね<ださい。 


空気圧ゲージ別体型 



► 電動エアポンプのフラップ③を開 
さます。 


► 電源プラグ®とエアホース®を取 
り出します。 

► エアホース©をタイヤフィット① 
のバルブ®に確実に取り付けます。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
が漏れ、身体や衣類に付着するおそ 
れびあります。 


► タイヤフィット①のバルブ®を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
③に差し込みます。 





► パンクしたタイヤのバルブ®から 
ノりレブキヤップを取りがします。 



► 空気圧調整バルブ®び閉じている 
ことを確認します。 


►タイヤフィットのホース®を、パ 
ンクしたタイヤのバルブ®に確実 
に取り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 電源プラグ©をライターソケット 
(>161ページ）に差し込みます。 


■か：？？吟 
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► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめます。 

〇 最初にパンクしたタイヤにタイヤ 
フィットが送り込まれます。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にし 
ないで < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧が少なくとち 1.8 
バールに達していることを確認して 
ください。 

P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれがあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプが冷えた状態になつ 
ていることを確認してください。 


電動エアポンプを約5分間作動させて 

ち、空気圧び 1.8 バールに達しない場 

合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のバルブからタイヤフィットのホー 
スを取り外し、タイヤフィットが夕 
イヤ内に行き渡るよラに、低速で車 
を約1 Om 前進または後退させます。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外します。 

► タイヤに空気を入れ直します。 

A 事故のおそれがありまず 

電動エアポンプを約日分間作動させて 
ち空気圧び1 .8 バールに達しない場合 
は、タイヤびかなり損傷しています。 
それ!;^上走行せず、メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


空気圧が 1.8 バールに達している場 
合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にします。 

電動エアポンプび停止します。 

► ライターソケットから電源プラグ 
⑤を抜さます。 

►タイヤのバルブ®からタイヤ 
フィットのホース®を取り外し 
ます。 
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Q タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接続 
部にタイヤフィットび入っていた 
袋か巧などを被せてください。取り 
外すとさにタイヤフィットが漏れ、 
身体や巧服に付着するおそれびあり 
ます。 

► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行します。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き渡 
り、損傷箇所が固まりやすくなり 
ます。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース®を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気圧 
ゲージ⑩でタイヤ空気圧を点検し 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

空気圧び 1.3 バール!;^下になってい 
る場合は、タイヤびかなり損傷してい 
まず。それ!;^上走行せず、メルセデ 
ス•ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 


► 空気圧が 1.3 バール(上の場合は、 
規定の空気圧に調整します。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の空気圧調整バル 
ブ®を緩めて調整します。 

► 最寄りのメルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンクし 
たタイヤを交換します。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ 
場ですみやかに新品のタイヤフィッ 
卜に交換します。 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
後に走行ずるとさの最高速度は約 
SOkm/h でず。 

最高速度のステツカー " max . SOkm / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
りまず。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 

9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場で行なつてください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場で 
交換してください。 


■か：？？吟 
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空気圧ゲージー体型 



► 電動エアポンプの背面から電源プラ 
グ④とエアホース⑤を取り出し 
ます。 


► エアホース⑤をタイヤフィット① 
のバルブ®に確実に取り付けます。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
が漏れ、身体や衣類に付着するおそ 
れびあります。 

► タイヤフィット①のバルブ®を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
③に差し込みます。 



►パンクしたタイヤのバルブ®から 
バルブキャップを取り外します。 


►タイヤフィットのホース®を、パ 
ンクしたタイヤのバルブ®に確実 
に取り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ® 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 電源プラグ®をライターソケット 
(>161ページ）に差し込みます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ® 
を I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめます。 

H 最初にパンクしたタイヤにタイヤ 
フィットび送り込まれます。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ③を〇 (停止の位置）にし 
ないで <ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧が少なくとわ 1.8 
バールに達していることを確認して 
ください。 

H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに言己 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプが冷えた状態になっ 
ていることを確認してください。 


■か：？09-吟 
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八ンクしたとき 


電動エアポンプを約5分間作動させて 

も、空気圧び 1.8 バールに達しない場 

合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のバルブからタイヤフィットのホー 
スを取り外し、タイヤフィットが夕 
イヤ内に行さ渡るよラに、低速で車 
を約1 Om 前進または後退させます。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外します。 

► タイヤに空気を入れ直します。 

A 事故のおそれがありまず 

電動エアポンプを約日分間作動させて 
ち空気圧び1 .8 バールに達しない場合 
は、タイヤびかなり損傷していまず。 
それ!;^上走行せず、メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


空気圧が 1.8 バールに達している場 
合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を0 (停止の位置）にします。 

電動エアポンプび停止します。 

► ライターソケットから電源プラグ 
④を抜さます。 

►タイヤのバルブ®からタイヤ 
フイットのホース®を取り外し 
ます。 


P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接続 
部にタイヤフィットび入っていた 
袋か巧などを被せてください。取り 
外すときにタイヤフィットび漏れ、 
身体や巧服に付着するおそれびあり 
ます。 

► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行します。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き渡 
り、損傷箇所が固まりやすくなり 
ます。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑤を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、電動エ 
アポンプの空気圧ゲージでタイヤ空 
気圧を点検します。 

A 事故のおそれびありまず 

空気圧び 1.3 バール!;下になってい 
る場合は、タイヤびかなり損傷してい 
ます。それ!;^上走行せず、メルセデ 
ス-ベンツ指定ヴービスエ場に連絡し 
て < ださい。 


■か：？？吟 
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► 空気圧が1 .3 バール ii (上の場合は、 
規定の空気圧に調整します。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ®の横にある空気圧 
調整ボタン®を押して調整します。 

► 最寄りのメルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンクし 
たタイヤを交換します。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスェ 
場ですみやかに新品のタイヤフイッ 
卜に交換します。 


心 事故のおそれびありまず 

タイヤフィツトでタイヤを修理した 
後に走行するとさの最高速度は約 
80 km/h です。 

最高速度のステツカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
ります。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 


9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場で行なつてください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場で 
交換してください。 


■か：？ C 9 -吟 
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バッテリー取り扱いの一般的な注意 

バッテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び常に十分充電されていることが 
必要です。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行び多いとさは、通常より 
わ頻繁にバッテ U —液量などを点検し 
てください。 

バッテリーの爆発を防ぐため、バッ 
テ U — は必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管ち法 
などは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


テ供を近付けないで<だ 

z ；：^ 取扱説明書の指示に従って 
( 0 ) くださぃ。 

A けがのおそれがありまず 

爆発や火傷を防ぐため、バッテ U — 
を取り扱ラとさは!;^下の事項を守っ 
て < ださい。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにし 
ないで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
U 一びシヨートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —び爆発ずる 
おそれびあ0まず。 



爆発の危険びあります。 



バッテリーを取り扱ってい 
るとさは、乂気や裸乂、乂 
花、タバコなどを近付け 
ないで <ださい。 



バツテ U —液は腐食性びあ 
ります。皮膚や眼、巧服に 
付着しないよラに注意して 
ください。 


手袋やェプ□ン、マスクを 
着用してください。 


バッテ U —液び付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けてください。 



バッテリーを取り扱ラとき 
は保護眼鏡を着用して < だ 
さし、。 


• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
カーぺットの上などでバッテ U — 
を弓 I さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させてください。 

• 巧などでバッテ U —を拭かないで 
<ださい。静電気や火花び発生し 
て、バッテ U —び爆発ずるおそれ 
びありまず。 
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H ち全のため、バッテリー端テをゆ 
るめたり外すとさは、エンジンス 
イッチを0の位置にして、エンジ 
ンスイッチからキーを抜いてくだ 
さい。電気系部品やオルタネーター 
を損傷するおそれがあります。 

バッテリーの点検や交換は、メルセ 
デス•ベンツ指定ヴービスエ場で行 
なってください。少なくとも2年 
ごとまたは 20,000 km ごとに 点検 • 
交換を行なってください。 

〇バッ テ U —端テの取り外し、バッ 
テ U —の取り外し、充電、交換につい 
ては、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で作業することをお勧めし 
ます。 

9環境 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーを廃棄ずるとさは、新しいバッ 
テ U — をお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼してください。 


バッテリーの位置 



ち八ンドル車 


バッテリーはエンジンルーム内の助手 
席側のバッテ U — カバーのの下にあ 
ります。 

バッテリーカバーのは3力所のノブ 
③を約90度まわして取りがします。 

D 定期的にバッテリーの点検を行 
なってください。バッテリー液が 
減っているときはバッテリー液を補 
給してください。 

H バッテリーを充電するときは車か 
ら取り外してください。 

P バッテリー端テの取り付けボルト 
は確実に締め付けてください。 

M バッテリーの接続が一時的に断た 
れたとさはじ(下のよラな作業び必要 
になることがあります。 

• C 0 MAND システムの再設定 

• 施錠時のドアミラー格納機能の 
リセット 

• ドアウインドウのリセット 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
ているとさは、わずかに電力を消費 
しています。走行しないとさは、バッ 
テリー保護のためエンジンスイッチ 
からキーを抜いてください。 


■か：？ C 9 -吟 
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たとを 


インジケーター付きバッテリー 



ケースび黒色で、上面にインジケー 
ターのびあるバッテリーは、バッテ 
リー液の補充はでさません。 

インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとさは黒色 
に、バッテ U —の交換び必要なとさは 
白色になります。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで <ださい。 


バッテリーがあがつたとき 


バッテリーの電圧び低下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブース 
夕一な一つ )レを使用して他車のバッテ 
U 一を電源として始動することびでさ 
ます。 

ブースターケーブルは、エンジンルー 
ム内にあるブースターケーブル専用の 
[+ ] 端テと[一]端テに接続します。 

作業を始める前に、必ず(降に記載す 
る説明を読んでください。 

• エンジンと触媒び冷えているときに 
行なってくださし、。 

• バッテリーび凍結しているときは 
エンジン始動を行なわないでくだ 
さし、。 

•救援車のバッテリーび、 12 V バッ 
テリーであることを確認してくだ 
さし、。 

• 十分な容量と太さびあり、絶縁され 
たクランプを持つブースターケーブ 
ルを使用してください。 

A けがのおそれがありまず 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動しているとさは、バッテ U —を 
のぞさ込まないでください。万一、 
爆発したとさにけびをずるおそれ 
びありまず。 


• 他車のバッテ U —を電源として始 
動ずるとさは、バッテ U —を傾け 
ないでください。バッテ U —び爆 
発してけびをずるおそれびあり 
まず。 


■か：？？吟 








A 爆発のおそれがありまず 

たばこなどの火気をお付けたり、乂 
花を発生させたりしないでください。 
バッテ U — び爆発してけびをするお 
それびあ0まず。 

〇 バッテリーが凍結しているとき 
は、乂気を近付けずにバッテリー全 
体を暖め （50 ごじ(下）、バッテリー 
液を解凍してからエンジンを始動し 
てください。 

〇 他車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

P バッテリーがあがっているとき 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウは下降しません。 

このとさは、無理にドアを閉じない 
でください。ドアやウインドウ、シー 
ル部などを損傷するおそれびあり 
ます。 

バッテ U — には直接ブースター 
ケーブルを接続しないでください。 
電気装備を損傷するおそれがあり 
ます。 

P エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてち 
始動でさないとさはメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に連絡して< 
ださい。 

エンジンを始動でさたとさち、すみ 
やかにメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でバッテリーの点検を行 
なって < ださい。 


パッテリーびあがつたとさ 


Q 急速充電器によりェンジン始動を 
行なわないで < ださい。 

H ェンジンび暖まっているとさは、 
他車のバッテリーを電源として始動 
しないで < ださい。 

Q ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているわの 
は使用しないでください。 

H ブースターケーブルび ラジェ ター 
冷却ファンや回転べルトに巻さ込ま 
れないよラにして < ださい。 

D 救援車により接続ち法び異なるこ 
とびあります。接続前に救援車の取 
扱説明書ちお読みください。 


■か：？ C 9 -吟 




始動の方法 



左八ンドル車 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認します。 

►パーキングブレーキを効かせます。 

►セレクターレバーを [ E に入れ 
ます。 

► 両車の電気装置をすべて停止し 
ます。 

► ボンネットを開さます。 

► 自車の©端テカバーのを開さます。 

► 自車のバッテ U —の©端テ③に 
赤色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 救援車のバッテ U —®の©端テ⑤ 
I こホ色ブースターケー ブ J レの反対側 
を接続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
リング状態にします。 


► 救援車のバッテリー®の©端テ® 
に黒色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車の©端テ⑤に黒色ブースター 
な一つ、 レの反対側を接続します。 

► 自車のエンジンを始動します。 

► 両車の0端テを接続しているケーブ 
ルを取り外し、次に両車の©端テ 
を接続しているケーブルを取り外し 
ます。 

いずれのケーブルを取り外すとさ 
わ、自車の端テから先に取り外し 
ます。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さい。 
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けん引 


けん引時の注意 


A 事故のおそれびありまず 


H やむを得ず、他車にけん引してち 
らラとさはじ(降に記載する説明に 
従い、最寄りのメルセデス•ベンツ 
指定ヴービスエ場に移送して < だ 
さし、。 


• エンジンびかかっていないとさは 
ブレーキやステア U ングの操作に 
非常に大さな力び必要になりまず。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないでくだ 
さし^。 

H けん引はできるだけ避けてくだ 
さい。自走でさないとさは、専門業 
者に依頼して車両運搬車で移送して 
ください。 

H けん引されるとさは、ゆっくり発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
ください。車を損傷するおそれびあ 
ります。 

〇一般道では 30 km/h (下の速度 
で、距離は 50 km (内に限り、けん 
引走行することびでさます。距離び 
50 km を超えるとさは、必ず車両運 
搬車を利用してください。トランス 
ミッションを損傷するおそれびあり 
ます。 

H けん引されるとさは、エンジンス 
イッチにキーを差し込み、エンジン 
スイッチを2の位置にしてからセ 
レクターレバーを EE に入れます。 
そして、エンジンスイッチを0の 
位置にして、キーは抜かないで<だ 
さい。 


〇オートマチックトランスミッシヨ 
ンを損傷しているときは、プ□ぺ 
ラシャフトを外してけん引してくだ 
さし、 ■ 

H けん引する距離が長くなるとさ I 
は、必ずリアをつり上げてください 。 W 

H フ□ントまたは U アをつり上げて AJ 
けん引するときは、必ずエンジンス Q 
イッチを0の位置にしてください。 I 
£5ド@が作動して接地している車輪 
にブレーキびかかります。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそれび 
あります。 

〇けん引される前に、バッテリーび 
接続されていて、電圧び低下してい 
ないことを確認してください。エン 
ジンスイッチを2の位置にするこ 
とびでさなし^ため、セレクターレ 
バーを EE じ(がに入れられなくな 
ります。また、エンジンび停止し 
ていると、ステア U ングやブレーキ 
の操作に非常に大さな力び必要にな 
ります。 

〇 セレクターレバーを rpi から動 
かせないとさは、パーキング□ック 
を手動で解錠でさます。詳しくは 
(^229 ページ）をご覧ください。 
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けん引 


P けん引されるとさは、車速感応 
ドア□ックを解除してください 
(>122ページ）。車輪び回転すると 
車び自動的に施錠され、車がに閉め 
出されるおそれびあります。 

P けん引されるとさは、けん引防止 
警報機能*を解除してください。 

P けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、じ(下の点に注意してく 
ださい。 

• □ープは両車とわでさるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• □ープの長さは 5 m じ(内とし、 
□—プの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
が□ープでつなびれていること 
を周囲に明示してください。 

• □ープに無理な力や衝撃びかか 
らないよラにしてください。 

• けん引フックじ(がには□ープを 
かけないで <ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
注意しなびら車間距離を調整し 
てください。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しなし>でくださし、車を損傷す 
るおそれびあります。 


けん引フックの取り付け 


取り付け位置 



—■ —— 



フ□ントの取り付け部は、フ□ントバ 
ンノ く一の向かって左側にあります。 


リアの取り付け部は、リアバンパーの 
向かってち側にあります。 

►カバーののマーク部を押して、力 
バーをがします。 

※車種や仕様により、カバーのの形状や 
マーク部©の位置は異なります。 


■か：？？吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







けん引 
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けん引フックを取り付ける 

►車載工具 （^202 ページ）からけん 
引フックとホイールレンチを取り出 
します。 

► 内部のネジ穴にけん引フックをねじ 
込み、止まるまで手で締め込みます。 

►さらに、ホイールレンチの柄の部分 
をけん弓 I フックのリング部分に差し 
込み、確実に締め付けます。 


けん引ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルを踏みなびらセレク 
ターレバーを EE に入れます。 

[I 距離は 50 km じ(内に限り、けん引 
走行することびでさます。距離び 
50 km を超えるとさは、必ず車両運 
搬車を利用してください。 

H フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引するとさは、必ずエンジンス 
イッチを0の位置にしてください。 
ESP ⑩が作動して接地している車輪 
にブレーキがかかります。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそれび 
あります。 


けん引フックを取り外ず 


► 車載工具 （^202 ページ）からホイー 
ルレンチを取り出します。 

► ホイールレンチの柄の部分をけん引 
フックの U ング部分に差し込み、反 
時計回りにまわします。 

► けん引フックを取り外します。 

► けん引フックのカバーを取り付け 
ます。 

► けん引フックとホイールレンチを車 
載工具に収納します。 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとさにわ使用でさます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルを踏みなびらセレク 
ターレバーを EN ] に入れます。 

D 車両運搬車に積載して車両を固 
定するときは、固定□ープをヴスぺ 
ンシヨンなどのメンノ く一部分にかけ 
ないで<ださい。車体を損傷するお 
それびあります。 


■か：？ C 9 -吟 











ヒューズ 


ヒューズ交換についての注意 

電気装備に異常び発生するとヒューズ 
が切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
くなります。 

A 乂災のおそれがありまず 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負荷びかか 
り、火災の原因になります。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス•ベンツ指定ヴービスエ場 
に作業を依頼してください。 

〇 じ(下のよラなときは、ただちにメ 
ルセデス•ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 

• ヒューズを交換してもすぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないが、電気 
装備び作動しないとさ 


ヒューズの 位置 _ 

ヒューズボックスはじ(下の場所にあり 
ます。 

• インストルメントパネル左側面 
• エンジンルーム内運転席側 
• トランクルーム内 


ヒューズ交換の準備 


►停車して、すべての電気装備を停止 
します。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► ワイパーび停止位置になっているこ 
とを確認します。 

P ヒューズボックスのカバーを脱 
着するとさは、じ(下の点に注意して 
ください。 

• カバーを取り外したとさ、内部 
に水分や雨などび入らないよラ 
にしてください。 

• カバーを 取り付けたとさ、 カバー 
側のシールが正し < 密着するよ 
ラにしてください。 

インストルメントパネル左側面の 
ヒューズボックス 



ヒューズボックスのカバーを取り外ず 

► 左側ドアを開さます。 

► 矢印の位置にヘラなどを差し込み、 
カバーのを開さます。 


■か：？？吟 


ヒューズの配置表（英文）び入ってい 
ます。 
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〇カバーを開くときは、ドライパー 
など先端の尖ったわのを使用しない 
でください。ダッシュボードを損 
傷するおそれがあります。 

ヒューズボックスのカバーを取り付 
ける 

► カバーのの前部をダッシュボード 
に差し込みます。 

► カバーのを押し込んで固定します。 
► 運転席ドアを開さます。 


エンジンルーム内のヒューズボックス 



ち八ンドル車 


《左八ンドル車はフック®の位置び異なり 
ます。 

エンジンルーム内のヒューズボックス 
は運転席側にあります。 

ヒューズボックスのカノ（一を取り外ず 

►ボンネットを開きます （^167 ペー 
ジ)。 

►カバーのに水分や巧れび付着し 
ているとさは、巧などでなさ取り 
ます。 

► 2 力所のフック③を外します。 

► ヒューズボックスのカバーのを取 
り外します。 


ヒューズボックスのカバーを取り付 
ける 

► カバーのの後部を先に差し込み、 
手前側を密着させます。 

►フック③を止めます。 

► ボンネットを閉じます。 

トランクルーム内のヒューズボックス 

トランク内のヒューズは見ることはで 
さません。メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


ヒュ ー乂を父!換ずな _ 

► すべての電気装備を停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当するヒューズを確認 
し未す。 

► 該当ヒューズを取り外します。 

►ヒューズを点検し、/こ N 線部び切れ 
ている（溶断）とさは同じ電流値（色) 
のヒューズと交換します。 


■か：？09-吟 
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ヒュースー覧 


ヒューズボックス1(インストルメン 
トパネル左側面） 


ヒュー 

番号 

ス アンペア 
数 

装置名 

21 

5 A 

U アクオーターウインドウ、バ 
U オルーフ 

22 

5 A 

盗難防止警報システム、自動防 
眩ルームミラー、ルームランプ、 
ドアミラー、レインセンサー、 
バニティ S ラー照日月、読書灯 

23 

5 A 

オプション 

24 

- 

未使用 

25 

40 A 

ヴウンドシステム 

26 

25 A 

COMAND システム 

27 

25 A 

セントラル□ッキングシステム、 
棄降用ランプ、ドアミラー、ド 
アウインドウ、スイッチ照明 

28 

25 A 

セントラル□ッキングシステム、 
乗降用ランプ、ドアミラー、ド 
アウインドウ、スイッチ照明 

29 

40 A 

エアコンディショナー、ブ□ア 
モーター 

30 

5 A 

メーターパネル 

31 

15 A 

オプション 

32 

25 A 

U アクオーターウインドウ 

33 

5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ®、 才ート 

マチックトランスミッション、 
ホーン、マルチフアンクションス 
テアリング、電動ステア U ング調 
整、方向指示好、ワイパー 

34 

30 A 

シート調整、電動ステア U ング 
調整 

35 

30 A 

シート調整 

36 

15 A 

エンジンエレク h □ニクス、ス 
テア U ング□ック、スターター 

37 

7.5 A 

エアコンディショナー、エアス 
カーフ、盗難防止警報システム、 
チヤイルドセーフティシート検 
知システム、セントラル□ッキ 
ングシステム、ドアミラー、非 
常点滅好、1」アデフオッガー、 
パークト□ニック、シートヒー 
ター、スイッチ照明、けん引防 
止警報機能、バ U オルーフ 

38 

40 A 

バ1」オルーフ 



ヒュー 

番号 

-ズアンペア 
数 

装置名 

39 

25 A 

U アク オーター ウインドウ 

40 

5 A 

診断ソケット 

41 

5 A 

COMAND システム 

42 

5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ®、 才ート 

マチックトランスミッション、 
ホーン、マルチフアンクションス 
テアリング、電動ステア U ング調 
整、方向指示灯、ワイパー 


ヒューズボックス2 (エンジンルーム 

内） 


ヒユー 

番号 

-ズアンペア 
数 

装置名 

43 

15 A 

ホーン 

44 

5 A 

エアコンデイショナー、グ □— 
ブボックスランプ 

45 

7.5 A 

エアバッグシステム、チャイルド 
セーフテイシート検知システム 

46 

40 A 

ワイ パー 

47 

15 A 

ライター、 COMAND システム、 
グ□ーブボックスランプ 

48 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

49 

7.5 A 

エアバッグシステム 

50 

5 A 

ランプスイッチ、ヘッドランプ、 
スイッチ照明 

51 

5 A 

ブ□アモーター、エンジン冷却 
フアン、ヘッドランプ照射角度 
調整、メーターパネル 

52 

15 A 

スターター 

53 

25 A 

エンジンエレクト□ニクス 

54 

15 A 

エンジンエレク h □ニクス、エ 
ンジン;令却フアン 

55 

7.5 A 

オートマチックトランスミッ 
ション、ヘッドランプ照射角度 
調整 

56 

5 A 

ABS / ASR / BAS/ESP ⑧ 

57 

5 A 

エンジンエレク h □ニクス、ス 
テア1」ング□ック、スターター 

58 

一 

未使用 

59 

50 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

60 

40 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

61 

一 

未使用 











62 

5 A 

診断ソケット、ランプスイッチ、 
へッドランプ 

63 

5 A 

ランプスイッチ、ヘッドランプ 

64 

10 A 

COMAND システム 

65 

40 A 

オプション 


(2007-02-21• A 171545 03 00) 

〇1 〜 20 のヒューズはトランク内に 
ありますが見ることはできません。 
メルセデス•ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 
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純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意しています。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
ください。 

アクセサリーにつし"!ても 、 Daimler 
AG またはメルセデス*ベンツ日本株 
式会社び指定する製品だけを使用して 
ください。 

A 事故のおそれびありまず 

どんな場合でち、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用ずる部品には、純正部品!;^外のを 
のを使用しないで < ださい。事故や 
故障の原因になりまず。 

H 車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になります。また、関連す 
る他の装備にわ悪影響を与えるおそ 
れがあります。 

D 車載無線機など電装アクセヴ 
U —を装着するとさは、メルセデ 
ス•ベンツ指定サービスエ場に相 
談して<ださい。装着ち法などが 
適切でないと、車の電子制御部品 
に悪影響を与えるおそれがあり 
ます。また、電気配線を間違える 
と、乂災や故障の原因になります。 


(下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
ニットやセンサー類び取り付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や飯 
金作業などを行なラと、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれび 
あります。 

• エアバッグ収納部 
• シートベルト 
• インストルメントパネル 
• センターコン ソール 
• ドア 
• シート 
• ピラー 付近 
• サイドシル付近 

詳しくはメルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

9環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進ずるため、 U サイクル部品を積 
極的に導入していまず。 

〇 純正部品(外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合び生じてわ、保証を適用で 
さないことびあります。 


み II P 
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ビークルプレート 


純正部品をま文するとさに車台番号や 
エンジン番号などが必要になることび 
あります。車台番号やエンジン番号な 
どは図の箇所に記されています。 


オプションコードプレート 


1ューカープレート 






ボンネット裏側 

オプションコードを記載したオプショ 
ンコードプレート③は、ボンネット裏 
側に貼付してあります。 


エンジン番号 


運転席側または助手席側のドア開口部 
の車体側に、車台番号およびカラー 
コードなどを P 己載したニューカープ 
レートのび貼付されています。 


エンジン番号はエンジンブ□ックのち 
側後部に巧刻してあります。 

詳しくはメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 



車台番号③は、ち側シート後方のセン 
タートンネル側面に巧刻してあります。 


み II P 
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オイル•液類/バッテリー 


オイル•液類/バッテリー 


オイル-液類に関ずる注意 _ 

オイル*液類には(下のものび含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイ J レ、 
パワーステア U ングオイルなど） 

•ウオッシヤー;イタ 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはメルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
てください。 

詳しくは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇 指定品(がのオイル*液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでなく関 
連箇所に不具合び生じてわ、保証を 
適用できないことがあります。 

A けがのおそれがありまず 

オイル-液類はテ供の手の届かない 
場所に保管してください。また、乂 
気の近くには保管しないでください。 

オイル-液類び目や粘膜、傷に触れ 
ないよラにしてください。万一目に 
入ったり皮膚に付着したとさは、ず 
ぐに清潔な水で十分に洗い流し、医 
師の診断を受けてください。 


9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


燃料 


心 爆発のおそれがありまず 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火をお付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃斜を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


心 健康を害ずるおそれがありまず 

燃斜び皮膚や衣類に触れないよラに 
を意してください。 

燃料び皮膚に直接触れた0、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えまず。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約70 G 

警告'灯点'灯時の 
残量 

約 9.0 尼 


H 軽油を給油しないでください。ま 
た、軽油を湿ぜたガソリンを給油し 
ないでください。少量でも軽油を 
給油すると、燃料噴射システムを損 
傷するおそれびあります。誤って軽 
油を給油して故障び発生したとさ 
は、保証の対象がになります。 
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P 指定(外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用すると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、乂災び発生す 
るおそれびあります。指定(外の燃 
料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になります。 

燃料消費について 


(下のよラな状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

P 燃料に添加剤を使用しないでくだ 
さい。エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷するおそれがあ 
ります。添加剤を使用して故障び発 
生したとさは、保証の対象外になり 
ます。 

9環境 

C 02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となりまず。 

緩やかな運転をびけ、定期的に点 
検•整備を行なラことにより、 C 02 
排出量を最小限に抑えることびでさ 
ふす 0 


エンジンオイ J レ _ 

H エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないでください。エンジン内部の摩 
耗び進んだり、エンジンを損傷する 
おそれびあります。添加剤を使用し 
て故障が発生したとさは、保証の対 
象がになります。 

H エンジンオイルは、使用している 
間に巧れたり劣化するだけでな<、 
消費され減少します。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給ちしくは 
交換してください。 


使用ずるエンジンオイル _ 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘凰ま、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 



® M 皿剛 
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オイル•液類/バッテリー 


冷却水は時間の経過ととわに劣化し 
ますので、整備手帳に従い定期的に 
交換してください。詳しくはメルセ 
デス•ベンツ指定サービスエ場におた 
ずねください。 

また、冷却水の補給び必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して < だ 
さし、。 

A 乂災のおそれびありまず 

冷却水をエンジンルームにこぼさ 
ないでください。発火ずるおそれび 
あ0まず。 


不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を湿ぜて 
使用します。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

属結;宜度 

約50% 

- 37で 

約55% 

- 45む 


H 不凍液の濃度は約50%から約 
55%の間にしてください。濃度を 
約 55% ii (上にすると、冷却性能が 
低下します。 


車種 

容量 

SLK 200 

約 5.5 尼 

SLK 350 

約 8.0 尼 

〇 容量は、 

オイルフィルター分を含 

む交換時の数値です。 

オートマチックトランスミッション 

オイル 



オートマチックトランスミッシヨンオ 
イルの交換については、別冊「整備手 
帳」を参照してください。 


〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

U オートマチックトランスミッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランスミッション内部の 
摩耗が進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれびあります。添 
加剤を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象がになります。 

〇オートマチックトランスミッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、トラ 
ンスミッションの作動に異常を感 
じたときは、メルセデス•ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 


エンジンオイル容量 冷却水 
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〇 ウォッシャー液には夏用と冬用び 
あります。夏用には油膜を防ぐ効果 
があり、冬用には凍結温度を下げる 
効果があります。 

ウインドウウォッ シャー 液と へッ ド 
ランプウォ ッシャ ー液のリヴーブタ 
ンクは兼用です。 

A 乂災のおそれびありまず 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
でず。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近くで喫 
煙しないでください。 


車載ノいッテリーの電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

62 Ah / 74 Ah 


※パ'ッテ U —の容量は、予告なく変更され 
ることびあります。 


定期的にメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をしてください。詳し 
くはメルセデス•ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


心 事故のおそれがありまず 

ブレーキ液を補給するとさは、ゴミ 
や水分び U ヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなゴミでち、ブレーキび効かな< 
なるおそれびあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化します。劣 
化した状態で使用ずると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックび発生ずる 
おそれびあ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰し 
て気泡び発生し、ブレーキペダルを 
踏んでを圧力び伝わらず、ブレーキ 
び効かなくなる現象のことでず。 


U ウォッ シャー 液は、リヴ ー ブタン 
クに補給する前に別の容器で適正な 
湿合比に湿ぜてください。 


バッテリー 


ウオツシヤー液 


ブレーキ液 
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ビークルデータ、トランクを開いたときの高さ 


ビークルデータ 

■ 

トランクを開いたときの高さ 




積載荷物の制限重量 


車種 ルーフ 

トランク 

全車 50 kg 

100 kg 


バリオルーフ操作時の全高 


車種 

全局 

SLK 200 

約1 544 mm 


SLK 350 


約1 545 mm 


グ 


H ルーフラックを使用するときは、必 
ずバ U 才 J レーフを開じてください。 

H ルーフラックを取り付けていると 
さは、バリオルーフを開かないでく 
ださい。バ U オルーフやルーフラッ 
クを損傷するおそれがあります。 

〇 ルーフの 制限重量には、 ルーフ 
ラックやアタッチメントの重量わ含 
まれます。 


の 




の！り I 


①トランクを開いたとさの高さ 

トランクをいっぱいまで開いたとさの 
高さは、じ(下のよラになります。 


① 


1751〜1761 mm 


〇 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やヴスペンションの状態などに 
より、数値び異なります。 
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タイヤとホイール 


n タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用してく 
ださい。詳しくはメルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

ABS や ESP ⑩などの装備は、純正 
品および承認された製品を使用する 
ことで効果び発揮されます。 

純正品および承認された製品(がの 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、安全性の保証はでさません。 

D 純正品および承認された製品(外 
のタイヤやホイールを装着した場合 
は、車両操縦性や騒音、燃料消費 
などに影響を与えるおそれがあり 
ます。また、指定されたサイズじ(外 
のタイヤやホイールを装着すると、 
フェ ンダーの内側やサスペンション 
などに接触し、車やタイヤを損傷す 
るおそれびあります。 


〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルび 
貼付してあります（>178ぺージ）。 

〇 左ちには必ず同サイズのタイヤ/ 
ホイ ー;!レを装着してください。 

〇 タイヤフィットについて、詳しく 
はメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね< ださい。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね< ださい。 
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タイヤとホイール 


標準タイヤ 


H 標準タイヤ/ホイールにはスノーチェーンを取り付けないでくださし、 
H タイヤ□ーテーシヨンは行なわないでください。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

SLK 200 

前輪 205 / 55 R 16 
後輪 225 / 50 R 16 

前輪 7 j X 16 
後輪 8 J X 16 

前輪 34 mm 
後輪 30 mm 

SLK 350 

前輪 225 / 45 R 17 
後輪 245 / 40 R 17 

前輪 7.5 J X 17 
後輪 8.5 J X 17 

前輪 36 mm 
後輪 30 mm 

SLK 200 

スポーツパッケージ 

前輪 225 / 40 R 18 
後輪 245 / 35 R 18 

前輪 7.5 J X 18 
後輪 8. 引 X 18 

前輪 36 mm 
後輪 30 mm 

SLK 350 AMG 
スポーツパッケージ 

前輪 225 / 40 R 18 
後輪 245 / 35 R 18 

前輪 7.5 J X 18 
後輪 8. 引 X 18 

前輪 37 mm 
後輪 30 mm 


オプションまたは仕様により、じ(下のタイヤ/ホイールび装着される場合があ 
ります。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

16 インチホイール 

前輪 205 / 55 R 16 
後輪 225 / 50 R 16 

前輪 7 J X 16 
後輪 8 J X 16 

前輪 34 mm 
後輪 30 mm 

17 インチホイール 

前輪 225 / 45 R 17 
後輪 245 / 40 R 17 

前輪 7.5 J X 17 
後輪 8. 5 j X 17 

前輪 36 mm 
後輪 30 mm 

18 インチホイール 

前輪 225 / 40 R 18 
後輪 245 / 35 R 18 

前輪 7.5 J X 18 
後輪 8.5 J X 18 

前輪 36 mm 
後輪 30 mm 

18 インチホイール 

前輪 225 / 40 R 18 
後輪 245 / 35 R 18 

前輪 7.5 J X 18 
後輪 8.5 J X 18 

前輪 37 mm 
後輪 30 mm 
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ウィンタータイヤ 


〇 ウィンタータイヤのサイズは Daimler AG び指定するもので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びあります。 

〇 ウィンタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇 スノーチェーンはウインタータイヤの後輪に装着することができます。 


車種 

ウィンタータイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

SLK 200 

205 / 55 R 16 M+S 

7 J X 16 

34 mm 


225 / 45 R 17 M+S 

7.5 J X 17 

36 mm 

SLK 350 

225 / 45 R 17 M+S 

7.5 J X 17 

36 mm 


225 / 40 R 18 M+S 

7.5 J X 18 

36 mm 


《前輪と後輪で同サイズのウィンタータイヤを装着してください。 


[応急用スペアタイヤ 


〇応急用スペアタイヤには、スノーチェーンを装着しないでください。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、応急用スペアタイヤのホイールに貼付さ 
れているラベルまたはタイヤに記載されています。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

空気圧 

SLK 200 

SLK 350 

145 / 70-17 

4.5 B X 17 

1 2 mm 

3.5 bar / 

51 psi 


み II P 



















対象モデル 


SLK 200 KOMPRESSOR 
SLK 350 


"ESP® " は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説明書の内容は、2011年1月現在のちのです。 
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干 106-8506 東京都港区六本木一 T 目9ま9号六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 
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